
Mercedes-Benz 



G-CLASS 

取扱説明書 


ユーザーのみなさまへ 


このたびはメルセデス*ベンツをお買い上げいた 
ださ、ありびとラございます。 

この取扱説明書は、車の取り扱い方法をはじめ、 
機能を十分に発揮させるための情報や、危険な状 
況を回避するための情報、万一のとさの処置など 
を記載しています。車をお使いになる前に、本書 
を必ずお読みください。 

•取扱説明書は、いつでも読めるよラに必ず車内 
に保管してください。 

•装備や仕様の違いなどにより、一部の記述やイ 
ラストび、お買い上げいただいた車とは異なる 
ことびあります。また、形状や装備、操作方法、 
マルチフアンクシヨンディスプレイの表示内容 
などは予告なく変更されることびあります。 

• オーディオやマ;!レチフアンクシヨンコント□ーラー 
については、別冊の取扱説明書をお読みください。 
•車を次のオーナーにお譲りになる場合は、車と 
一緒にすベての取扱説日月書と整備手帳をお渡し 
ください。 

•オプシヨンや仕様により異なる装備には*マー 
クびついています。 


川 


•関連する内容び他のページにわある場合は、該 
当ページを （1 日日ページ）のよラなかたちで示 
しています。 

-操作手順などは、文頭に番号を記しています。 

-ご不日月な点は、お買い上げの販売店または指定 
サービスエ場におたずねください。 


表記や記載方法について 


A 警告 

重大事故や命にかかわるけがを未然に防ぐために 
必ず守っていただきたいことでず。 


江局！ 

けびや事故、車の損傷を未然に防ぐため、必ず守つ 
ていたださたいことです。 


知識 

知っていると便利なことや、知っておいていただ 
さたいことです。 

' - * 


ダイムラー-クライスラー曰本株式を社 










環境保護について 


ダイムラー*クライスラー社では、大気巧染の抑 
制、資源の有効利用をはじめとする環境保護対策 
に取り組んでいます。環境保護のため、お車をお 
使いになるときはじ(下の点にご協力ください。 

-タイヤの空気圧び適正であることを確認してく 
ださい。 

. 停車したままの暖機運転は必要ありません。 

-急発進や急加速は避けてください。 

•エンジン回転数びその車の許容限度の2/3 (例 
えば許容限度び6,日日日回転のとさは約4,0日日回 
転）を超えないよラに運転してください。 

-不必要な荷物を載せたままにしないでください。 
•長時間の停車時は、エンジンを止めてください。 

• 指定サービスエ場で適切な時期に点検整備を受 
けて < ださい。 


9 を示す説明箇所には、特に環境保護のための 
アドバイスや守っていたださたいことを記載し 
ています。 



目次 


外観 . 6 

インストルメントパネル • • • -8 

ダッシュボード . 1日 

室内 . 12 

ラゲッジルーム . 14 

エンジンルーム . 1曰 

安全のために 17 

走行ずる前に . 18 

テ供を乗せるとさ . 20 

走行するとき . 21 

走行中に異常を感じたら•••22 

雨降りや濃霧時の運転 . 23 

駐停車するとさ . 24 

こんなことにちを意 . 25 

オートマチック車の取り扱い26 
4輪駆動車 (4 WD ) の取り扱い28 
慣らし運転 . 29 


安全装備 31 

正しい運転姿勢 . 32 

シートベルト . 33 

SRS エアバッグ . 38 


チヤイルドセーフテイシート .43 


運転ずるまえに 47 

キー . 48 

フ□ントシート . 已己 

シートヒーター . 已9 

IJ アシート . 61 

ドア . 63 

テールゲート . 69 

ラゲッジルーム . 71 

ボンネット . 78 

へッドランプガード . 80 

燃料給油口 . 82 

盗難防止警報システム . 84 

パワーウインドウ . 88 

スライデイングルーフ . 89 

ルームミラー . 92 

ドアミラー . 93 

ステア U ング . 96 

メーターパネル . 97 


マルチフアンクシヨンディスプレイ 
. 100 


[ 3 ] 



































目次 


運転ずるとき 13已 

エンジンスイッチ . 136 


エンジンの始動と停止 .... 138 
才ートマチックトランスミツシヨン 


. 139 

パーキング□ックの解除 ■ • 142 
オートマチック車の運転 ... 143 
デファレンシャル□ック•-147 
トランスファーケース • • • • 1曰1 

オフ□—ドでの走行 . 1己4 

ランプ . 161 

方向指示 . 165 

非常点滅巧 . 166 

ワイパー . 167 

リァワイパー . 169 

ヘッドランプウォッシャー -17 日 

駐車ブレーキ . 171 

ブレーキ . 172 

A 巨 S . 173 

目 AS . 176 

4 ETS . 177 

ESP . 178 

クルーズコント□ール .... 181 
可変スピード U ミッター•■184 
パークト□ニック . 188 


快適-室内装備 

191 

エアコンディショナー •- 

•■192 

ルームランプ . 

-- 201 

サンバイヴー . 

-- 204 

灰皿 . 

-- 205 

ライター . 

-- 207 

フ□ントアームレスト •• 

-- 208 

カップホルダー . 

- -210 

グ□ーブボックス ■ ■ ■■ 

■■211 

ル物入れ . 

- -212 

収納ネット/アシストグリップ 


- -213 

電源ソケット . 

- -214 


万一のとき . 21已 

事故•故障のとき . 216 

非常信号用具 . 217 


停止表示板/車載工具/ 

救急セット/ジャッキの 320) 

. 218 

停止表示板/車載工具/ 

救急セット/ジャッキ （G 320 
long / G 500 long / G 己己 AMG 


long ) . 22日 

けん引されるとさ . 223 

スペアタイヤ . 226 

タイヤ交換 . 228 

オーバーヒートしたとさ■■23己 

バッテ U —. 236 

ヒューズの 交換 . 240 

電球の交換 . 243 


[ 4 ] 





































目次 


点検と整備 245 

メンテナンス . 246 

エンジンルーム . 247 

冷却水 . 248 

エンジンオイル . 250 

ブレーキ液 . 252 

ウォッシャー'液 . 254 

タイヤとホイール . 2已己 

寒冷時の取り扱い . 2已9 

曰常の手入れ . 263 


サービスデータ 267 

純正部品/純正アクセヴ U — 268 

ビークルプレート . 269 

電球一覧 . 270 

ヒューズー覧 . 271 


こんなとさは 277 

トラブルの原因と対応. • • .278 

警告灯 . 284 

故障/警告メッセージ • • - 287 

さ <引 . 297 


[ 5 ] 
















外観 



[ 6 ] 
































外観 


① 

スペアタイヤカバー 

226ページ 

③ 

U アワイパー 

169ぺージ 

③ 

テールゲート 

69ぺージ 

④ 

テールゲート八ンドル 

69ぺージ 

⑥ 

チヤイルドプルーフ□ックノブ 

68ぺージ 


(テールゲート） 


⑥ 

燃料給油口 

82ぺージ 

⑦ 

パワーウインドウ 

88ぺージ 

⑧ 

ワイパー 

167ぺージ 

⑨ 

ボンネット 

78ぺージ 

⑩ 

方向指示灯 

16己ぺージ 


非常点滅灯 

166ぺージ 

⑩ 

ドア巧一 

93ぺージ 


* オプシヨンまたは仕様により装備び異なります 


⑩ 

バックランプ 

27日ページ 

⑩ 

U アけん引フック 

223ページ 

⑩ 

パークト□ニックセンサー 

188ぺージ 

⑩ 

U アフォグランプ 

] 61ぺージ 

⑩ 

テールランプ、ブレーキランプ 

27日ページ 

⑩ 

フ□ントけん引フック 

223ページ 

⑩ 

フ□ントフォグランプ 

] 61ぺージ 

⑩ 

へッ ドランプ 

] 61ぺージ 


タイヤ/ホイール 

2己己ページ 



27己ページ 

⑩ 

ドア 

63ぺージ 


チヤイルドプルーフ□ックノブ 

68ぺージ 


( U アドア）* 





インストルメントパネル 



间 


④⑥⑥®⑥©④ 








































インストルメントパネル 


① 

マルチフアンクシヨン 
ステア U ングスイッチ 

] 日]ぺージ 

③ 

メーターノ くネル 

97ぺージ 

③ 

マルチフアンクシヨン 
ディスプレイ 

1日0ぺージ 

④ 

シートヒータースイッチ 

已9ぺージ 
60ぺージ 

⑥ 

U アワイパー/ 

ゾオツシヤースイツチ 

169ぺージ 

⑥ 

非常点滅灯スイッチ 

166ぺージ 

⑦ 

デフアレンシャル□ックスイッチ 

147ぺージ 


⑧ 

ドア□ックスイッチ 

6己ぺージ 

⑨ 

けん弓1防止警報機能 
解除スイッチ 

86ぺージ 

⑩ 

マルチフアンクションコント□一 
ラー/才ーディオ 

別冊 

⑩ 

ESP 日 FF スイッチ 

179ぺージ 

⑩ 

助手席エアバッグオフ表示灯 

44ぺージ 

⑩ 

エアコンディショナー 

192ぺージ 

⑩ 

モーションセンサー 
解除スイッチ 

87ぺージ 
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ダッシュボード 
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ダッシュボード 


① 

パワーウインドウスイッチ/ 
セーフ ティスイッチ* 

88ぺージ 

③ 

シート調整スイッチ 

己已ぺージ 

③ 

ドアミラー調整スイッチ 

93ぺージ 

④ 

コンビネーションスイッチ 
(へッドランプ、方向指示灯、 

ワィパー) 

163ぺージ 
16己ぺージ 
167ぺージ 

⑥ 

クルーズコント□ール/ 

可変スピード U ミッターレバー 

] 81ぺージ 
18己ぺージ 

⑥ 

ステア U ング調整レバー 

96ぺージ 

⑦ 

エンジンスイッチ 

]3]ぺージ 

⑧ 

グ□ーブボックス 
キーシリンダー 

21 ] ページ 

⑨ 

グ□ーブボックス 

21 ] ページ 

⑩ 

助手席エアバッグ 

38ぺージ 


* オプシヨンまたは仕様により装備び異なります 


⑩ 

シートメモリースイッチ 

己8ぺージ 

⑩ 

ドァレバー 

63ぺージ 

⑩ 

ランプスイッチ 

] 61ぺージ 

⑩ 

ボンネット□ック解除レバー 

78ぺージ 

⑩ 

へッドランプ照射角度調整 

164ぺージ 


ダイヤル 


⑩ 

運転席エアバッグ 

38ぺージ 

⑩ 

駐車ブレーキレバー 

] 71ぺージ 

⑩ 

灰皿/ライター 

2日己ページ 



2日7ページ 

⑩ 

センターコンソールル物入れ 

2] 2ページ 


トランスファーケーススイッチ 

] 己1ページ 

⑩ 

セレクターレバー 

139ぺージ 


収納ネット 

2] 3ページ 
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室内 



⑥® 


⑤⑥④⑤⑥®® 


③ 




④⑩ 


[ 12 ] 



































室内 


① 

テールゲートレバー 

70ぺージ 

③ 

セーフテイネット用フック2 

71ぺージ 

③ 

U アへッドレスト 

6] ぺージ 

④ 

シートベルトアンカー 

3己ぺージ 

⑥ 

シートベルト 

33ぺージ 

⑥ 

アシストグリップ 

2] 3ページ 

⑦ 

U アルームランプ 

2日2ページ 

⑧ 

モーションセンサー 

2日2ページ 

⑨ 

セーフテイネット用フック] 

71ぺージ 

⑩ 

フ□ントへッドレスト 

已己ぺージ 
已7ぺージ 


⑩ 

スライディングルーフ* 

89ぺージ 

⑩ 

スライディ ンヴ) レーフ * スイッチ 

89ぺージ 

⑩ 

ルームランプスイッチ 

2日1ページ 

⑩ 

ルームランプ 

2日1ページ 

⑩ 

サンバイヴー 

2日4ページ 

⑩ 

ルームミラー 

92ぺージ 

⑩ 

ラゲッジルーム 

71ぺージ 

⑩ 

U ァシート 

61ぺージ 

⑩ 

フ□ントシート 

己己ぺージ 


* オプシヨンまたは仕様により装備び異なります 
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ラゲツジ ルーム 



① 

□ツクノブ 

70ぺージ 

③ 

ル物入れ 

2] 2ページ 

③ 

U アへツドレスト 

6] ぺージ 

④ 

分割可倒式リアシート 

62ぺージ 

⑥ 

チャイルドプルーフ□ツクノブ 

(テールゲート） 

68ぺージ 

⑥ 

テールゲートレバー 

70ぺージ 

⑦ 

荷物固定用リング 

76ぺージ 

⑧ 

ラゲツジルームカバー 

74ぺージ 



① 

□ックノブ 

70ぺージ 

③ 

U アへッドレスト 

61ぺージ 

③ 

分割巧倒式リアシート 

62ぺージ 

④ 

セーフテイネット 

71ぺージ 

⑥ 

チヤイルドプルーフ□ックノブ 

68ぺージ 


(テールゲート） 


⑥ 

テールゲートレバー 

70ぺージ 

⑦ 

荷物固定用リング 

76ぺージ 
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エンジン ルーム 



G 320 / G 320 Ion 呂 


① 

ウォッシャー液リヴーブタンク 

2己4ページ 

③ 

冷却水 U ヴーブタンク 

248ページ 

③ 

ブレーキ液 U ヴーブタンク 

2己2ページ 

④ 

エンジンオイルレベルゲージ 

2己日ページ 

⑥ 

エンジンオイル 

フィラーキャップ 

2已日ページ 



G 已〇〇 Ion 呂/ G 己己 AMG Ion 旨 


① 

ウォッシャー液 U ヴーブタンク 

2已4ページ 

③ 

冷却水リヴーブタンク 

248ページ 

③ 

ブレーキ液 U ヴーブタンク 

2己2ページ 

④ 

エンジンオイルレベルゲージ 

2己日ページ 

⑥ 

エンジンオイル 

フィラーキャップ 

2已日ページ 


※仕様により、部品の形状などびイラストと異なる場合びあります。 
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NOTE 


安をのために 


走行ずる前に 18 
子供を秉せるとき 20 
走行ずるとさ 21 
走行中に異常を感じた5 22 
雨降りや濃霧時の運転 23 


駐停車ずるとき 
こんなことにもま意 
オートマチック車の取り扱い 
4輪駆動車 (4WD) の取り扱い 
慣5し運転 


{な全のために 


安全装備 


運乾ずる 
前に 


運転ずる 
とを 


快適- 
室内装備 


万-のとさ 


点検と整備 


ヴ—ビス K — 夕 こんな户 


2 2 2 2 2 
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走行"ずる刖心 


走行"ず々刖に 


点検と整備 

曰常点検や定期点検は、使用者自身の責任におい 
て実施することび法律で義務づけられています。 
これらの点検項目については、別冊の「整備手帳」 
をお読みください。 


夏季の取り扱い 

-夏を迎える前にエアコンディショナーの;令媒に不 
足びないか、指定ヴービスエ場で点検を受けてく 
ださい。 

-オーバーヒートの予防策として、いつわより頻繁 
に冷却水量を点検してください。 

日ごろの状態と違うとき 

エンジンをかけたとき、いつもと違ラ音やにおい 
を感じたり、駐車していた場所に水やオイルの跡 
び残っているとさは、すみやかに指定サービスエ 
場で点検を受けてください。 

ドアを開<と 

ドアを開くと、一部の装置び自動的に動さ始め、 
作動音などび聞こえることびありますび、異常で 
はありません。 


タイヤの点検 

タイヤの空気圧や溝の深さび十分あり、タイヤに 
損傷や異常な摩耗びないことを点検してください。 
タイヤの空気圧び低かったり、損傷したタイヤで 
走行すると、タイヤび破裂したり、乂災び発生す 
るなど、事故を起こすおそれびあります。 


シートベルトは必ず着用 

走行を開始する前に、すべての乗員びシートベル 
卜を着用してください。 

運転席足元に注意 

•運転席の足元には、物を置かないでください。 
ブレーキペダルやアクセルペダルの下に物び入 
ると、ペダルを操作でさな<なるおそれびあり 
ます。 

• フ□アマットは純正品のみを正しく使用してく 
ださい。車に合ったわのを使用しないと、ぺダ 
ル操作がでさなくなるおそれびあります。 

車庫内では 

車庫などの換気の悪い場所ではエンジンを停止し 
てください。排気ガスに含まれる一酸化炭素を吸 
い込むと、一酸化炭素中毒を起こしたり、死こす 
るおそれびあります。 

一酸化炭素は、無色無臭のため気びつかないラち 
に吸い込んでいるおそれびあります。 
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走行"ずる刖心 


ウォーミングアップ（暖機運転） 

エンジンび;令えているときでも、停車したままで 
の暖機運転は必要ありませんび、エンジンの始動 
後は、低い速度で走り出してください。 

エンジン回転数を低く保ち、急加速を避けて車全 
体をウォーミングアップしてください。 

• 燃料は^鉛プレミアムガソ1」ンを使用してくだ 
さい。有鉛ガソリンや粗悪なガソリン、指定 
外の燃料 (高濃度ア J レコ ー j レ含有燃料など)を使用 
したり、添加剤などを混入すると、エンジンな 
どを損傷することがあります。 

• 目的地まで余裕を持って走れるよラに、十分な 
量を補給してください。 

•燃料給油口には、純正品(外のキャップを使用 
しないで < ださい。 

-セルフ式のガソリンスタンドなどで給油すると 
さは必ず仪下の点を守り、安全に十分注意して 
作業を行なって<ださい。身体に静電気を帯び 
ていると、放電による火花で燃料に引火したり、 
乂傷をするおそれびあります。 

◊エンジンを停止し、ドアやウインドウなどを 
閉じる 

◊燃料給油口を開くことからはじまる一連の給 
油作業は、必ずひとりで行な5 
◊給油作業をするひとは、作業の前に金属部分 
に触れるなどして身体の静電気を除去する 
◊作業中は車内に戻らない(帯電するおそれびあ 
ります） 


* オプシヨンまたは仕様により装備び異なります 


◊キャップの開閉 （82 ページ)は確実に行ない、 
乂気を近づけないようにする 
◊ガソリンをこぼさないように注意する（塗装 
面を傷めるおそれびあります） 

◊気化した燃料を吸い込まないようにを意する 
◊給油作業をするひと(外は燃料給油口に近づ 
かない 

◊ガソリンスタンド内に掲示された注意事項を 
守る 

荷物を積むとき 

-荷物はでさるだけラゲッジルームに積み込んで< 
ださい。 

.車内に荷物を積むときは、動かないよラに確実 
に固定してください。固定できていないと、急 
ブレーキ時に荷物び放り出され、乗員びけびを 
するおそれびあります。 

-ラゲッジルームカバー*の上に荷物を置かない 
でください。急ブレーキや急八ンドルまたは事 
故のとさ、荷物び前方に放り出され、乗員びけ 
びをするおそれびあります。 

•鋭い角のある物は、角の部分に必ずカバーをし 
てください。 

• 荷物をシートのバックレストより高く積み上げ 
ないで < ださい。 

燃える物は積まない 

燃料を入れた容器や可燃性のスプレー吿などを積 

まないでください。万一のときに引乂や爆発のお 

それびあります。 
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子供を秉せるとき 


子供を乗せるとき 


子供にちずシートベルトを着用 

•子供であってち、シートベルトを正しく着用し、 
シートやへッドレストび正ししパな置になってし^ 
ることを大人び確認してください。正しくシー 
トベルトび着用でさないルさな子供は、チヤイ 
ルドセーフテイシートを使用してください。 

•乳児や子供を抱いたり、ひざの上に乗せて走行 
しないでください。急ブレーキ時や事故のとさ、 
大人と車の間に挟まれて重大なけびをするおそ 
れびあ0ます。 

ルさな子供にはチヤイルドセーフテイシート 

- 6歳未満の子供にはチヤイルドセーフテイシート 
(43 ページ)を使用することび義務づけられてい 
ます。 


子供はリアシートに 

-子供はできるだけリアシートに乗せてください。 
助手席では、子供の動さび気になったり、子供 
び運転装置をさわるなど、運転の妨げになるこ 
とがあります。 

•チャイルドセーフティシートは、でさるだけリ 
アシートに装着してください。やむを得ず助手 
席に装着するとさは、車の進行ち向に向けてチ 
ャイルドセーフティシートを装着し、助手席シー 
卜を最後部に移動してください。 


* オプシヨンまたは仕様により装備び異なります 


•子供を助手席に座らせるとさは、シートを最後 
音ににし、正しく座らせてください。エアバッグの 
作動時に大さな衝撃を受けるおそれびあります。 

子供には操作させない 

. ドアやドアウインドウは大人び開閉してくださ 
し^。子供自身び操作すると、身体を挟んだり、 
けびをすることびあります。 

• リアドア*やテールゲートのチヤイルドプルー 
フ□ック （68 ページ)、ノ くワーウインドウのセーフ 
ティスイッチ* (88 ページ)を活用してください。 

ドアウインドウやスライディングルーフ*から身 
体を出さない 

子供びドアウインドウやスライディングルーフの 
開口部から身体を出さないよラに注意してくださ 
い。けびをするおそれびあります。 

車から離れるとさ 

子供だけを車内に残して車から離れないでくださ 
い。運転装置に触れてけびをしたり、事故の原因 
になることびあります。また、炎天下では車内び 
高温になり、熱射病や脱水症状を起こすおそれび 
あります。 
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走巧ずるとさ 


走行ずるとさ 


アクセルペダルはおだやかに操作 

•発進や加速するとさは、タイヤを空転させない 
よラにおだやかにアクセルペダルを操作してく 
ださい。タイヤを空転させると、タイヤだけで 
なくトランスミッション、駆動系統を損傷する 
ことびあります。 

•車間距離を十分に確保し、不用な急発進や急加 
速、急ブレーキを避けてください。 

横風び強いとき 

横風び強く、車び横方向に流されそうなときは、 
ステアリングをしっかりと握り、いつもより速度 
を下げて進路を保ってください。 

トンネルの通過 

トンネルに進入するときは、ヘッドランプを点灯 
してください。内部照日月び暗いトンネルでは、進 
入直後に視界び悪くなることびありますので、十 
分ま意してください。 

エンジンブレーキの活用 

下り坂び続くとさは、エンジンブレーキを活用し 
てください。ブレーキペダルを長時間踏み続ける 
と、ブレーキディスクび過熱してブレーキの効さ 
び悪くなるおそれびあります。 


に 1] 


エンジンブレーキ： 走行中、アクセルペダルを戻 
したとさに発生するエンジン内部の抵巧をエンジ 
ンブレーキといいます。低速ギアのときほど効き 
び強くなります。 

自動車電話、携帯電話 

運転者は、走行中に自動車電話や携帯電話を使用 
しないでください。八ンズフリー機能を使用して 
ち、ま意力び散漫になり事故の原因になるおそれ 
びあります。安全な場所に停車してから使用して 
ください。 

滑りやずい路面 

滑りやすい路面で、シフトダウン操作による急激 
なエンジンブレーキを効かせないで < ださい。 

水たまりの通過後 

水たまりの通過後は、ブレーキの効さび遅れたり、 
悪くなることがあります。このよラなとさは、後 
続車に注意しなびら低速で走行し、ブレーキの効 
さび回復するまでブレーキペダルを数回軽く踏ん 
で < ださい。 


安全装備 


運乾ずる 
前に 


運転ずる 
とを 


快適- 
室内装備 
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走行ずるとき/走行中に異常を感じた5 


スタック(立ち往生）したとき 

-めかるみなどでタイヤび空転したり脱輪した状 
態から脱出するとさは、周囲の安全を十分に確 
認してください。脱出直後に車び突然動さ出し、 
事故につながることびあります。また、このよ 
ラな脱出時にタイヤを高速で空転させないでく 
ださい。高速で空転させると異常な過熱び起こ 
り、タイヤび破裂したり、火災など事故び起さ 
たり、トランスミッションび損傷するおそれび 
あります。 

•スタックした状態から脱出するときは、タイヤ 
前後の±や雪などを取り除いたり、タイヤの下 
に板や石などをあてびラと効果的です。 

道路冠水や車が水没したとさ 

•豪雨などで道路び冠水し、マフラーに水び 入つ 
たとさはミ夫してエンジンを始動しないでくださ 
し、そのままエンジンを始動すると、エンジン 
に重大な損傷を与えるおそれびあります。 

.車び水没した場合は、水び引いたあとでわエン 
ジンを始動せずに、指定サービスエ場に連絡し 
てください。 


走行中に異常を感じた5 


警告 I 灯び点'灯したとさ 

ただちに安全な場所に停車してエンジンを停止し、 
本書に従い対処して<ださい。それでち警告灯び 
消灯しないとさは、指定サービスエ場に連絡して 
ください。警告灯び点灯したまま走行を続けると、 
事故を起こしたり、車に重大な損傷を与えるおそ 
れびあ0ます。 

ボディ下部に強い衝撃を受けたとさ 

ただちに安全な場所に停車してボディの下側を点 
検し、ブレーキ液や燃料などび漏れていないか確 
認してください。漏れやボディ下部に損傷を見つ 
けたとさは、運転を中止して指定サービスエ場に 
連絡してください。損傷を放置したまま走行を続 
けると、事故を起こすおそれびあります。 

走行中にタイヤびパンクしたり、破裂したとき 

あわてずにしっかりステアリングを支えなびら、 
徐々に減速して安全な場所に停車してください。 
急ブレーキや急八ンドル操作をすると、車のコン 
卜□ールを失い、事故を起こすおそれびあります。 
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雨降りや濃霧時の運転 


雨降りや濃霧時の運転 


雨降りや濃霧時の注意事項 

雨び降っていたり、濃霧び発生しているときは、 
路面び濡れて滑りやすく視界わ悪くなります 。 LU 
下の点にま意し、いつわより慎重に運転してくだ 
さし、。 

•路面び滑りやすいので、タイヤの接地力び大さ 
く低下し、通常より制動距離わ長くなります。 
また、見通しび悪いので歩行者や障害物の発見 
び遅れびちになります。いつもより速度を下げ、 
車間距離を十分にとってください。 

-濡れた路面では急激なエンジンブレーキを効か 
せないでください。滑りやすい路面で急激なエ 
ンジンブレーキを効かせると、スリップして車 
のコント□ールを失ラおそれびあります。 
•路面び濡れているときは、クルーズコント□一 
ルは使用しないでください。 

•水たまりの通過後は、ブレーキの効さび遅れたり、 
悪くなることびあります。このよラなときは、後 
続車に注意しなびら低速で走行し、ブレーキの効 
さび回復するまでブレーキペダルを数回軽<踏ん 
で < ださい。 
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•安全な視界を確保するため、デフ□スターやリ 
アデフォッガー、またはエアコンディショナー 
を作動させて車内を除湿してください。 

•雨降りや濃霧時は、自分の車の存在を周囲に知 
らせるため、ヘッドランプやフォグランプを点 
灯してください。ただし、ヘッドランプを上向 
さにすると、雨や濃霧に反射して視界を損なつ 
たり、対向車を幻惑するので、下向さで点灯し 
てください。 

•濃霧のとさはフォグランプを点灯し、速度を落 
として走行してください。危険を感じるときは、 
霧び晴れるまで安全な場所に停車してください。 
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駐停車ずるとさ 


駐停車ずるとを 


駐車ずるとさの注意事項 

•マフラーは非常に高温になります。周囲に枯れ 
草や紙くず、油など燃えやすい物びある場所に 
は駐停車しないでください。 

•同乗者びドアを開くときは、周囲に危険びない 
ことを運転者び確認してください。 

• 見通しの悪い場所や暗い場所では駐車しないで 
ください。 

•炎天下での駐車時には、車内各部の温度び非常 
に高くなります。ステア U ングやセレクターレ 
バー、シートなどに触れると、場合によっては乂 
傷をするおそれびあります。 

•炎天下に駐車するときは、フ□ントウインドウ 
にカバーをしたり、ステアリングやセレクター 
レバー、シートなどにカバーやタオルをかけて、 
温度の上昇を抑えてください。 

•炎天下に駐車した後は、乗車する前に換気をす 
るなどして、車内各部の温度を下げてください。 


雪が降っているとさは 

車の周囲び雪で覆われているとさは、雪を取り除 
いてからエンジンを始動してください。積雪によ 
りマフラーびふさびれ、排気ガスび車内に侵入す 
るおそれびあります。 

急な坂道では 

急な坂道で駐車するとさは、セレクターレバーを 
■ a に入れ、駐車ブレーキを確実に効かせてくださ 
い。さらに輪止めをしてください。 

假眠ずるとき 

やむを得ず車内で仮眠するとさは、安全な場所に 
駐車して必ずエンジンを止めてください。無意識 
のラちにセレクターレバーを動かしてアクセルぺ 
ダルを踏み込むと、車び動さ出し、事故を起こす 
おそれがあります。 

またアクセルペダルを踏み続けると、エンジンや 
マフラーび異常過熱して乂災の原因になるおそれ 
びあります。 

後退ずるとさ 

後方視界び十分に確保でさないとさは、車から降 
りて後方の安全を確認してください。 
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こんなことにもま意 


こんなことにもま意 


運転ずるとさの注意事項 

-服用後の運転び禁止されている薬や、酒類を飲 
んだ後は絶対に運転しないでください。 

•ライターを車内に放置しないでください。炎天 
下の車内は非常に高温になるため、ライターび 
発乂したり爆発するおそれびあります。 

•ペダル操作の妨げになるよラな靴(厚底靴など)や 
サンダル履さで運転しないでください。 

-ウインドウなどに吸盤を貼りつけないでくださ 
し、吸盤びレンズの働さをし、火災び発生する 
おそれびあります。 


ナビゲーシヨンシステムは走行中に操作しない 

ナビゲーシヨンシステムの操作は、できるだけ走 
行中を避け、安全な場所に停車してから操作して 
ください。走行中に画面を見るとさは、必要最小 
限(約]秒じ(内)にとどめてください。 


違法改造はしない 

•違法改造はしないでください。違法改造や純正 
外の部品の使用は、保証の適用外になるだけ 
でなく、事故の原因になります。 

定期交換部品などは純正品だけを使用し、燃料 
や油脂類などは指定品を使用してください。 

-ガソリンやオイルの添加剤などは一切使用しなし、 
でください。故障の原因になることびあります。 
•無線機や、オーディオなどの電装品を装着した 
り取り外すとさは、指定サービスエ場におたず 
ね < ださい。 

きびしい条件下での運転 

発進、停止を繰り返す市街地走行、山間部や路面 
の悪い道路などさびしい条件下での走行び多いと 
さは、タイヤやエアクリーナー、オイル、フィル 
ター類の点検整備や交換を、定期的な交換時期よ 
りち早く行なラことが必要になります。 
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オートマチック車の取り扱い 


オートマチック車の取り扱い 


運転する前に、オートマチック車の特性や操作上 
のま意を理解し、正しく操作してください。「オー 
トマチック車の運転」わ併せてお読みください 
(143 ぺージ）。 


オートマチック車の特性 


クリープ現象： エンジンび回転しているとき、セ 
レクターレバーび la か Ri じ(がに入っていると、 
動力びつなびった状態になり、アクセルペダルを 
踏み込まなくても車びゆっくり動き出します。これ 
をクリープ現象といいます。 

キックダウン： 走行中にアクセルペダルをいっぱ 
いまで踏み込むと、自動的に低速ギアに切り替わ 
り、エンジンの回転数び上びって素早く加速しま 
す。これをキックダウンといいます。 

エンジンの始動前 

-ブレーキペダルは必ずち足で操作してください。 
不慣れな左足で操作すると、事故を起こすおそ 
れびあります。 

•ブレーキペダルを踏み込み、踏みしろや踏み込 
んだとさにペダルび一定のところで止まること 
を確認してください。 


エンジンの始動 

セレクタ~レバ~び la に入っていることを確認 
し、ブレーキペダルを確実に踏んでエンジンを始動 
します。アクセルペダルを踏む必要はありません。 


発進 

-エンジンび適正なアイドリング回転数になって 
いることを確認してください。 

-セレクターレバーを1〇か13に入れるときは、 
必ずブレーキペダルを十分に踏み込んでくだ 
さい。 

-アクセルペダルを踏んだまま、セレクターレバー 
を動かさないでください。車び急発進するおそ 
れびあります。 

•急な上り坂で発進するとさは、駐車ブレーキを 
効かせたままブレーキペダルから足を放し、ア 
クセルペダルをゆっくり踏んで、車び動さ出す 
のを確認してから駐車ブレーキを解除して発進 
してください。 

走行中 

-走行中はセレクターレバーを la に入れないでく 
ださい。エンジンブレーキびまった<効かない 
ため事故につなびったり、トランスミッション 
び損傷するおそれびあります。 

-滑りやすい路面で急激なエンジンブレーキを効 
かせると、スリップを起こして車のコント□一 
ルを失い、事故を起こすおそれびあります。 
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オートマチック車の取り扱い 


停車 

-停車中はエンジンの空ぶかしをしないでくださ 
し、万一、セレクターレバーび走行位置に入る 
と、車び急発進して事故を起こすおそれびあり 
ます。 

•急な上り坂での停車時、後退しよラとする車を 
アクセルペダルを踏むことにより停止状態を保 
たないでください。トランスミッションび損傷 
するおそれびあります。 

•車び止まる前に、セレクターレバーを ra に入れ 
ないでください。トランスミッションび損傷す 
るおそれびあります。 
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駐車 

.駐車時や車から離れるとさは、必ずセレクタ ー 
レバーを13に入れ、駐車ブレーキを確実に効か 
せて、エンジンを止めてください。 

•後退したあとは、すぐにセレクターレバーを la 
か Iffl に戻すように/こ、びけてくださし、1〇に入つ 
ていることを忘れてアクセルペダルを踏み込み、 
車び後退して事故を起こすおそれびあります。 
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4 輪駆動車 (4WD) の取り扱い 


4輪駆動車 (4 WD ) の取り扱い 


4輪駆動走行は、滑りやすい路面などで本来の優れ 
た走行性能を発揮しますび、どこでも走れる万能 
車ではありません。路面の状況や斜面に注意して 
安全運転をびけてください。 

オフ□ー ドでの走行 （1 已4ページ)わ併せて参照し 
てください。 

オフ□ード走行は慎重に 

急加速や急ブレーキ、急八ンドルを避けてくださ 
い。横滑りや横転などの原因になります。また、 
車をジャンプさせないでください。車体や駆動装 
置を損傷するおそれびあります。 

積雪路や凍結路を走行ずるときは 

でさるだけ低速で走行し、急加速や急ブレーキ、 
急八ンド j レを避けてください。 

砂地やめかるみを走行ずるときは 

車から降り、砂地やめかるみの状態を確認してか 
ら、でさるだけ低速で走行してください。 

急な坂道を上るときは 

±手や斜面では、傾斜に対してまっすぐに走行し 
てください。斜めに走行すると、車び横転するお 
それびあります。 


乾燥した舗装路、高速道路を走行ずるとさは 

• トランスファーを" L 日 W " 位置 （1 己]ぺージ）にしな 
いでください。エンジンび高回転になり、エンジ 
ンを損傷するおそれびあります。 

• デファレンシャル□ック （1 47ぺージ)を作動さ 
せないでください。八ンドルび切れにくくなる 
ため、車び直進し、事故につながるおそれびあ 
ります。駆動装置を損傷するおそれびあります。 

オフ□—ド走行後 

損傷した箇所びないか入念に点検してください。 
損傷びあるとさは、ただちに指定サービスエ場で 
点検を受けてください。 
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慣 5 し運転 


慣5し運転 


新車の場合、エンジンなどの機械部分び馴染むま 
で「慣らし運転」することをおすすめします。 

新車時に十分な慣らし運転を行なラことにより、 
将来にわたつて安定した性能を維持することびで 
さます。 


知識 

新車時の高速走行後など、エンジンルームからわ 
ずかに白煙び出たり、独特の臭いびすることびあ 
ります。これは防鐘保護ワックスび加熱されて発 
生するもので、故障や異常ではありません。走行 
距離び増すと臭いはなくなります。 


最初の]，己日日 km までは(下の注意事項を守ってく 
ださい。 

-エンジン回転数び許容限度の2/3を超えないよ 
ラに運転してくださし H 例えば許容限度び6,0日日 
回転の場合は約4,0日日回転(内で)。 

-エンジンに大さな負担のかかる運転は避けてく 
ださい。 

• いつも一定のエンジン回転数で走行するのでは 
なく、負担のかからない範囲で回転数と速度を 
変えてください。 
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. キックダウンや過度のエンジンブレーキは避け 
てください。 

•ティップシフト位置 ra、 H、 〇は山道など 
を低速で走行するとさだけ使用してください。 

走行距離び1，己日日 km を超えたら、エンジン回転数 
を徐々に高回転まで上げてください。 


知識 

• G 己己 AMG longl ま、最初の1，己日日 km までは 
エンジン回転数び4,已日日回転を超えないよラ 
に運転してください。 

-エンジンや駆動系部品の分解や交換をした後 
は、慣らし運転を行なってください。 

• キックダウン：走行中にアクセルペダルをいっ 
ぱいに踏み込むと、自動的に低速ギアに切り誓 
わり、エンジンの回転数び上がって素早<加速 
します。これをキックダウンといいます。 

• エンジンブレーキ：走行中、アクセルペダルを 
戻したとさに発生するエンジン内部の抵巧をエ 
ンジンブレーキといいます。低速ギアになるほ 
ど効さび強 < なります。 
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正しい運転姿勢 


正しい運転姿勢 



シートベルトび バックレストは 
正し<着用でさるでさるだけ垂直 


へッドレストの中央び 
目の高さにくる 


ステア IJ ングび 
楽に操作でさる 


ペダルび十分に 
踏み込める 


正しい運転姿勢になるよラに上記の点に注意して 
シートを調整(已己ページ）してください。 
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A 警告 

-必ず運転前に自分の運転姿勢に合った正しい 
シート位置に調整してください。運転中に調整 
ずると、車のコント□ールを失い、事故を起こ 
ずおそれがありまず。 

-バックレストと背中の間に物を挟まないでく 
ださい。事故のとさ、けびをずるおそれがあ 
りまず。 

-シートのバックレストを大きく傾けた状態で走 
巧しないでくださし >。事故のとき、身体びシート 
ベルトの下を抜けてベルトの力が腹部や首にか 
かり、致命のなけびをずるおそれがありまず。 


注意！ 

•シートを調整しているときは、シートの下や横 
に手や足を入れたり、作動部に触れないでくだ 
さい。挟まれてけびをするおそれびあります。 

-シートの一部び人や物に当たったとさは、それ 
上操作しないでください。 

• ドアび開いているとさに誤ってドアのシート調 
整スイッチに触れるとシートび動さ、乗員びけ 
びをするおそれびあります。子供を乗せている 
とさは十分注意してください。 















シートベルト 


シートベルト 


シートベルトは、万一の衝突時などに乗員び受け 
るけびの被害を最小にする乗員保護装置であり、 
急ブレーキや衝撃などを感知するとシートベルト 


を□ックして乗員びシートから放り出されないよ 
ラに拘束します。 

シートベルトの効果を十分に発揮させるためには、 
走行前に正しく着用し、正しく取り扱ラことび必 
要です。 
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シートベルト 


A 警告 

•全員びシートベルトを着用してください。シー 
トベルトを着用していないと、急ブレーキ時や 
衝突時などに頭や身体を車内に激しくぶつけた 
り、車外に放り出されて致命的なけびをずるお 
それがありまず。 

•シートベルトの効果が十分発揮できるように、じ I 
下の点に注意して正しく着用してください。 
◊シートに深く腰かけ、背もたれを大きく傾け 
ないで < ださい。 

◊肩を通るベルトを脇の下に通さないでくださ 
し、。上体を固定できず、頭や首、肋骨や腹部 
に衝撃を受けまず。 

◊腰を通るベルトは腰骨のでさるだけ低い位置 
にかけてください。腹部にかけると衝突した 
とさなどに腹部が強く圧迫されまず。 

◊シートベルトびねじれた状態で着用しないで 
ください。部分のに衝撃び集中しまず。 

◊ 1本のシートベルトを2人 LU 上で共用したり、 
シートベルトと身体の間にバッグなどを挟み 
込まないでください。 

◊シートベルトクリップなどを使用してシート 
ベルトにたるみをつけないでください。 
◊子供び着用ずるとさは、着用状態を運転者が 
確認してください。また、正しく着用できな 
い体格の子供は適切なチャイルドセーフティ 
シートを使用してください。 
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江：音'! 

. シー ト ベル トを正しく機能させ、損傷を防ぐた 
めにじ(下の点に注意してください。 

◊ドアに挟んだり、鋭利な部分に当てない 
◊たばこの火や熱い物を近づけない 
◊バックル部分に異物を入れない 
◊着用時は胸ポケットにペンや眼鏡などを入れ 
ない 

◊分解や改造などをしない 
-衝突後やシートベルトが大さな衝撃を受けたと 
さは、指定サービスエ場で新品と交換し、関連 
部品の点検を受けてください。 

-純正部品(外のシートベルトは使用しないでく 
ださい。 

. 妊娠中の方やけびの治療中の方は、医師に相談 
の上、シートベルトを着用してください。 

. シー ト ベル トの強度び低下し、乗員保護機能び 
損なわれるので清掃するとさは下の点にま意 
してください。 

◊強い酸性やアルカ U 性洗剤、有機溶剤などを 
使用しない 

◊乾燥時にドライヤーや直射日光を当てない 
◊シートベルトを漂白したり、染色しない 







シートベルト 



シートベルトの着用 

1 プレー トを持ってシートベルトをゆっくり引き 
出します。シートベルトび□ックして引き出せ 
ないときは、シートベルトを少し戻してから、 
再びゆっくり引き出します。 

2シートベルトにねじれびないことを確認し、プ 
レートの先端をバックルに差し込みます。 

3腰を通るベルトび腰骨のでさるだけ低い位置に 
かかるよラにして、ベルトにたるみびないよラ 
に身体に密着させます。 

4肩を通るベルトび肩にかかっていることを確認 
します。 



シートベルトの高さ調整（フ□ント/リアちち*) 

シートベルトび首にかかったり、肩から外れたり 
しないよラに高さを調整します。 

高さは己段階に調整でさます。 

上げるとさはアンカーを持ちそのまま押し上げ 
ます。 

下げるときは解除ボタンを押したまま下げます。 
調整後は確実に□ックしていることを確認してく 
ださい。 


シートベルトを外すとさは、バックルの解除ボタ 
ンを押しなびらプレートを引き出してベルトをゆ 
つくり巻き取らせます。 

* オプシヨンまたは仕様により装備び異なります [35] 
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シートベルト 



シートベルトの着用（リア中央） 

リアシート中央には2点式のシートベルトを装備 

しています。 

2点式シートベルトの着用 

1シートベルトび腰骨のでさるだけ低い位置にか 
かるよラにして、カチッといラ音びするまでプ 
レートの先端をバックルに差し込みます。 

2シートベルトにねじれがないこと、正しい位置に 
シートベルトびかかっていることを確認、します。 

3シートベルトが長いときは、プレートを持ちシ 
—トベルトの端を弓 I さます。 

短すざるとさは、プレートをシートベルトに対 
して直角に持ち、シートベルトを送って調整し 
ます。 
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外すとさはプレートを持ち、バックルの解除ボタ 
ンを巧し、シートベルトを外します。 


知識 

バックルは、シートの切り欠さ部に収納すること 
びでさます。 






シートベルト 


〇 シートベルト 警告' 灯 

エンジンスイッチを2の位置にすると点 
灯し(点灯しないとさは警告灯び故障しています)、 
数秒後に消灯します。点なしないとさは警告なの 
異常ですので、すみやかに指定サービスエ場で点 
検を受けてください。 

シー トベルト 警告 アラーム 

運転者びシートベルトを着用せずにエンジンス 
イッチを2の位置にすると、警告音び数秒間鳴り、 
シートベルトの着用を促します。 

シートベルトテンシヨナー 

シートベルトテンシヨナーは、車の前後ち向から 
大さな衝撃を受けたとさにシートベルトを引さ込 
み、シートベルトの効果を高める装置です。助手 
席には乗員検知機能を装備しており、助手席に乗 
員がいないと判断したとさは助手席のシートベル 
トテンシヨナーは作動しません。 

リア中央を除くシートベルトに装着されています。 

ベルトフオースリミッター 

ベルトフ オース U ミッタ ーはシー トベルトに一定 
(上の荷重びかかったとさに作動し、乗員の胸に 
かかる力を軽減します。 

リア中央を除くシートベルトに装着されています。 
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迁意！ 

•シートベルトテンシヨナーび作動すると、シート 
ベルトに強く締めつけられることびあります。 

. シー ト ベル トび強く締めつけられている状態で 
シートベルトを外すとさは、シートベルトのプ 
レートを確実につかみなびら解除ボタンを押し 
てください。シートベルトの張力により、解除 
したプレートび跳ね返り、けびをすることびあ 
ります。 

•バックル部分には作動の妨げになるよラな物を 
置かないでください。 

•作動したシートベルトテンシヨナーは、指定ヴー 
ビスエ場で必ず新品と交換してください。 


知識 

• 助手席シートに重い荷物などを積んでいると、 
衝突時などに助手席シートベルトテンシヨナー 
び作動することびあります。 

• シートベルトテンシヨナーやエアバッグび作動 
すると、ドアは施錠されていても自動的に解錠 
されます。 

• 未作動のシートベルトテンシヨナーを廃棄する 
とさは、廃棄専用の処置び必要です。指定ヴー 
ビスエ場、または専門業者に依頼してくださし、 
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SRS エアバッグ 


SRS エアバッグ 



エアバッグの収納場所 

運転席エアバッグ 

ステア U ングのパッド部 



助手席エアバッグ 

助手席のダッシュノ v ° ネル部 


知識 

SRS は Supplemental Restraint System 深 
員保護補助装置)の略です。_ 
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SRS エアバッグ 
エアバッグの作動 

エアバッグはシートベルトの効果を補助する装置で 
す。エアバッグの効果を発揮させるためには、シー 
トベルトの正しい着用び条件になります。 

衝突時のよラに車び強い衝撃を受けると、収納さ 
れている袋状のクッションび瞬時にふくらんで乗 
員の前面や周囲にエアクッションを作り、乗員へ 
の衝撃を分散-軽減します。 

衝撃を受ける状況によって、作動するエアバッグ 
び異なります。 


運転席/助手席エアバッグの作動 

前方からの強い衝撃を受けると作動し、乗員の頭 
部や胸部への衝撃を分散-軽減します。 

助手席には乗員検知機能を装備しており、助手席 
に乗員びいないと判断したとさは作動しません。 


エアバッグシステム警告 I 灯 

Kua 王ンジンスイッチを1の位置にすると数 
秒間点灯します。また2の位置にすると点灯し 
(点灯しないとさは警告灯び故障しています）、3 
の位置にしてエンジンを始動すると消なします。 
点な後消なしないとさや、走行中に点灯したとさ 
は、エアバッグシステムやシートベルトテンシヨ 
ナ ー、 助手席乗員検知機能/チャイルドセーフテ 
イシート検知システムの故障が考えられます。た 
だちに指定ヴービスエ場で点検してください。 
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知識 

. 車の前方からの衝撃び弱いとさはシートベルト 
テンシヨナーだけび作動し、エアバッグは作動 
しないことびあります。 

•助手席のエアバッグは、助手席に人び乗ってい 
るとさに作動します。ただし、助手席エアバッ 
グオフ表示灯び点なしているとさは、助手席エ 
アバッグは作動しません。 

-助手席シートに重い荷物などを積んでいると、 
衝突時などに助手席エアバッグび作動すること 
びあります。 

• エアバッグやシートベルトテン シヨ ナーび作動 
すると、ドアを施錠していても自動的に解錠さ 
れます。 

-エアバッグび作動すると非常点滅灯び自動的に 
点滅します。自動的に点滅した非常点滅灯を消 
灯するとさは、非常点滅なスイッチを押して、 
消灯させます。 
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SRS エアバッグ 


A 警告 

-エンジン始動後ちエアバッグ警告丹び点'灯ずる 
ときは、事故などの衝撃びあってもエアバッグ 
やシートベルトテンシヨナーが作動しないこと 
びありまず。また不意に作動ずることもありま 
ず。ずみやかに指定サービスエ場で点検を受け 
て < ださい。 

•運転席シートは正しい位置に調整し、助手席 
シートはできるだけ後部に動かし、エアバッグ 
との間隔を確保してください。間隔び狭ずぎる 
と、エアバッグが作動ずる衝撃でけびをずるお 
それがありまず。 

•運転中はステアリングのパッド部を持ったり、 
身体をステアリングやダッシュボードにのせな 
いで < ださい。 

• ウインドウやピラーの周囲にアクセサリーなど 
を装備しないで < ださい。 

•アシストグリップやコートフックに固い物、銳 
利な物をかけないで<ださい。 

• ステアリングのパッド部やエアバッグ収納部 
に、バッジ、ステッカー、リモコンなどを貼付し 
たり、市販のカップホルダーやアクセサリーな 
どを装備しないでください。 

• エアバッグ収納部やその近くに物を置かないで 
<ださい。 

•膝の上に物を抱えるなど、エアバッグと乗員 
との間に物を置かないでください。 

• ルームミラーに市販のワイドミラーなどを装備 
しないで < ださい。 


[ 40 ] 


江：音'! 

-エアバッグは高温のガスによりふくらむため、 
火傷や打撲などをすることびあります。 

-エアバッグの作動後はエアバッグや関連部品に 
手や身体を触れないでください。部品が熱く 
なっており、火傷をするおそれびあります。 
•エアバッグび作動した後は、必ず指定サービス 
工場で新品と交換してください。 


•エアバッグを取り外したり、関連部品や配線な 
どを改造しないでください。誤作動でけびをし 
たり、正しく作動でさなくなります。 



ノ 

知識 

N 


-エアバッグの作動時にわずかながら白煙び発生 
することびありますが、乂災の/こ\配はありま 
せん。 


-ボディの部位によって受けた衝撃を吸収する度 
合いび異なるので、損傷の大ささとエアバッグ 
の作動は必ずしち一致しません。 

•未作動のエアバッグを廃棄するとさは、廃棄専 
用の処置び必要です。指定サービスエ場または 
専門業者に依頼してください。 









SRS エアバッグ 


運転席/助手席エアバッグび作動ずるとさ 


正面衝突など車の前方左も 
約3日度 Li (内の方向から強 
い衝撃を受けたとさ 



かたいコンク U —卜の壁 
などに正面衝突したとさ 


速度約 25 km ： fhii (上 



運転席/助手席エアバッグが作動しないとさ 

後ろから衝突されたとさ 横転したとさ 
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SRS エアバッグ 


運転席/助手席エアバッグび作動しないことびあるとさ 



いずれかのエアバッグが作動ずることびあるとき 



中央分離帯や縁石などに 
衝突したとさ 


深い穴や溝に落ちたとさ 


床下に強い衝撃を 
受けたとさ 
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チヤイルドセーフテイシート 


チヤイルドセーフテイシート 


子供は、でさるだけリアシートに乗せて大人び正 
しくシートベルトを着用させてください。 

シートベルトは身長]己日 cmliLb の人び使用する 
ことを前提にしています。シートベルトび正しく 
着用でさない体格の子供などは、適切なチヤイル 
ドセーフテイシートを使用してください。 


A 警告 

- 6歳未満の子供を乗せるときは、チャイルドセー 
フテイシートを使用ずることび法律で義務づけ 
5れていまず。 

•6 歳 liLb の子供でち、シートベルトび正しく着 
用できない子供は、チャイルドセーフテイシー 
卜を使用してください。 

. シートベルトび正しく着用できない体格の子供 
び、そのままシートベルトを着用ずると、首を 
締めつけたり、腹部を強く圧迫したりして致命 
^ のなけがをずるおそれびありまず。 _ 



注意！ 

リアシートにチヤイルドセーフティシートを装着 
するときは、バックレストを起こして、確実に□ッ 
クしてください。 _ 


チヤイルドセーフティシートの取り扱いや装着方 
法については、製品に添付されている「取扱説明 
書」をお読みください。 


{な全のために 



運乾ずる 
前に 


運転ずる 
とを 


快適- 
室内装備 


万-のとさ 


点検と整備 
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チヤイルドセーフテイシート 


純正チャイルドセーフテイシート 

ダイムラー-クライスラー社の純正チャイルドセー 
フティシートには、助手席に装着すると、助手席エ 
アバッグの作動を解除する、センサー付さシート 
(ベビーセーフ、デュオ、ズーム)びあります。やむ 
を得ず、助手席にチャイルドセーフティシートを装 
着するとさは、このセンサー付さシートを使用し 
てください。 

純正チャイルドセーフティシートには、じ(下の夕 
イプびあります。詳しくは指定サービスエ場にお 
たずねください。 


選択の目安 


シート名 

体重 

年齢 

べビーセーフ 

1麵下 

生後9力月位まで 

デュオ 

9 〜 1 郎呂 

生後8力月〜4歳位 

ズーム 

17 〜 36 k 呂 

4歳〜12歳位 


※スイッチ類のデヴィンや文字表記び実際の車両 
と異なることびあります。 



チャイルドセーフテイシート検知システム 

助手席のシート座面とセンサー付さチャイルド 
セーフテイシートとの間で自動的に信号の発信/ 
受信を行ない、チャイルドセーフテイシートの有 
無を判断するシステムです。 

助手席にセンサー付さの純正チャイルドセーフテ 
ィシートを装着すると、助手席エアバッグび作動 
しなくなり、助手席エアバッグオフ表示灯び点灯 
します。 


迂局！ 

助手席のシート座面とチャイルドセーフティシ 
ートの間に物を入れないでください。チャイルド 
セーフティシートを検知でさなくなるおそれびあ 
ります。 _ 
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チャイルドセーフテイシート 
助手席エアバッグオフ表示'灯 

助手席エアバッグオフ表示灯はエンジンスイッチ 
を1か2の位置にすると点灯し(点灯しないとさは 
警告灯び故障しています)、数秒後に消灯します。 
点灯後消灯しないとさ、センヴー付さチャイルド 
セーフテイシートを装着していないのに点灯すると 
さは、システムの故障です。すみやかに指定ヴービ 
スエ場で点検を受けてください。 


注意！ 

センサー付きチャイルドセーフティシートを助手 
席に装着してわ、助手席エアバッグオフ表示灯び 
点灯しないとさは、助手席エアバッグび作動しま 
す。表示灯び点灯しないとさは、チャイルドセー 
フティシートをリアシートに装着してください。 
また、すみやかに指定ヴービスエ場で点検を受け 
てください。 

\_ イ 
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A 警告 

-身長1己 0 cm 未満の子供は純正チャイルドセーフ 
テイシートを使用して確実に身体を固定してく 
ださい。 

• チャイルドセーフテイシートを使用しないと、 
急ブレーキ時や衝突時などに身体を車内に激し 
くぶつけたり、車外に放り出されて致命的なけ 
びをずるおそれがありまず。 

-子供の体格に適合したチャイルドセーフテイシー 
卜を使用し、子供を正しい姿勢で座らせ、身体 
をシートベルトで確実に固定してください。 

-センサー付きチャイルドセーフテイシートを助手 
席に装着ずるとさは、ぶ^ず助手席エアバッグオ 
フ表示なび点丹ずることを確認してください。 

• センヴー付きチャイルドセーフテイシート外の 
チャイルドセーフテイシートは、リアシートに 
装着してください。やむを得ず助手席シートに 
装着ずるとさは、前向さに装着し、助手席シー 
卜の位置を最後部にしてくださし^。事故のとさ、 
助手席エアバッグび作動ずる衝撃で致命のなけ 
がをずるおそれがありまず。 

-チャイルドセーフテイシートが損傷していると 
きは新品と交換してください。大さな衝撃を受 
けたり、損傷したものは子供を保護できません。 

• チャイルドセーフテイシートを使用しないとき 
は、車か S 取り外ずか、確実に固定してくださ 
し、。急ブレーキ時などに、チャイルドセーフ 
テイシートが放り出されて乗員びけびをずるお 
それびありまず。 
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NOTE 
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運面するまえに 



キー 

48 

燃料給油 □ 

フ□ントシート 

已已 

盗難防止警報システム 

シートヒーター 

已9 

パワーウィンドウ 

リアシート 

61 

スライディングルーフ 

ドア 

63 

ルームミラー 

テールゲート 

69 

ドア S ラー 

ラゲッジルーム 

71 

ステア リング 

ボンネット 

78 

メーターパネル 

へッドランプガード 

80 

マルチフアンクシヨンディスプレイ 
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蛇的抛朗弘的如 



キ- 


キ— 


リモコン機能付きのキー (2 本)び付属しています。 
また、それぞれのキーにはエマージェンシーキー 
を収納しています。 

2つのキーを見わけるためキーのストツパーの色 
びそれぞれ異なります。 


A 警告 

キーに重い物や必要 liLb に大きなキーホルダーな 
どを装着しないでください。走行中にキーホルダ 
—自体の重みでキーびまわってしまい、エンジン 
が停止ずると、事故を起こずおそれびありまず。 


注意！ 

-キーを紛失したときは、盗難や事故を防ぐため、 
ただちに指定サービスエ場に連絡してくださし、。 
•キーを強い電磁波にさらすと、リモコンに障害 
び発生するおそれびあります。 

•キーは強い衝撃や水から避けてください。故障 
の原因になります。 

-キーの先端部を巧したり覆ったりしないで<だ 
_ さい。故障や誤作動の原因になります。 _ 


* オプシヨンまたは仕様により装備び異なります 



エンジンの始動および車の解錠/施錠に使用します。 
リモコン機能では、じ(下の操作をすることびでき 
ます。 

• ドア、テールゲート、燃料給油フラップの解錠/ 
施錠 

• ドアウインドウとスライディングルーフ*の 
開閉 


知識 

•新たにキーをつくる場合、従来のキーと同じ機 
能を持つ"交換キー"と、メモリー機能などを 
持たない"追加キー’’の2種類びあります。 
•シートやステアリングの位置、ミラーの角度など 
の設定を、それぞれのキーごとに記憶させるこ 
とびでさます。 


[4 到 











キ- 


リ モ コン機能 

エンジンスイッチにキーを差し込んでいないとき、 
ドア、テールゲート、燃料給油フラップを解錠/施 
錠でさます。操作時に表示灯び短<点灯します。 


解錠 

la を押すと、ドア、テールゲート、燃料給油フラッ 
プび解錠され、非常点滅灯び]回点滅します。 


施錠 

ra を押すと、ドア、テールゲート、燃料給油フラッ 
プび施錠され、非常点滅灯び3回点滅します。 


リモコン操作ですベてのドアウインドウとスライ 
デイングルーフ*を開閉することびでさます。 
詳しくは (5] ページ)をご覧ください。 


* オプシヨンまたは仕様により装備び異なります 
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江局！ 

• 高圧電線や電波発信塔付近などの強電界下で U 
モコン操作を行なラと、リモコンび作動しなか 
つたり、誤作動することびあります。 

• リモコン操作でドアウインドウやスライディン 
グルーフを閉じるとさは、障害物びないことを 
確認してください。 

-リモコン操作で施錠したとさは、非常点滅なび 
3回点滅したこと、ドア、テールゲート、燃料 
給油フラップび確実に施錠され、すべてのドア 
ウインドウとスライディングルーフび閉じてい 
ることを確認してください。 
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キ- 


リ モコ ン機能の設定の切り替え 

U モコン操作での解錠時に、運転席ドアと燃料給 
油フラップだけを解錠することもできます。 

- HI と ra を同時に約6秒間押し続けるとキーの 
表示巧び2回点滅し、設定び切り替わります。 
この状態ではじ(下のよラに作動します。 

◊ EH を]回押すと、運転席ドアと燃料給油フ 
ラップび解錠されます。 

◊続けて約40秒(内に巧！を押すと、助手席ド 
ア、リアドア*、テールゲートび解錠されます C 
元の設定に戻すには、再度巧！と ra を同時に約6 
秒間押し続けます。キーの表示灯び2回点滅し、 
元の設定に戻ります。 


知識 

- U モコン操作での解錠後約40秒(内に、(下の 
いずれかの操作をしないと、再び施錠されます。 
◊ドアを開く 
◊テールゲートを開く 
◊エンジンスイッチにキーを差し込む 
◊ドア□ックスイッチを押す 

.車びバッテリーあびりを起こしたときは、リモ 
コンの電池び正常でわリモコン操作での解錠/ 
施錠はでさません。 

- U モコンの電池び消耗すると操作時に表示灯び 
点灯せず、 U モコン操作びでさなくなりますび、 
エンジンは始動でさます。 


* オプシヨンまたは仕様により装備び異なります 


□ケイターライティング機能 

周囲び暗いとさ、リモコン操作で車を解錠すると、 
ヘッドランプの車幅灯、テールランプ、ライセン 
スランプ、フ□ントフォグランプ、ドアミラーラ 
ンプび点灯します。 

点灯したランプは、運転席ドアを開いたとき、ま 
たは約40秒後に消灯します。 

この機能の設定については （1 24ページ)をご覧く 
ださい。 


に 0] 




キ- 


リ モコン操作で ドアウインドウ、 スライディング 
ルーフ*を開閉ずる 

キーのリモコン操作でドアウインドウ、スライディ 
ングルーフを開閉でさます。 

開< 

HI を押し続けると、ドアウインドウとスライデ 
イング ルーフび 開さます。 


巧！から手を放すと、作動中のドアウインドウと 
スライディングルーフはその位置で止まります。 


閉じる 

ra を押し続けると、ドアウインドウとスライデイ 
ング ルーフが 閉じます。 


ra から手を放すと、作動中のドアウインドウと 
スライディングルーフはその位置で止まります。 


* オプシヨンまたは仕様により装備び異なります 


に 1] 


注意！ 

• 高圧電線や電波発信塔付近などの強電界下で U 
モコン操作を行なラと、リモコンび作動しなか 
つたり、誤作動することびあります。 

• リモコン操作でドアウインドウとスライディン 
グルーフを開閉するとさは、必ず運転席ドア八 
ンドルに向けて操作してください。車の前方ま 
たは後方から操作すると作動しません。 

• ドアウインドウとスライディングルーフを閉じ 
ているとさに身体や物などび挟まれそラになつ 
たとさは、ただちに ra を放し、 HI を押し続 
けてください。すべてのドアウインドウとスラ 
イディングルーフを開くことびでさます。 

•リモコン操作で施錠したとさは、非常点滅巧び 
点滅することと、ドア、テールゲート、燃料給 
油フラップび確実に施錠され、すべてのドアウ 
インドウとスライディングルーフび閉じている 
ことを確認してください。 
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キ- 



エマ—ジェンシーキー 

キーに収納されています。 

グ□ーブボックスを施錠するとさに使用します。 
また、リモコンび作動しないときに、運転席ドア、 
テールゲートを解錠/施錠することびでさます 
(21 K 64、69ぺージ)。 

エマージてンシーキーの 外しかた 

ストッパーを矢印①の方向に押しなびら、エマー 
ジェンシーキーを矢印③の方向に抜き取ります。 
収納するとさは元の位置に戻します。 


に 2] 


キ- 



電池の交換 

U モコンの作動可能距離び短くなったり、スイッ 
チを押しても作動しない場合は電池の消耗び考え 
られます。指定ヴービスエ場で点検を受けてくだ 
さし、 


知識 

リモコンスイッチのいずれかを]秒 iiLb 押し続け 
たとさに表示灯び一度点滅すれば電池は正常です。 


電池の交換手順 

1ストッパーを矢印の方向に押して、ェマージェ 
ン シーキーを 抜さ取ります。 


に 3] 



凹部 


2 エマー ジェン シーキーで ストッパーの凹部を押 
しなびら、電池ケースを矢印の方向に引いて □ 
ックを外します。 
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キ- 



3電池ケースを矢印の方向へゆっくり取り出し 
ます。 

4電池を外し、新しい電池と交換します。電池は 
2個とわ®を上にして、電極板の間に取りつけ 
ます。 

己電池ケースを本体の溝に合わせ、押し込んで □ 
ックします。 

6エマージェンシーキーをキーに収納します。 

電池の交換は指定ヴービスエ場で行なラことをお 
勧めします。 


に 4] 



A 警告 

電池は子供の手の届かないところに保管してくだ 
さい。誤って電池を飲み込むおそれびありまず。 
もし電池を飲み込んでしまったときは、ただちに 
医師の診断を受けてください。 


'知識 

N 

U チウム電池に R 2 日2己)を2個使用します。 

ノ 


9 環境保護のため、使用済みの電池を廃棄する 
とさは、新しい電池をお買い求めになった販 
売店で処分をお願いしてください。 









フ□ントシート 


フ□ントシート 



左側ドア 


シートの調整 

エンジンスイッチび1か2の位置のとさ、または調 
整する側のフ□ントドアび開いているとさに操作 
でさます。 

• シートの高さ 

①の矢印の方向に操作します。 

• シートの前後 

③の矢印の方向に操作します。 

へッドレストの高さも連動して上下します。 

•クッシヨンのが具さ 

③の矢印の方向に操作します。 


に 5] 


•バックレストの傾き 

④の矢印の方向に操作します。 

•へッドレストの調整 

⑥の矢印の方向に操作して上下位置を調整しま 
す。角度の調整はヘッドレストの上側を押して 
/引いて調節します。 
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フ□ントシート 



リアシートへの秉降 (G 320) 

レバーを引き上げフ□ントシートを前方にいっぱ 
いに倒します。 

元に戻すときは、シートを後方に起こして□ック 
させます。 


知識 

フ□ントシートを前に倒すと、リアシートへの 
乗降に適した位置までシートび自動的に動さ、 
シートを戻すと元の位置に戻ります。 



G 32日には、フ□ントシートの後側にプ□テク 
ターび装備されています。これは後席の乗員びフ 
□ントシートの下側に足を挟まれないよラにする 
ためのちのです。 


迁局！ 

フ□ントシートを下げるときは足を挟まれないよ 
ラに注意してください。 

V_ • 


に 6] 



























フ□ントシート 


注意!_ 

. シー トを上下させるときは、身体を挟まないよ 
うにま意してください。ちし身体び挟まれたと 
さは、シートスイッチのいずれかを操作すると 
シートの動さび止まります。 

-シート位置を前寄りにセットしていたときは、 
シートがダッシュボードなどに触れることがあ 
ります。また、シートレールび後ろに突さ出す 
ことびありますので、乗降時には注意してくだ 
さし、 

•シートを元に戻すとさは、確実に□ックされた 
か確認してください。 


に 7] 



へッドレストの脱着 

取り外すときはへッドレストスイッチでへッドレ 
ストをいっぱいに上げてから、ヘッドレストの支 
柱を持ち、引き上げます。 

取りつけるとさは、ヘッドレストの支柱を取りつ 
け穴に差し込み、押し込みます。 


A 警告 _ 

乗車しているときは、ぶ^ずヘッドレストを取りつ 
けてください。事故のとさ、首にけがをずるおそ 
れがありまず。 

V_ _ 
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フ□ントシート 



シート位置の記憶と呼び出し 

シート位置をポジションスイッチに記憶させるこ 
とびでさます。さらにキーごとに違ラシート位置を 
記憶させることわできます。 

エンジンスイッチび1か2の位置のとさ、または記 
憶させる側のドアが開いているとさに記憶と呼び 
出しびでさます。 

シート位置を記憶させる 

1 正しいシート位置に調整します。 

2 メモ U —スイッチを押します。 

3 3秒(内にポジションスイッチ （1 〜 3) のいずれ 
かを押します。そのポジションスイツチにシート 
位置が記憶されます。 


に到 


他のポジションスイッチにわ同様の方法でシート 
位置を記憶させることびでさます。何人かで運転 
をするとさに使い分けると便利です。 

記憶させたシート位置を呼び出ず 

呼び出したいポジションスイッチ （ 1〜 3) を押し続 
けるとシートび動きはじめ、記憶させた位置にな 
ると停止します。 


汪：音'! 

バックレストを大さく後ろに傾けた位置にしてい 
るとさは、記憶位置を呼び出す前に、バックレス 
卜を起こしてください。 


知識 

•安全のため、ポジションスイッチから手を放す 
と、ただちにシートの動さび停止します。 
•運転席は、シート位置とともに、ステアリング 
の位置と左ちのドア S ラーの角度わ記憶され 
ます。 

左ちのドア S ラーの角度を調整し、記憶させる 
とさは、エンジンスイッチを1か2の位置にし 
て行なってくださし、 

-キーごとに違ラシート位置を記憶させたいとさ 
は （ 13 ] ぺージ)をご覧ください。 








シートヒーター 



スイッチはセンターコンソールにあります。 
エンジンスイッチび1か2の位置のとさに使用で 
さます。 

弱： 上側を巧すと約3日分間作動します。表示灯び 
1つ点灯します。 

強： 下側を押すと表示灯び2つ点灯し約己分間作動 
します。その後、弱に切り替わり約30分間作 
動します。 


弱のとさはスイツチの上側を、強のとさはスイツチ 
の下側を押すと作動び停止します。 
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迂局！ 

-コートや厚手の衣服などを着用している状態 
や、毛布などの保温性の高いわのをシートにか 
けた状態でシートヒーターを使用したり、シー 
トヒーターを連続して使用すると、異常過熱に 
よる低温乂傷(紅斑、水ぶくれ)をしたり、故障 
するおそれびあります。 

• 下の事項に該当する方は、熱すざたり、低温 
火傷をするおそれびありますので十分に注意し 
てください。 

◊乳幼児、高齢者、病人、体び不自由な方 

◊皮膚び弱い方 

◊疲労の激しい方 

◊眠気をさそラ薬を服用した方 

◊飲酒した方 

-シートに凸部のある重量物を置かないでくださ 


し、故障の原因になります。 

J 



'知識 

\ 


多くの電気装備を使用していたりバッテ U —の電 
圧び低くなると、シートヒーターびオフになるこ 
とびあります。このとさは表示灯び点滅します。 
電圧び回復すると、再度自動的にオンになり、表 
示灯が点なします。 
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シートヒーター 



リアシートヒーター * 

エンジンスイツチび2の位置のとさに使用でさます。 

弱： 上側を押すと約30分間作動します。表示灯び 
1つ点なします。 

強： 下側を押すと表示灯び2つ点灯し約己分間作動 
します。その後、弱に切り替わり約30分間作 
動します。 


弱のとさはスイッチの上側を、強のとさはスイッチ 
の下側を押すと作動び停止します。 


* オプシヨンまたは仕様により装備び異なります 


に 0] 






リアシート 


リアシート 



上下の調整 

矢印の方向に手で上下させます。 


へッドレストの取り外し 

へッドレストを引き上げて取り外します。 

取りつけるときは、ヘッドレストの支柱を取りつ 
け穴に差し込み、押し込みます。 

' A 警告 ' 

•乗車しているときは、必ずヘッドレストを取り 
つけてください。事故のとき、首にけびをずる 
おそれがありまず。 

• フ□ントシートとリアシートのへッドレストを 
逆に取りつけないように注意してください。 
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リアシート 



G 320 Ion 呂 / G 已日日 Ion 旨 / G 己已 AMG long 


分割可倒式リアシート 

バックレストの左ちいずれか一方、または両方を 
倒すことびでさます。 

また、リアシートの左ちいずれか一方、または両 
方を折りたたむことびでさます。 

バックレストの倒しかた 

1へッドレストを一番下まで下げます。 

2バックレストレバーを矢印方向に引き、バック 
レストを前ちに倒します。 

バックレストを元の位置に戻ずとき 

バックレストレバーを引き上げて□ックを外し、 
バックレストを引き起こします。 
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リアシートを巧りたたむとき 

1バックレストを前方に倒します。 

2シートレバーを引いてリアシートの後部に手を 
掛けて引さ起こし、前方に折りたたみます。 

リアシートを元に戻ずとき 

シート後部を下げて□ックします。 


知識 

リアシートを起こした状態でセーフテイネット 
を脱着するときは、バックレストを起こしたま 
まシートレバーを引いて、リアシートを前方に 
晏[|します(72、73ぺージ)。_ 


A 警告 

-走行中にシートを巧りたたまないでください。 

. リアシートを巧りたたんで、荷物を積むときは、 
必ず荷物を固定してください。荷物び放り出さ 
れ、乗員がけびをずるおそれびありまず。 


注意！ 

• U アシートを折りたたむとさは、身体や物など 
を挟まないようにを意してください。 
•リアシートを折りたたむとさは、フ□ントシー 
卜の位置を前方に移動し、バックレストを起こ 
してください。シートを損傷するおそれびあり 
ます。 



















ドア 


ドア 



左側ドア 


車内からの開閉 

開くとき： ドアレバーを矢印の方向に引きます。 
閉じるとさ：ドアインナーグリップを持って確実に 
閉じます。 


車内か5の解錠/施錠 

巧军錠：ドアレバーを矢印の方向に引きます。 

施錠：□ックノブを押し込みます。 

車外からの開閉 

開くとさ： キーシ U ンダーを押しドア八ンドル 
を持ってドアを開さます。 

閉じるとき：ドア八ンドルを持って確実に閉じます。 


* オプシヨンまたは仕様により装備び異なります 
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A 警告 

• ドアは確実に閉じてください。ドアの閉じかた 
び不完全(半ドア)な場合、走行中にドアび開く 
おそれびありまず。 

• ドアを開くときは、周囲の安全を十分確認して 
<ださい。 


江局！ 

•施錠後は、すべての□ックが確実に施錠されて 
いることを確認してください。□ックノブび完 
全に下びっていないドアびあるときは、そのド 
アをいったん開さ、再度閉じてから施錠してく 
ださい。 

-ドアを閉じるときは、身体や物を挟まないよラ 
に注意してください。車の周りに子供びいると 
さは、特に注意してください。 


知識 

助手席のドアとリアドア*、テールゲートは、開い 
て□ックノブを押し込んでから閉じると施錠され 
たままになります。_ 
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ドア 



エマー ジェン シーキーで ドアを解錠/施錠ずる 

U モコン操作びでさないとさは、運転席のドア八 
ンドルのキーシ U ンダーにエマージェンシーキー 
を差し込み、解錠/施錠することびでさます。 

解錠：前方にまわします。 

施錠：後ちにまわします。 


* オプシヨンまたは仕様により装備び異なります 
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注意！ 


•リモコン操作で施錠した後に、エマージェン 
シーキーで運転席ドアを解錠して開くと、盗難 
防止警報システムび作動します。警報を止める 
には、キーの fa か ra を押すか、キーをエン 
ジンスイッチに差し込みます。 

•車から離れるときは、ドアウインドウやスライ 
ディングルーフ*を閉じてからエンジンを停止 
し、必ずドアを施錠してください。 

• エマージェンシーキーで運転席ドアを解錠/施 
錠してわ、他のドア、テールゲート、燃料給油 
フラップは解錠/施錠されません。 


知識 

助手席のドアにはキーシリンダーはありません。 

















ドア 



ドア□ックスイッチ 

すべてのドアとテールゲートを解錠/施錠するこ 
とびでさます。 

巧军錠： スイッチの下側を押します。 

施錠： スイッチの上側を押します。 

助手席ドアび開いているときは、ドア□ックスイ 
ッチで施錠することはできません。 


迂局！ 

ドアの□ックノブが下びっていても、車内のドア 
レバーを引くとドアは開さます。子供を乗せたと 
さは注意して < ださい。 

>- - 


* オプシヨンまたは仕様により装備び異なります 
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知識 

• ドア□ックスイッチで施錠してあるとき、車内 
からフ□ントドアを開くと、他のドア、テール 
ゲートわ解錠されます。 

• ドア□ックスイッチで施錠しても、燃料給油フ 
ラップは施錠されません。 

• リアドア*やテールゲートび開いているとさに 
ドア□ックスイッチで施錠すると、開いている 
リアドアやテールゲートの□ックノブが下びり 
ます。そのまま閉じると施錠されます。 

•リモコン操作で施錠してあるときは、ドア□ッ 
クスイッチで解錠することはできません。 
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ドア 


車速感応ドア□ック 

速度び約]己 km / h になると、ドアとテールゲート 
を自動的に施錠する機能です。 

この機能をマルチフアンクシヨンディスプレイで 
解除することびでさます （1 28ページ）。 


知識_ 

車速感応ドア□ックで施錠されている状態で、ド 
アを開いて解錠したとさは、開いたドアを再度開 
じて車速び]己 km / h じ(上になると、ドアは再び施 



ノ 

'注意！ 

\ 


•車速感応ドア□ックを設定した状態で、車を押 
したり、タイヤ交換などで車を持ち上げるとさ 
は、エンジンスイッチを0の位置にしてくださ 
し、タイヤび回転すると施錠され、車外に閉め 
出されるおそれびあります。 

• 車速感応ドア□ックで施錠されたドアをドア □ 
ックスイッチで解錠すると、ドアを開くかエン 
ジンをかけ直すまで、車速感応ドア□ックは作 
動しません。 



乗降用ランプ 

周囲び暗いとさ、ルームランプスイッチを「ドア 
連動位置」にすると、ドアの開閉に応じて点灯/ 
消灯します。 
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ドア 



ドアミラーランプ 

□ケイターライティング機能(日日ページ）として作 
動します。周囲び暗いとさ、リモコン操作で車を 
解錠すると点灯し、フ□ントドアを開くと開いた 
側のドアミラーランプび消灯します。フ□ントド 
アを開かない場合は、約4日秒後に消灯します。 


エントランスヘルプ機能 

運転席への乗り降りを容易にするため、次のいず 
れかの操作をすると、ステア U ングび上方に動さ 
ます。 

• エンジンスイッチからキーを抜く 
-エンジンスイッチび0か1の位置のとさに運転席 
ドアを開< 

ステアリングは、ドアを閉じて次のいずれかの操 
作をすると、元の位置に戻ります。 

• エンジンスイッチにキーを差し込む 
• エンジンスイッチび0の位置のとさは1の位置に 
する 

• エンジンスイッチび1の位置のとさは2の位置に 
する 

この機能が作動しないようにすることもできます。 
設定方法については （1 3日ページ)をご覧ください。 


注意！ 

エントランスヘルプ機能び作動しているときは、 
身体び挟まれないようにミ主意してください。ステ 
アリングの動きを止めるときは、シート調整スイ 
ッチ、ステアリング調整レバー、シートメモリー 
スイッチのいずれかを押してください。 

V_- 
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ドア 



チャイルドプルーフ□ック 

車内のドアレバーを引いてもドアび開かないよラ 
にする装備です。 

リア ドア*とテールゲートに装備されています。 
リアドアまたはテールゲートにあるノブをキーの 
先端やドライバーなどで下側の位置にしてから開 
じると設定されます。 

子供を乗せたとさに使用してください。 


知識 

ドアを開くときは、リモコン操作やドア□ックス 
イッチでドアやテールゲートを解錠して、車外か 
ら開いてください。 

>- * 


* オプシヨンまたは仕様により装備び異なります 


に到 















テールダート 


つ —ルケ—卜 



車がか S 開く 

キー シ U ンダーを押しテールゲ- 
つて、テールゲートを開さます。 


卜八ンドルを持 


迂局！ 

エマージェンシーキーでテールゲートを解錠して 
開くと、盗難防止警報システムび作動します。警 
報を止めるには、キーの M か ra を押すか、キ 
一をエンジンスイッチに差し込みます。 

一 


A 警告 


エンジンび回転しているとさは、テールゲートを 
開いたままにしないでください。排気ガスが車内 
に入り、意 i 哉不明になったり、中毒死ずるおそれ 
びありまず。 


* オプシヨンまたは仕様により装備び異なります 



エマージェンシーキーでのテールケ’ート解錠/施錠 

リモコンび機能しないときは、テールゲート八ン 
ドルのキーシリンダーにエマージェンシーキーを 
差し込み、解錠/施錠することびでさます。 



注意！ 


エマージェンシーキーでテールゲートを解錠/施 
錠しても、ドア、燃料給油フラップは解錠/施錠 
されません。 

V J 


解錠：反時計回りにまわします 
施錠：時計回りにまわします。 
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テールダート 



車内からの開閉 

開くとき：レノく一を矢印の方向に弓 I さます。 
閉じるとき：インナーグリップを持って確実に閉 
じます。 


車内か S の解錠/施錠 

巧军錠：レバーを矢印の方向に引きます。 

施錠：□ックノブを矢印の方向に押し込みます。 


[70] 


迂局！ 

-テールゲートび確実に閉じていることを確認し 
てください。 

•テールゲートを開くとさは、後方に十分な空間 
があることを確認してください。 

•テールゲートを閉じるとさは、身体や物を挟ま 
ないよラに注意してください。車の周りに子供 
びいるとさは、特にま意してください。 




ラゲツジ ルーム 


ラゲツジ ルーム 



G 320 


セーフテイネット 

荷物を積むとさに荷物び前方に放り出されるのを 
防ぐために使用します。 

U アシートを起こした状態、折りたたんだ状態の 
どちらでも使用でさます。 


A 警告 


•荷物を積むときは、荷物び前方に放り出され、 
乗員がけびをしないよう、必ずセーフティネッ 
卜を使用してください。 

•セーフティネットでは、急ブレーキや事故など 
のときに、重い荷物を固定ずることはできませ 
ん。重い荷物を積むとさは、□ープやストラッ 
プで正しく固定してください(76、77ぺージ)。 



吃!^^|| 

G 320 Ion 呂 / G 已日〇 long / G 曰已 AMG Ion 呂 

リアシートを起こした状態での使いかた 

1バックレストを起こしたまま、リアシートを前方 
に倒します （62 ぺージ）。 

2ストラップのバックルび前方に向くよラにして、 
セーフティネットをフックの凹部にかけます。 

3バックルでストラップの長さを調整し、フックを 
U ングにかけます。フックを U ングにかけたら、 
ストラップの先端を引き、セーフティネットび軽 
く張る程度に調節します。 

^日識 " 

IJ アシー トを起こした状態で使用するリングは、 
G 32日はリアホイールアーチ後方 、 G 320 
long、G 500 long、G 己己 AMG Ion 浸はリア 
ホイールアーチ前方にあります。 

4リアシートを元の位置に戻し、□ックさせます。 
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ラゲツジ ルーム 



リアシートを巧りたたんだ状態での使いかた 

1リアシートを折りたたみます (62 ページ)。 

2ストラップのバックルび後方を向くよラにセー 
フテイネットをフックの凹部にかけます。 

3バックルでストラップの長さを調節し、フック 
を U ングにかけます。フックを U ングにかけた 
ら、ストラップの先端を引き、セーフテイネッ 
卜びぴったりと張るよラに調節します。 


知識 

リアシートを折りたたんだ状態で使用するリング 

は 、 G 32日はリアホイールアーチ前方 、 G 320 

long、G 500 long、G 己己 AMG Ion 浸は U アシ 

—卜下の図の位置にあります。 

__ 
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江局！ 

• セーフテイネットのストラップは強く締めてく 
ださい。 

•少し走行した後に、セーフテイネットの張り具 
合を点検してください。必要びあれば締めなお 
してください。 

• 大さな荷物や重い荷物を積むとさは、必ずセー 
フテイネットを使用してください。また 、リア 
シートには人を乗せないでください。 























































































ラゲツジ ルーム 


セーフテイネットを取り外ずとき 

1リアシートを起こした状態でセーフテイネット 
を使用しているときは、リアシートを前方に倒 
します (62 ぺージ)。 

2バックルを水平にしてストラップをゆるめ、フ 
ックをリングから外します。 

3セーフテイネットをフックの凹部から外します。 



G 320 


セーフテイネットをリ义納ずるとき 
G 320 

セーフテイネットを卷さ、マジックテープをリン 
グに通して固定します。 

G 320 Ion 呂 / G 己00 Ion 呂 / G 55 AMG long 

セーフテイネットを卷さ、マジックテープをリン 
グに通して固定します。マジックテープはグ□一 
ブボックス内にあります。セーフテイネットは U 
アシートの後側に収納します。 
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{な全のために 安全装備 


運輯ずる 
前に 


運転ずる 
とを 


快適- 
室内装備 


万-のとさ 


点検と整備 


ヴ—ビス K — 夕 こんなとさは 








ラゲツジ ルーム 



ラゲッジ ルーム カバー* 

使用するとさは、カバーを広げて、カバーの両側 
をマジックテープで止めます。取り外すとさは、 
リアシートのバックレストを前に倒し、カバーを 
フックから外します。 


* オプシヨンまたは仕様により装備び異なります 
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A 警告 ' 

•ラゲッジルームカバーは、リアシートを起こし 
た状態で使用してください。 

-ラゲッジルームカバーの上に荷物を置かないで 
ください。荷物び放り出され、乗員びけがをず 
るおそれびありまず。 





















ラゲツジ ルーム 



荷物を積むときは 

-荷物はできるだけシートの背面に接するよラに 
積んでください。そして重い荷物をシート背面 
近くに配置してください。荷物の積みかたは走 
行安定性に大さ < 影響します。 

• 荷物はでさるだけ人び座っていないシートの後 
方に積んでください。 

• 荷物をバックレストより高く積み上げないでく 
ださい。 

-ウインドウに荷物び当たらないよラに注意してく 
ださい。ウインドウガラスを破損したり、リアデ 
フォッガーの熱線を損傷するおそれびあります。 

•荷物を積むとさは、必ずセーフテイネットを使 
用してください。 
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•大さな荷物を積まないとさは、リアシートのバ 
ックレストを起こし、ヘッドレストを装着して 
ください。 

•リアシートに人を乗せないときは、図のよラに 
左ちのシートベルトプレートを反対側のバック 
ルに差し込んで、シートベルトび交差するよラ 
にしてください。 

• 燃料を入れた容器やスプレー吿などを積まない 
でください。引乂や爆発のおそれびあります。 


江局！ 

ラゲツジルームに積載でさる荷物の重量には制限 
びあります。制限重量は(276ページ)に記載され 
ています。 


{な全のために 安全装備 


運おずる 
前に 


運転ずる 
とを 


快適- 
室内装備 


万-のとさ 


点検と整備 


ヴ—ビス K — 夕 こんなとさは 


























ラゲツジ ルーム 



G 320 


荷物を固定ずるとさは 

•荷物は確実に捆包し、固定してください。荷物 
の積みかたび悪かったり、荷物を固定していな 
いと、荷物び前方に放り出され、乗員びけびを 
するおそれびあります。 

•荷物の積みかたの注意を守っていてち、荷物び 
多くなるほど、事故の際にけびをする危険度は 
増します。 

-荷物の固定には擦れに強く丈夫な□ープを使用 
し、ラゲ ッジ ルームの4個の荷物固定用リング 
(G 32日はラゲ ツジ ルームに2個、リアシート下 
部に2個)に通して確実に結んでください。 
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G 320 Ion 呂 / G 500 Ion 旨 / G 己 5 AMG Ion 呂 

-荷物固定用 U ングには均等に力びかかるよラに 
してください。 










ラゲツジ ルーム 



G 320 


ネットなどで荷物を固定ずるときは 

荷物固定用のアクセサリーは、ダイムラー*クラ 
イスラー社の推奨品の使用をお勧めします。詳し 
くは指定サービスエ場におたずねください。 


•伸縮性のある□ープやネットを使用しないでく 
ださい。重い荷物を固定することびでさず、事 
故のとさ、乗員びけびをするおそれびあります。 

-固定する□ープやネットび荷物の角にかからな 
いよラにしてください。 

•鋭い角のあるものは、角の部分にカバーをして 
ください。 
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G 320 Ion 呂 / G 己日日 Ion 呂 / G 己己 AMG Ion 呂 


荷物をテンションネットで固定するときは、荷 
物全体の上にネットを被せ、フックを荷物固定 
用リングにかけます。テンショナーを使用して 
ストラップを強く締めてください。 

締めつけストラップは、図のよラに荷物の上で 
交差するよラにかけ、荷物の重量び各荷物固定 
用リングに均等にかかるようにします。締めつ 
け金具を使用する場合は、荷物固定用リングに 
過大な力びかからないよラに注意してください。 
締めつけストラップは、少なくとも張力7日日 k 浸 
liLb 、 幅2己 mmii (下のわのを使用してください。 


{な全のために 安全装備 


運おずる 
前に 


運転ずる 
とを 


快適. 
室内装備 


万-のとさ 


点検と整備 


ヴ—ビス K — 夕 こんなとさは 





































































































ボンネット 


ボンネット 



ボンネットを開く 

1運転席側のインストルメントパネル下にあるボ 
ンネット□ック解除レバーを手前に引きます。 


A 警告 

-ボンネットから炎や煙び見えたとさは、ボンネ 
ットを開かないでください。乂傷をずるおそれ 
びありまず。 

•走行中は□ック解除レバーを引かないでくださ 
し、。ボンネットび開いて事故を起こずおそれが 
ありまず。 



2ボンネットを少し引き上げて、ボンネットとラ 
ジエターグリルの隙間に手を入れ、レバーを矢 
印の方向に引さなびらボンネットを開さます。 


迂局！ 

-ワイパーアームを起こしたままボンネットを開 
かないでください。ボンネットとワイパーび当 
たり、損傷するおそれびあります。 

-ボンネットび強い風にあおられると、急に下び 
るおそれびあります。風び強い曰にボンネット 
を開くときは十分注意してください。 
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ボンネット 


A 警告 

•走行前に、ボンネットが確実に□ックされてい 
ることを確認してください。走行中にボンネッ 
卜び開いて事故を起こずおそれびありまず。 

•ェンジンの始動中や回転中、ェンジンスイッチ 
び2の位置のとさは、ボンネットを開いた場合 
でもェンジンルーム内には手を触れないでくだ 
さい。高電圧の発生部分や高温部分、回転して 
いる部分びあり、それらに触れると非常にち険 
でず。 

-ボンネットを開いたとき、ラジェターに装備し 
ている電動冷却ファン周囲に手を触れたり、手 
に持っているウェス（清掃な）などを近づけな 
いでください。電動冷却ファンび回転し、巻き 
込まれるおそれびありまず。 



ボンネットを閉じる 

ボンネットを下げ、ボディとの距離び約2日 cm に 
なったところで手を放し、自然に落下させます。 
完全に閉じなかったときは、わう一度ボンネットを 
開さ、わラ少し高い位置から落下させてください。 


迂局！ 

• エンジンルーム内に物を置いたままボンネット 
を閉じると、ボンネットが変型するおそれびあ 
ります。 

-ボンネットを押さえつけないで<ださい。ボン 
ネットが変型するおそれびあります。 
•ボンネットを閉じるときは、手を挟まないよラ 
に注意して < ださい。 


{な全のために 安全装備 


運輯ずる 
前に 


運転ずる 
とを 


快適- 
室内装備 


万-のとさ 


点検と整備 


ヴ—ビス K — 夕 こんな户 


[ 79 ] 

















へツドランプガード 



1ドライバー でへ ッドランプケースの取りつけネ 
ジをゆるめ、ヘッドランプケースを上に引さ抜 
さます。 


知識 

へッ ドランプケースは へッ ドランプ ウォッ シャー 
び取りつけられているため、取り外すことはでさ 
ません。 


迂局！ 

取りつけネジは、ヘッドランプケースび引き抜 

ける程度までゆるめてください。ゆるめすざる 

とネジび脱落したり紛失するおそれびあります。 

\ _ * 


[ 80 ] 


へッドランプケース マウント 



2プラスドライバーでヘッドランプケース上側の 
ネジを外し、マウントを取り外します。 


迂局！ 

ネジを外すとへッドランプケース裏側のワッ 
シャーび外れます。紛失しないよラにま意してく 
ださい。 
















へツドランプガード 



3ヘッドランプガードの図の位置にマウントをは 
め込み、ヘッドランプケースにネジ止めします。 
4ヘッドランプガードを下げ、□ックにはめ込み 
ます。 
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—へッ-ド 5スブ马^文 


ィ 11 マ |1-|9 rT\ I 



已ヘッドランプケースを上から差し込みます。 

6取りつけネジを締め、ヘッドランプケースを固 
定します。 


注意 


へッ ドランプガードやへ ッ ドランプケースは、きつ 
くネジ止めしないでください。ヘッドランプケー 
スを損傷するおそれびあります。 


{な全のために 安全装備 


運おずる 
前に 


運転ずる 
とを 


快適* 
室内装備 


万-のとさ 


点検と整備 


ヴ—ビス K — 夕 こんなとさは 
























燃料給油口 


燃料給油 □ 



車び解錠されているとさ、矢印の位置を押すとフ 
ラップび開さます。 

閉じるとさはフラップを巧します。 


キャップを外ず 

キャップを反時計回りに少しゆるめてタンク内の 
圧力を抜いてから外します。 


キャップを取りつける 

キャップを時計回りにいっぱいにまわします。 
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A 警告 

• エンジンをかけたまま給油しないでください。 
乂災が発生ずるおそれびありまず。 


• 周囲にガソリンがあるとさやガソリンのないび 
ずるときは、決して乂気を近づけないでくださ 
し、。乂災が発生ずるおそれがありまず。 



ノ 

注意！ 

\ 


-燃料は無鉛プレミアムガソリンを使用してくだ 
さい(274ページ)。 


-給油ノズルび最初に自動停止した時点で給油を 
停止してください。燃料を入れすざるとエンジ 
ンび不調になったり、停止することびあります。 
-燃料をこぼさないよラに注意してください。 
燃料び車の塗装面に垂れたとさは、すぐにおさ 
取ってください。塗装面を傷めるおそれびあり 
ます。 


•燃料給油口び開かない場合は、指定サービスェ 
場に連絡してください。 



ノ 

知識 

\ 


•外したキャップはフラップの裏側にあるホル 
ダー(矢印)に固定でさます。 


•フラップの裏側に、タイヤ空気圧ラベルび貼付 
してあります。タイヤ空気圧ラベルの見かたに 
ついては (2 己7ページ)をご覧ください。 














燃料給油口 



燃料給油フラップが開かないとさ 

車を解錠しても燃料給油フラップび開かないとさ 
は、ラゲツジ ルームち 側後部の カバーを 取り外し、 
手動で□ックを外します。 



燃料給油フラップの□ック解除 

1イン ナー モールを取り外し、カバーを外します。 
G 32日は、ル物入れ内のカバーの取りつけネ 
ジを外してからカバーを外します。 

2ストラップを引さ上げて□ックを外し、車外か 
ら燃料給油フラップを開さます。 
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{な全のために 安全装備 


運おずる 
前に 


運転ずる 
とを 


快適- 
室内装備 


万-のとさ 


点検と整備 


ヴ—ビス K — 夕 こんなとさは 












盗難防止警報システム 


盗難防止警報システム 



ドア、テールゲート、ボンネットなどび閉じてい 
ることを監視し、車び U モコン操作(外のち法で 
開けられたとさや、ウインドウを割って中からド 
アを開けるなどの異常事態やけん引などにより車 
両び傾くのを感知すると、ヴイレンと非常点滅灯 
の点滅で周囲に知らせます。 


システムを待機状態にずる 

リモコン操作で車を施錠すると、スイッチの表示 
灯び点滅し、約]日秒後に待機状態になります。シ 
ステムが待機状態のときは、ドア□ックスイッチ 
の表示灯び点滅を続けます。 

待機状態を解除ずる 

リモコン操作で車を解錠すると、待機状態は解除 
されます。 


警報の作動 

システムび待機状態のとき、(下のよラな状況を 
感知すると警報び作動します。 

•リモコン操作(外の方法で車び解錠され、ドア 
が開けられたとさ 

•リモコン操作(外の方法で車び解錠され 、テー 
ルゲートび開けられたとさ 
-ボンネットび開けられたとさ 

バッテリーの接続び絶たれたとさわ、サイレンび 
鳴ります。 

警報が作動したとさの解除方法 

キーの M か ra を押すか、エンジンスイッチに 
キーを差します。 
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盗難防止警報システム 


迂局！ 

• システムび待機状態のとき車内からドアを開く 
と警報び作動します。車内に人びいるとさは待 
機状態にしないでください。 

•盗難防止警報システムを待機状態にしても、表 
示なび点滅しない場合は、すみやかに指定ヴー 
ビスエ場に連絡してください。 
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知識 

• U モコン操作で施錠した後、エマージェンシー 
キーで 運転席ドアや テールゲー トを解錠して開 
くと、警報び作動します。 

-ドアやテールゲート、ボンネットなどを開いて 
警報び作動したとさは、それらをすぐに閉じて 
ち、警報は解除されません。 


{な全のために 安全装備 


運おずる 
前に 


運転ずる 
とを 


快適- 
室内装備 


万-のとさ 


点検と整備 


ヴ—ビス K — 夕 こんなとさは 








盗難防止警報システム 



けん引防止警報機能 

盗難防止警報システムび待機状態のとき、けん引 
などで車び持ち上げられ車び傾くと、けん引防止 
警報機能び働さ、ヴイレンと非常点滅灯の点滅で 
周囲に知らせます。 

システムを待機状態にずる 

リモコン操作で車を施錠すると、スイッチの表示 
灯び点滅し、約3日秒後に待機状態になります。 

U モコン操作で車を解錠すると、待機状態び解除 
されます。 


車を立体駐車場に入れたり、カーフ xU —や車両 
運搬車に乗せて移動するとさは、けん引防止警報 
機能が作動することびあります。そのようなとき 
はけん引防止警報機能を解除してから施錠してく 
ださい。 

けん引防止警報機能の解除 

1エンジンスイッチを0か1の位置にします。ま 
たはキーを抜さます。 

2けん引防止警報機能解除スイッチを押します。 
表示灯び約2秒間点灯し、その後消灯して、け 
ん弓 I 防止警報機能が解除されます。 

3リモコン操作で車を施錠します。 

上記の操作で盗難防止警報システムのけん引防止 
警報機能び解除され、車び傾いてち警報び作動し 
なくなります。 

ただし、盗難防止警報システムは作動します。 
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盗難防止警報システム 



モーシヨンセンヴー 

車内の状態を監視し、ウインドウび割られたり、 
車内での人の動さなどを感知すると、サイレンと 
非常点滅巧の点滅で周囲に知らせます。 

モーションセンサーは車内のルーフ中央部にあり 
ます。 


システムを待機状態にずる 

U モコン操作で車を施錠すると、スイッチの表示 
灯び点滅し、約4日秒後に待機状態になります。 
リモコン操作で車を解錠すると、待機状態び解除 
されます。 
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迂局！ 

• ルームミラーにアクセサリーなどをぶら下げた 
ままモーションセンサーを待機状態にしないで 
ください。モーションセンサーび誤作動するお 
それびあります。 

• アームレストの上に物を置いたままモーション 
センサーを待機状態にしないでください。モー 
シヨンセンヴーび正常に作動しなくなるおそれ 
があります。 


車内に人び残る場合などは、モーションセンサー 
を解除してから車を施錠してください。 

モーションセンサーの解除 

1エンジンスイッチを0か1の位置にします。ま 
たはキーを抜さ取ります。 

2モーションセンサー解除スイッチを押します。 
表示灯び数秒間点滅し、その後消巧して、モー 
ションセンサーび解除されます。 

3 U モコン操作で車を施錠します。 

' A 警告 ' 

子供だけを車内に残して車を離れないでくださ 
い。誤って装置を作動させたりして、けびをずる 
おそれびありまず。また、炎天下では車内び非常 
に高温になり、熱射病や脱水症状を起こずおそれ 
びありまず。 


{な全のために 安全装備 


運おずる 
前に 


運転ずる 
とを 


快適- 
室内装備 


万-のとさ 


点検と整備 


ヴ—ビス K — 夕 こんなとさは 











パワーウインドウ 


パワーウインドウ 



G 32日 Ion 旨/ G 已日日 Ion 呂/ G 已己 AMG Ion 旨 


ドアウインドウの開閉 

ドアウインドウスイッチは各ドアにあります。 
運転席ドアには、すべてのドアウインドウスイッチ 
びあります。 

エンジンスイッチび1か2の位置のときに、ドアウ 
インドウを開閉でさます。 


知識 

リモコン操作でドアウインドウを開閉することび 
できます。詳しくは(己]ページ)をご覧ください。 

V _ _ _ * 


* オプシヨンまたは仕様により装備び異なります 


開< :スイッチを軽く押すと、押している間だ 

け開きます。スイッチから手を放すとド 
アウインドウはその位置で停止します。 
スイッチをいっぱいに押し込むと、自動 
で開さます。途中でスイッチを軽く操作 
すると、ドアウインドウはその位置で停 
止します。 


閉じる：スイッチを軽く引くと、引いている間だ 
け閉じます。スイッチから手を放すとド 
アウインドウはその位置で停止します。 


迂后、！ 

ウインドウを閉じるときは、身体や物などを挟ま 
ないよラに注意してください。特に子供には注意 
してください。 


セーフティスイッチ*を HI の見える位置(ちにス 
ライド)にすると、リアドア*のスイッチでドアウ 
インドウを開閉することびでさなくなります。子 
供をリアシートに乗せるときに使用してください。 
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スライディングルーフ 


スライデイングルーフ* 



エンジンスイツチび1か2の位置のとさ操作でさ 
ます。 


スライディング ルーフの 開閉 

スイッチを押している間スライディングルーフび動 
きます。スイッチから手を放すと止まります。 

開く ：①の方向に軽く押します。 

③の方向にいっぱいに押し込むと、自動 
で開さます。途中でスイッチをいずれかの 
方向に操作すると、スライディングルーフ 
はその位置で停止します。 

閉じる：③の方向に軽く押します。 


* オプシヨンまたは仕様により装備び異なります 


チルトアップ/チルトダウン 
チルトアップ：④の方向に押します。 
チルトダウン：⑥の方向に引きます。 


知識 

リモコン操作でスライディングルーフを開閉する 
ことびできます。詳しくは （5] ページ）をご覧く 
ださい。_ 


自動で開かないとさ 

バッテリーあびりやバッテリー交換などで、一時 
的に電源び断たれたとさは、スライディングルー 
フび自動で全開しないことびあります。このとき 
は、スイッチを④の方向に押してチルトアップし、 
そのまま約2秒じ(上保持してください。再びスラ 
イデイングルーフび自動で全開できるよラになり 
ます。 
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{な全のために 安全装備 


運おずる 
前に 


運転ずる 
とを 


快適- 
室内装備 


万-のとさ 


点検と整備 


ヴ—ビス K — 夕 こんなとさは 


















スライディング ルーフ 


注意！ 

• 走行中はスライディングルーフから頭や手を 
出さないで<ださい。けびをするおそれびあり 
ます。 

•スライディングルーフを閉じるときは、手や首 
などを挟まないよラにま意してください。特に 
子供には注意してください。 

-スライディングルーフの開口部に腰をかけた 
り、荷物を載せたりして大さな力を加えないで 
ください。スライディングルーフを損傷するお 
それびあります。 

•車から離れるときや洗車のときは、ドアウイン 
ドウとスライディングルーフび完全に閉じてい 
ることを確認してください。 

•スライディングルーフの開口部から、角の尖つ 
た物を出し入れしないでください。スライディ 
ングルーフのシール部を損傷するおそれびあり 
ます。 

-降雨後や積雪後にスライディングルーフを開く 
とさは、ルーフ上の水や雪などを取り除いてく 
ださい。車内に水や雪などび入るおそれびあり 
ます。 
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知識 

スライディングルーフを開いて走行していると 
さ、走行風の影響などで空気の振動を感じる場 
合は、スライディングルーフの開度を変えるかド 
アウインドウを少し開くと、解消することびあり 
ます。 






スライディング ルーフ 



スイッチで開閉でをないとさ 

バッテリーあびりを起こしたり、スライディング 
ルーフび故障してスイッチで閉じることびでさな 
いときは、手動で閉じることびできます。 

手動で閉じるとき 

1イン ナー モールを取りがし、カバーを外します。 
G 32日は、ル物入れ内のカバーの取りつけネ 
ジを外してからカバーを外します。 

2 ノブを手前に引きます。 

3車載工具のソケットレンチを駆動部（六角形の 
ボルト）に差し込みます。 

4ソケットレンチの穴にドライバーを差し込み、 
ソケットレンチび抜けないよラに駆動部をまわ 
します。 
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開いているルーフを閉じるとさ 

時計回りにまわします。 


チルトアップしているルーフを下げるとさ 

反時計回りにまわします。 


注意！ 

-ソケットレンチは確実に奥に差し込んでくださ 
し、。差し込みび十分でないと、駆動部を損傷す 
るおそれびあります。 

•無理にまわさないでください。スライディング 
ルーフを損傷するおそれびあります。 


{な全のために 安全装備 


運輯ずる 
前に 


運転ずる 
とを 


快適- 
室内装備 


万-のとさ 


点検と整備 
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ルームミラー 


ルームミラー 



角度の調整 

手で調整します。 


A 警告 

走行前に後方視界び十分に確保できるように、調 
整してください。走行中に調整ずると、事故の原 
因になりまず。 _ 


自動防に機能 

エンジンスイッチび1か2の位置のとき、夜間、ルー 
ムミラーのセンサーび後続車のライトを受けると、 
自動的にルームミラーの濃度び変わり眩しさを防 
止します。 


知識 

• ルームミラーのセンサーに後方からのライトび 
当たらないとさは自動的に防眩しないことびあ 
ります。 

-セレクターレバーび ra に入っているときやルー 
ムランプび点灯しているときは自動的に防眩び 
解除されます。 


注意！ 

•ミラーのガラスび破損すると、液体び漏れ出す 
ことがあります。この液体は物を腐食させる性 
質びありますので、皮膚や目に直接触れないよ 
ラを意してください。万一、液体び目に入った 
とさは、ただちに大量の水で已分じ(上洗眼し、 
医師の診断を受けてください。 

•液体び車の塗装面に垂れたとさは、ただちに水 
で湿らせた布などで拭さ取ってください。塗装 
面を傷めるおそれがあります。 
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ドアミラー 


ドア巧一 



角度の調整 

エンジンスイッチび1か2の位置のときに調整でき 
ます。 

1調整したい側のドアミラー選択ボタンを押します。 
2調整スイッチを操作してドアミラーの角度を調 
整します。 


A 警告 

走行前に、後方が十分確認できるように調整して 
ください。走行中に調整ずると、事故を起こずお 
それびありまず。 

v _ * 
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自動防に機能 

エンジンスイッチび1か2の位置のとき、夜間、ルー 
ムミラーのセンサーび後続車のライトを受けると、 
自動的に運転席側ドア S ラーの濃度び変わり較しさ 
を防止します。 


江局！ 

-ドアミラーに写った像は実際よりも遠くにある 
よラに見えます。ドアミラーで後方を確認する 
ときは十分注意してください。 

-ドアミラーには死角びあります。車線変更をす 
るとさは、必ずルームミラーで後方を確認して 
ください。また、肩ごしに直接斜め後方を確認 
してください。 


知識 

-ドアミラーにはヒーターび装着されています。 
外気温度び下びると自動的に温められ、凍結を 
防ぎます。 

• ドアミラーの角度は、運転席シートやステアリ 
ングの位置と併せて記憶させることびでさます 
(己8ぺージ)。 

•ルームミラーのセンヴーに後方からのライトび 
当たらないとさは自動的に防較しないことがあ 
ります。 

-セレクターレバーび ra に入っているときやルー 
ムランプび点なしているときは自動的に防眩び 
^解除されます。_ 


{な全のために安全装備 
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ドアミラー 



後退時の助手席ドアミラーの角度 

セレクターレバーを|〇に入れたとさに、助手席 
ドアミラーび自動的に下向さになり、車両後方下 
部の視界を確保して後退を容易にすることびでさ 
ます。マルチフアンクシヨンステアリングで設定 
したり解除することびできます。エンジンスイッ 
チび2の位置のとさに作動します。 

助手席ドア S ラーは次のいずれかのとさに元の位置 
に戻ります。 

• セレクターレバーを|〇の位置から他の位置に 
入れて約]日秒経過したとさ 
. 車速び約 ] 日 km / hli (上になったとき 
-運転席ドアミラー選択ボタンを押したとさ 

この機能の設定については （13] ページ)をご覧くだ 
さい。 


セレクターレ八一をに入れます。 

助手席ドアミラー選択ボタンを押します。 

調整スイッチで、後退時に自分び後方を確認し 
やすい角度にドアミラーを調整します。 
メモリースイッチを押し、約3秒じ(内に調整ス 
イッチをいずれかの方向に押します（このとさ 
S ラーは動さません）。 S ラーび動いたとさは 
最初からやり直してください。 


この後セレクターレバーを13に入れると、助手 
席ドアミラーの角度びこのとさ調整された位置に 
なります。 


知識 

運転席ドアミラー選択ボタンび巧されているとさ 
は、助手席ドアミラーは自動的に下向きにはなり 
ません。_ 


後退時の助手席ドアミラーの角度を記憶させる 

後退時の助手席ドア S ラーの角度を調整し、記憶 
させることびできます。記憶させるときは、エン 
ジンスイッチを2の位置にして、ブレーキペダル 
を踏み、じ(下の操作をします。 


12 3 4 
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ドアミラー 


ドアミラーの格納/展開 

手で格納/展開します。 


迂局！ 

• 走行するとさはドアミラーを走行時の位置に戻 
してください。 

-ドアミラーを動かしているときは、手を挟んだ 
り、異物び挟まらないよラに注意してくださし、。 
車の周りに子供びいるとさは、特に注意してく 
ださい。 

• 洗車機を使用するときはドアミラーを格納して 
ください。ドアミラーを損傷するおそれびあり 
ます。 

• ドアミラーは車体の側面から突さ出ています。 
すれ違いや車庫入れのとさ、また、歩行者など 
に十分注意してくださし、。 

-ドアミラーの巧れを取るとさは、必ず純正のガ 
ラスク U —ナを使用してください。ミラーび変 
色するおそれがあります。 
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靈のために 安全装備 
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ステアリング 


ステアリング 



ステアリング位置の調整 

エンジンスイッチび1か2の位置のとき、または運 
転席ドアび開いているとさにステア U ングの位置 
を調整することびできます。レバーはステアリン 
グの左側下部にあります。 

前後位置の調整：レバーを①の方向に操作します。 
上下位置の調整：レバーを③の方向に操作します。 
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知識 

ステアリングの位置は、運転席シートの位置やド 
アミラーの角度と併せて記憶(己8ページ)させる 
ことびできます。_ 


A 警告 

•ステアリングの調整は、ぶ^ず運転前に行なって 
ください。運転中に調整ずると、車のコント □ 
ールを失い、事故を起こずおそれがありまず。 

•運転中はステアリングのパッド部を持たないで 
ください。万一のとさ、エアバッグの作動を巧 
ばるおそれびありまず。 

•ステアリングのパッド部にカバーをしたり、エ 
アバッグの上にバッジ、ステッカー、オーディ 
才のリモコンなどを貼りつけないでください。 
エアバッグの作動を巧ばたり、作動時にけがを 
ずるおそれがありまず。 



ノ 

注意！ 



• ステアリングをいっぱいに切った状態を長く保 
持しないでください。ステア U ング装置び損傷 
するおそれびあります。 


• 故障などでエンジンを停止してけん引されると 
さは、十分注意してください。エンジンび停止 
していると、通常のときに比べてステアリング 
操作に非常に大 さな 力び必要です。 











メーター パネル 


メーター 八ネル 



メーターパネルのディスプレイはじ(下のとさに点 
灯します。 

-運転席のドアを開いたとさ(約30秒後に消灯） 
•リセットボタンを押したとき(約3日秒後に消な） 

• エンジンスイッチを1か2の位置にしたとさ 
. 車外ランプをオンにしたとき 







メーター パネル 


①メーター照度調節ボタン/リセットボタン 
メーター照度調節ボタン 

周囲び暗いとさに日月るさを調整でさます。ボタ 
ンを時計回りにまわすと日月るくなり、反時計回 
りにまわすと暗くなります。 

リセットボタン 

トリップメーターや各種設定をリセットすると 
さに使用します。 

③タコ メーター 

] 分間あたりのエンジン回転数を表示します。 

③スピードメーター 

車の走行速度を表示します。 

速度の表示単位をマイルに変更することわでさ 
ますび、マイル表示にするとキ□メーター表示 
に比べ、同じ数字でち約].6倍の速度になりま 
す。速度の出しすざを防ぐためキ□メーター表 
示で走行してくださし、表示の切り替えにつし^ 
ては （1 2日ページ)をご覧ください。 


知識 

•] マイルは約]. 6 km です。 

•マイル表示を選択すると、トリップメーターの 
表示ちマイル表示になります。 
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④燃料計 

燃料の残量を表示します。 

燃料タンク容量は約96リツトルです。 


注意！ 


給油のとさはエンジンを停止してください。 

V 

ノ 


⑥燃料残量警告'灯 

燃料の残量が少なくなると点灯します。加えて、 
マルチフアンクションディスプレイに"ネンリョウ 
キユウ1シテクタ''サイ’’と表示されます。警告灯び点灯 
したとさの残量は約2日リツトルです。 


知識 

走行前に燃料の残量び十分あることを確認してく 

ださい。高速道路や自動車専用道路などでの燃料 

切れは道路交通法違反になります。 

' - * 








メーター パネル 


⑥表示灯と警告'灯 

エンジンスイッチび2の位置のとさ点灯し(八イ 
ビーム表示灯、方向指示表示灯を除 <) エンジ 
ン始動後に消なします。 

消巧しなかったり、走行中に点灯したときは、 
安全な場所に停車し、指定サービスエ場に連 
絡してください。 


困 八イビーム表示灯 （ 163ページ) 




方向指示表示灯 （1 6已ページ) 


LIM 


可変スピード U ミツター表示灯 
(18 已ぺージ） 


ESI エンジン警告灯(286ページ） 

シートベルト警告灯(37、285ページ) 

エアバッグシステム警告灯 
(39、28己ページ） 

msM ブレーキ»告な 
匯な涵（172、285、288ぺ-ジ） 


MM 


SRS 


A 目 S 警告灯 （1 7己、287ページ) 
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回 


ESP 表示な （1 78、284ぺージ） 


⑦マルチフアンクシヨンディスプレイ 

各種設定画面や警告などを表示します。 

運転席ドアを開くと表示され、約3日秒後に消 
巧します。 

エンジンスイツチを1か2の位置にすると表示 
されたままになります。 


知識 


エンジンスイッチび0の位置のとさ、またはキー 
を差し込んでいないときにマルチフアンクション 
ディスプレイを表示させたいときは、リセットボ 
タンを押してください。約3日秒間表示させるこ 
とびでさます。 
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マルチフアンクシヨンディスプレイ 


マルチフアンクシヨンディスプレイ 



マルチフアンクシヨンディスプレイでは、車の情 
報や故障の表示および各種の設定をすることびで 
さます。 

※マルチフアンクシヨンディスプレイに表示され 
るメッセージの表記などは、予告なく変更され 
る場合びあります。 


下のよラに主要な機能び7つあります。 

凸 車両情報 (項目を選択して表示させます） 

回 オーディオ (オーディオの作動状態を表示します） 

因 ナビゲーション 

因 故障表示 (項目を選択して表示させます） 

且 各種設定 (設定項目を表示させ、設定内容を変 
要することびできます） 

Q トリップコンピューター (走行距離や平均速度な 
どを表示させます） 

旧 電話 

故障/警告メッセージについては (287 ページ)を 
ご覧ください。 






マルチフアンクシヨンディスプレイ 



注意！ 

走行中にステアリングスイッチを操作するとき 
は、直進時に限ってください。ステアリングをま 
わしなびらのスイッチ操作は、事故の原因になり 
ます。 


ステアリングのスイッチ 

マルチファンクシヨンディスプレイの表示を切り 
替えたり設定を変更するときは、ステアリング 
のスイッチを使用します。 

① MBI . 面！ メイン画面選択ボタン 

各メイン画面を選択します。 

③ ra 、 区 a サブ画面切り替えボタン 

選択したメイン画面内のサブ画面を切り替え 
ます。 

③ ■ ■、〇設定ボタン/音量ボタン 

サブ画面表示中に、設定項目を選択したり、 
ON /日 FF を選択します。 

各メイン画面とオーディオ画面表示中に操作す 
ると、音量を調整でさます。 

④ ® 通話開始ボタン(電話） 

⑥通話終了ボタン(電話） 

電話の操作については、別冊「マルチファンクシヨ 
ンコント□ーラー」の取扱説明書をお読みください。 
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マルチフアンクシヨンディスプレイ 


メイン画面一覽 



IBB または!^を巧すと上記のように画面が切り替 103^-5/) 

わります。 回 才ーデイオ （1 11ページ） 

因 ナビゲーシヨン （1 12ぺージ） 

囚 故障表示 （1 13ページ） 

且 各種設定 （1 14ぺージ） 

Q トリップコンピユーター （132 ぺージ) 
旧 電話 (134 ぺージ） 
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田 車両情報 


B 



※上記の内容は取扱説明書作成時点のわので、予告なく変更されることびあります。 
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0 情報メイン画面 

①トリップメーター 

U セット後の走行距離を表示します。リセ 
ットするとさは、「日日日日.日」になるまでリ 
セットボタンを押し続けます。 

③オドメーター 

これまで走行した累積距離を表示します。 

③ 外気温度/走巧速度 

車外の気温あるいは走行中の速度を表示し 
ます。 

④ 時計 

持刻を表示します。 


□ 冷却水温度画面 

エンジン冷却水の温度を表示します （1 日己ペー 
ジ)。 


□ デジタル式速度表示画面/外気温度画面 

走行中の速度あるいは車外の気温を数値で 
表 7 J \ します0 


EI メンテナンスインジケーター画面 

メーカー指定点検整備の実施時期を表示します 
(1 日6ぺージ)。 

B エンジンオイル量点検画面 

エンジンオイルの量を点検し、表示します 
(1 日8ぺージ)。 
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Q 冷却水;宜度画面 

エンジンスイッチび2の位置のとさ、エンジン 
冷却水の温度をバーグラフで表示します。 

1車両情報メイン画面び表示されるまで、ま 
たは BM を巧します。 

2冷却水温度画面び表示されるまで、区 a または 
区 a を押します。 


知識 

• 指定の;令却水を適切な湿合比で使用していると 
きは、約] 3日むまでオーバーヒートを起こしま 
せん。 

•暑い曰の渋滞時や上り坂び続くときなどに、 
]2日む付近を示すことびありますび、オーバー 
ヒート警告び表示されない限り、問題ありま 
せん。 

•; 令却ファンび故障したとさは、警告び表示され 
ます (296 ぺージ)。 
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EI メンテナンスインジケーター画面 

走行距離や経過時間などに応じて、メーカー指 
定点検整備の実施時期を表示します。メンテナ 
ンスインジケーターび表示されたとさは、メー 
力一指定点検整備を行なつてください。 

手動確認 

エンジンスイツチび1か2の位置のとさ表示され 
ます。 

1車両情報メイン画面び表示されるまで、圍ま 
たは!^を巧します。 

2 メンテナンスインジケーター画面び表示される 
まで、 G3 または区 a を押します。 


画面は約30秒後に表示前の画面に戻ります。 

表示中に画面を戻すとさは、リセットボタンを押 
します。 


自動表示機能 

次のメーカー指定点検整備実施曰の約]日曰前か約 
1，日日日 km 前になると、エンジンスイッチを 2 の位 
置にしたときや走行中に、メンテナンスインジケー 
ター画面び自動的に表示されます。 

表示メッセージ 

表示メッセージは、曰頃の運転スタイルなどに応 
じてじ(下のよラに変化します。 

-点検実施前 

"メインテナンス A アトXXIチ’’ 

"メインテナンス目アトXXIチ’’ 

"メインテナンス A 7卜XXキ□メ-夕 
"メインテナンス目アトXXキ□メ-夕 
-点検実施時期になったとさ 
"メインテナンス A シ''ッ]ウシテクタ''サイ" 

ソインテナンス目シ''ッ]ウシテクタ''サイ" 

-実施時期を過ざたとき 

実施時期を過ざたとさは、じ(下のメッセージと 
とわに警告アラームび鳴ります。 

"メインテナンス A XXIチ3 ]1マシタ" 

"メインテナンス目XXIチ3 ]1マシタ" 

"メインテナンス A XXキ□メ-夕 - 3 ]1マシタ" 

"メインテナンス目XXキ□メ-夕 - 3 ]1マシタ’’ 
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注意！ 

•メンテナンスインジケーターは、エンジンオイ 
ル量の警告表示やエンジンオイルのレベル表示 
ではありません。 

• メーカー指定点検整備を指定の時期までに行な 
わなかった場合は、保証などの対象外になるこ 
_ とびあります。 _ 


知識 

• "メインテナンス A" または"メインテナンス目"は、次回の 
メーカー指定点検整備の内容を示すわので、ど 
ちらび表示されるかは曰頃の運転スタイルや走 
行距離などにより異なります。詳しくは整備手 
帳をご覧ください。 

• メーカー指定点検整備の実施時期までの走行距 
離は、一定ではなく、運転スタイルなどにより 
変わってさます。エンジン回転数を適度に保ち、 
短距離短持間の運転を避けると、次の実施時期 
までの距離び伸びることびあります。 

• バッテ U —の接続を外している間の経過曰数 
は、加算されません。 


リセット 

メーカー 指定の点検整備後に、整備を実施した指 
定サービスエ場でメンテナンスインジケーターを 
リセットします。 

点検整備を指定ヴービスエ場(外で実施した場合 
は、メンテナンスインジケーターを U セットする 
ことび必要です。 

リセット後、次回メーカー指定点検整備までの基 
本サイクルは、走行距離では]己，0日日 km 、 日数で 
は36己曰に設定されます。 


江局！ 

メンテナンスインジケーターの表示などに異常を 
感じるとさは、すみやかに指定ヴービスエ場で点 
検を受けてください。 _ 
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B エンジンオイル量点検画面 

エンジンオイルの量を点検し、表示します。 


迂局！ 

運転前に必ずエンジンオイルの量を点検してくだ 
さい。 _ 


エンジンオイル量の点検 

1車を安全で水平な場所に止めます。 

2エンジンを始動し、エンジンオイルを暖めます。 
3エンジンを止め、約已分待ちます。 

4エンジンスイッチを 2 の位置にします。 


知識 

画面に"エンシ''ンオイルレへ''ルノタメ I イク'' I ッシヨンオン!"び表 
示されたときは、エンジンスイッチを 2 の位置に 
してください。 


已車両情報メイン画面び表示されるまで、ま 
たは!^を巧します。 

6エンジンオイル量点検画面び表示されるまで、 
巨 a または区 a を押します。 


知識 

エンジンを止めてからの待ち時間び足りないとさ 
は、"巧シ''カン3 7モッテクタ''サイ!"と表示されることび 
あります。 

V_ * 


7 "エングンオイルレへ''ルソクテイチュウテ、'ス！ソクテイノトキ A クルマ3 
スイヘイ I シテクタ''サイ!"と表示されます。 
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8点検結果に応じ、(下のいずれかのメッセージ 
び表示されます。 


エン シ ''ンオイルレへ''ル 
セ ィシ、、 ョゥ 

粉 


巧応 

エンジンオイル量は適正です。エンジンオイルを 
補給する必要はありません。 


エン シ、、ン オイル レへ、、 ル 
1.0 リッタ-ツイカシテクタ''サイ 

粉 


巧応 

エンジンオイルを約1.日リツトル補給してください。 

※上記の内容は取扱説日月書作成時点のわので、予 
告なく変更されることびあります。 


知識 

•エンジンオイルの量に応じて、表示される数値 
が変わります。 

-エンジンオイルの補給は (2 己日ページ)をご覧く 
ださい。 


エンシ''ンオイルレへ''ル 
オイルヲヌイテクタ''サイ 

粉 


対応 

エンジンオイルの量び多すざます。運転を中止し、 
ただちに指定サービスエ場に連絡してください。 


迂局！ 

エンジンオイルの量び多すざると、エンジンや兰元 

触媒コンノ く一夕一を損傷するおそれがあります。 

' - - 
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マルチフアンクシヨンディスプレイ 
点検前待ち時間 

エンジンオイル量の点検時にエンジンを止めてか 
らの経過時間び足りないと、オイルレベルび安定 
しないため正確な量び測定でさません。 

エンジン停止後の経過持間は、(下の時間を目安 
にしてください。 

• エンジンび熱いとき：約己分 
-エンジンび冷えているとき：約30分 

点検時に経過時間が足りないとさは、(下のメッ 
セージび 表示されます。 


マチシ''カンヲマモッテクグサイ 


粉 


対応 

オイルレベルび安定するまで、しばらく待ってか 
ら点検をやり直してください。 


江局！ 

•万一、点検をやり直しても結果び表示されない 
とさは、エンジンオイルレベルゲージでエンジ 
ンオイル量を点検してください (2 己日ページ)。 

•エンジンの回転中は、エンジンオイル量の点検 
はでさません。"エンゾ'ンオイルレ/ V ' ルエングンテイシチュウノ 
ミ！"と表示されます。 

•エンジン回転中に、エンジンオイルに関する警 
告メッセージび表示されたときは (292 ページ) 
をご覧ください。 





マルチフアンクシヨンディスプレイ 

回 オーディオ 


旦 



ラジオ、 CD プレーヤーなどの使用時にそれぞれの 
情報を表示します。 

オーディオのメイン画面表示中に、巨 a または区 a 
を押すと、ラジオの選局、 CD の選巧などを操作で 
さます。 


音量調整 

オーディオ画面と、他のメイン画面表示中のとさ 
に、■■または D を押すと、音量を調整でさます。 


表示内容 

じ(下の例では、ラジオのとさの操作を説明してい 
ます。 

B オーディオオフを示します。 

0 プリセット番号、選局周波数を表示します（ラ 
ジオ）。 

OEa または区 a を押すと、選局することびでき 
ます。 


知識 

-ラジオの選局は、周波数での選局とプリセット 
番号での選局のいずれかび選択でさます。選局 
方法の変更は （1 27ページ)をご覧ください。 
•オーデイオについては、別冊の「マルチフアン 
クシヨンコント□ーラー」取扱説明書をお読み 
ください。 
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因 ナビゲーシヨン 

目的地を設定し、ルート案内び開始されると、画 
面にく NEW RTE> と表示され、目的地の方向を矢 
印で示します。 


詳細については、別冊「マルチフアンクシヨンコ 
ント□ーラー」の取扱説明書をお読みください。 
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囚 故障表示 


旦 



故障や異常び起さたとさ、車の状況をメッセージ 
で表します。 

B 故障はありません 

0 故障件数画面(この例では「3件」あります） 


手動確認 

エンジンスイッチび1か2の位置のとさ表示され 
ます。 

1故障表示メイン画面び表示されるまで、圍ま 
たは!^を押します。故障びないときは "] ショウ 
力'' 日"と表示されます。故障があるときは、故 
障件数び数字で表示されます。 


2 U または区 a を押すと、故障メッセージ画面 
を表示でさます。すべて表示されると、故障件 
数画面 13 に戻ります。 

自動表示機能 

走行中に故障び起きたときは、停車後エンジンスイ 
ッチを0の位置に戻したとさ、またはキーを抜さ 
取ると、故障件数画面 13 び自動的に表示されます。 

リセット 

次にエンジンスイッチを1か2の位置にすると、故 
障/警告メッセージの表示は消えます。ただし、 
故障状況び変わらないとさは、再び故障/警告メ 
ッセージび表示されることがあります。 


江局！ 

• 故障/警告メッセージの対象範囲は限られてお 
り、すべての故障を検知するわのではありませ 
ん。故障/警告メッセージは、運転者を支援す 
るちのであり、発生した故障について責任を負 
ラちのではありません。 

• 故障/警告メッセージび表示されたとさは、必 
ず指定ヴービスエ場で点検を受けてください。 

•表示される故障/警告メッセージについては、 
(287ページ)をご覧ください。 
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且 各種設定 


B B 



※上記の内容は取扱説日月書作成時点のわので、 
告なく変更されることびあります。 


B 各種設定メイン画面 

U を押してグループ選択画面を表示させます。 


知識 

マルチフアンクシヨンディスプレイに表示される 
R ボタンは、メーターのリセットボタンを示し 
ます。 


13 設定グループ選択画面 

■■または D を押し、設定する項目のグループを 
選択します。 

• インストゥルメントパネル （1] 7ページ） 

• イルミネーション （122 ぺージ） 

•シャリョウ （126 ページ） 

• コンフオート （129 ぺージ） 


知識 

走行中でわ設定を変更することびでさますび、安 
全のため、必ず停車中に操作してください。 
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□ 各種設定項目の初期化画面 


セッティチ 

コウシ''ヨウシユッカシ''ノ 
セッティニ 
リセットシ7スカ？ 

R ホ 'タンテ'' 力たンシマス 


各グループ内のすべての項目を工場出荷時の設定 
に初期化する(戻す)ことびでさます。 

(下の手順で操作します。 

1各種設定メイン画面び表示されるまで、ま 
たは!^を巧します。 

2リセットボタンを約3秒間押し続けると、上記 
の初期化画面び表示されます。 


田 各種設定項目の初期化完了画面 


セッティチ 

コウシ''ョクシユッカ 
シ''ノセツテイニリセットシマス 


3初期化画面の表示中(約己秒(内)に、わラ]度 U 
セットボタンを押すと、初期化を実行し、上記 
の初期化完了画面び表示されます。 


知識 

• 初期化画面び表示されてから約己秒間リセット 
ボタンを押さずにいると、各種設定メイン画 
面旦に 切り替わります。 

• 走行中にリセット操作をしても、安全のため、 
初期化されない項目びあります。 
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グループ 別の項目初期化 

インストウルメントパネル、イルミネーション、 
シャリョウ、コンフオートの各グループごとの項 
目を工場出荷持の設定に初期化する(戻す)ことびで 
さます。 

(下の手順で操作します。 


(下の例では、イルミネーショングループを初期 

化する手順を説日月しています。 

1各種設定メイン画面 旦を 表示させます。 

2 U を押して、設定グループ選択画面 0 を表示 
させます。 

3 ■■または D を押して"イルミネ-ション"に反転表示 
を合わせます。 

4巨 a または区 J を押して、いずれかの設定項目 
画面を表示させます。 

己リセットボタンを約3秒間押し続けると、初期 
化画面び表示されます。 

6初期化画面の表示中(約己秒(内)に、わラ]度リ 
セットボタンを押すと初期化を実行し、初期化 
完了画面び表示されます。 


知識 

初期化画面び表示されてから約已秒間 U セツトボ 
タンを押さずにいると、設定グループ選択画面 0 
に切り替わります。 
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インストウルメントパネル 


且 



IBB または!^を巧すと上記のよラに画面び切り替わります。 

※上記の内容は取扱説日月書作成時点のわので、予告なく変更されることびあります。 
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B 各種設定メイン画面 

セツテイ 

リセット： 

R ホ''タンヲ3ヒ'ヨウオス 


メイン画面を表示させる 

エンジンスイツチび1か2の位置のとさ表示され 
ます。 

各種設定メイン画面び表示されるまで、圍また 
は BM を巧します。 


0 設定グループ選択画面 


セツテれ 


インストウルメント ハ。 ネル 


イルミネ-ション 
シャリョウ 
コンフオ-卜 



設定グループ選択画面を表示させる 

各種設定メイン画面 回 表示中に0を押して設定 
グループ選択画面を表示させます。 

設定グループを選択ずる 

1■■または〇を押して反転表示を移動させ、 
設定グループ(インストウルメントパネル)を選 
択します。 

2選択したグループ名を確認し、巨 a を押すと、 
選択したグループ内の最初の項目設定画面 D び 
表示されます。 









マルチフアンクシヨンディスプレイ 
各種設定の項目画面 

設定項目画面で数値や設定を変更でさます。 

Eg または区 a を押すと、次の設定画面び表示され 
ます。 

層 BJ または 面11 を巧すと、次のメイン画面び表示さ 
れます。 


D 時計表示 


12 24シ、'カンヒヨウシ、' 


12シ''カンヒヨウシ 


24シ、'カンヒヨウシ'' 


時計の表示方法を切り替えることびでさます。 

] 2時間表示、24時間表示のいずれかを選択し 
ます。 

■■または〇を押して反転表示部分を移動します。 


{な全のために 安全装備 


運輯する 
前に 


運転ずる 
とを 


快適- 
室内装備 


万-のとさ 


点検と整備 


ヴ—ビス K — 夕 こんなとさは 










マルチフアンクシヨンディスプレイ 

0 温度表示単位 


オント '' ヒヨウシ'' 

巧 

。|::: 


温度表示の単位を切り替えることびでさます。 

摂氏(で）表示、華氏 fF ) 表示のいずれかを選択し 
ます。 



■■または〇を押して反転表示部分を移動します。 


B スピードメーター表示単位 


テ''ィ スフ。 レイノアタイ/\ 


km 


7イル 


走行速度の表示単位を切り替えることびでさます。 
km ( km / h ) 表示、マイル表示のいずれかを選択し 
ます。 


■■または〇を押して反転表示部分を移動します。 


ま意！ 

速度の出しすざを防ぐため、必ず km ( km / h ) 表示 
で使用してください。 _ 


_知識_ 

] マイルは約1 .6 km です。マイルを選択すると卜 
U ップメーターわマイル表示になります。_ 











マルチフアンクシヨンディスプレイ 
II ディスプレイ表示言語 


テキストヒヨウシ'' 


ENGLISH 




ディスプレイに表示する言語(日本語/英語)を切 
り替えることびできます。 

ニホン]''、 ENGLISH のいずれかを選択します。 


■■または〇を押して反転表示部分を移動します。 


回 ディスプレイ左下の表示 


ヒヨウシ、' センタク 

ソク ト、、 


イキオント 


ディスプレイ左下に表示する内容を切り替えるこ 
とびでさます。 

ソクド（走行速度)、力'' イキオンド（外気温度)のいずれか 
を選択します。 

■■または〇を押して反転表示部分を移動します。 


{な全のために 安全装備 


運輯ずる 
前に 


運転ずる 
とを 


快適. 
室内装備 


万-のとさ 


点検と整備 


ヴ—ビス K — 夕 こんなとさは 











マルチフアンクシヨンディスプレイ 


イルミネーシヨン 



IBB または!^を巧すと上記のよラに画面び切り替わります。 


※上記の内容は取扱説日月書作成時点のわので、予告なく変更されることびあります。 
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マルチフアンクシヨンディスプレイ 

設定グループ選択画面を表示させる 

1各種設定メイン画面を表示させます （1] 4ペー 
ジ)。 

2各種設定メイン画面 旦 表示中に巨 a を押して設 
定グループ選択画面 13 を表示させます。 

設定グループを選択ずる 

1■■または〇を押して反転表示を移動させ、 
設定グループ(イルミネー シヨ ン)を選択します。 
2選択したグループ名を確認し、巨 a を押すと、 
選択したグループ内の最初の項目設定画面 D び 
表示されます。 


〇へッ ドランプの点巧 


ランフ°スイッチング 
へット、、 ラン r オフ 


ツネニテントウ 


へッドランプの点な設定を切り替えることびでさ 
ます。 

■■または〇を押して反転表示部分を移動します。 

にユアル 

一般的な設定です。ヘッドランプなどを点灯する 
ときはランプスイッチを操作します。 

ツネニテントウ 

エンジンを始動すると、ヘッドランプ(□ービーム) 
などび常に点灯します。 
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{な全のために 安全装備 


運輯ずる 
前に 


運転ずる 
とを 


快適. 
室内装備 


万-のとさ 


点検と整備 


ヴ—ビス K — 夕 こんなとさは 








マルチフアンクシヨンディスプレイ 


知識 

-常時点なモード(ッにテントウ)で自動的に点灯する 
ランプは、ヘッドランプ(□ービーム)、車幅灯、 
テールランプ、ライセンスランプです。その他 
のランプを点灯するとさは、各スイッチを操作 
してください。 

• 常時点灯モードは、走行中の昼間点灯び義務づ 
けられている国に対応しています。曰本では 
IマIユアル"に設定して使用してください。 


田 □ケイターライティング 


□ケイタ-ライティング 


ON 


OFF 


□ケイターライティングの点灯設定を切り替える 
ことびでさます。 

ra または〇を押して反転表示部分を移動します。 

ON 

リモコン操作でドアを解錠すると、ヘッドランプ 
の車幅灯、テールランプ、ライセンスランプ、フ 
オグランプ、ドアミラーランプび点なします。 

OFF 

□ケイターライティングは作動しません。 
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マルチフアンクシヨンディスプレイ 


U 車外ランプ消な遅延時間 


I へツト、、 ランフ。 

ショウトウ巧''ノ 


チェン 

シ''カン 

60 

ヒ、'ヨウ 


45 

ヒ、'ヨウ 

□ 

■30 

ヒ''ヨウ国 

H 

15 

ヒ、'ヨウ 


0 

ヒ''ヨウ 



周囲び暗いときにエンジンを止めると、車外ラン 
プび一定時間点灯します。 

ランプび消なするまでの時間を設定することびで 
さます。 

■■または〇を押して反転表示部分を移動します。 

60、45、30、1己ヒ、、ヨウ 

それぞれの時間経過後に、車幅な、テールランプ、 
ライセンスランプ、フオグランプび消なします。 


〇ヒ''ヨウ 

消な遅延機能は作動せず、すぐに消灯します。 
詳しくは （1 63ページ)をご覧ください。 


□ ルームランプ消'灯遅延時間 




マテ、、 ノ 



ルームランプには消灯遅延機能を備えています。 
ルームランプび消灯するまでの時間を設定するこ 
とびでさます。 

■■または〇を押して反転表示部分を移動します。 

20、1己、10、己ヒ、'ヨウ 

それぞれの時間経過後に、ルームランプび消灯し 
ます。 

〇ヒ''ヨウ 

消な遅延機能は作動せず、すぐに消なします。 
詳しくは (2 日]ページ)をご覧ください。 


於チウウ 0 ウウ 

3 3 B 3ヨ 

ヒヒ G ヒヒ 
ル05团50 

21n 


{な全のために 安全装備 


運輯ずる 
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運転ずる 
とを 


快適. 
室内装備 
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点検と整備 
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マルチフアンクシヨンディスプレイ 


シヤリヨウ 


旦 



IBB または!^を巧すと卜記のよラに画面び切り替わります。 

※上記の内容は取扱説日月書作成時点のわので、予告なく変更されることびあります。 
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マルチフアンクシヨンディスプレイ 


設定グループ選択画面を表示させる 

1各種設定メイン画面を表示させます （1] 日ペー 
ジ)。 

2各種設定メイン画面 旦 表示中に巨 a を押して設 
定グループ選択画面 13 を表示させます。 

設定グループを選択ずる 

1■■または〇を押して反転表示を移動させ、 
設定グループ(シャ U ョウ)を選択します。 

2選択したグループ名を確認し、巨 a を押すと、 
選択したグループ内の最初の項目設定画面 D び 
表示されます。 


□ ラジオの選局方法 


才ーテ''イオトト'' テ''ノ 
センキョクホ''タンキノウ 


シュハスウトチ 


フ°リセットメモリ 


ラジオの選局方法(受信周波数/プ U セット番号 
順)を切り替えることびできます。 

■■または〇を押して反転表示部分を移動します。 

シュハスウトチ 

放送局の受信周波数によって順次選局します。 

つ 。リセットメモリ 

プリセットされた放送局を番号順に選局します。 


{な全のために 安全装備 


運輯ずる 
前に 


運転する 
とを 


快適. 
室内装備 


万-のとさ 


点検と整備 


ヴ—ビス K — 夕 こんなとさは 









マルチフアンクシヨンディスプレイ 


0 車速感応ドア□ック 


才-トマチック 
卜、、アロック 


ON 


OFF 


車速感応ドア□ックは、走行速度び約]己 km / hli ( 
上になると、ドアとテールゲートを自動的に施錠 
する機能です。この機能の設定を切り替えること 
びでさます。 

■■または〇を押して反転表示部分を移動します。 

ON 

車速感応ドア□ック機能び作動します。 

OFF 

車速感応ドア□ック機能は作動しません。 

詳しくは (66 ページ)をご覧ください。 
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7 ルチフアンクシヨンディスプレイ 
コンフオート 


B 



IBB または!^を巧すと上記のよラに画面び切り替わります。 

※上記の内容は取扱説日月書作成時点のわので、予告なく変更されることびあります。 
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{な全のために 安全装備 


運輯ずる 
前に 


運転ずる 
とを 


快適* 
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マルチフアンクシヨンディスプレイ 


設定グループ選択画面を表示させる 

1各種設定メイン画面を表示させます （1] 4ペー 

2各種設定メイン画面 旦 表示中に U を押して設 
定グループ選択画面 0 を表示させます。 

設定グループを選択ずる 

1■■または〇を押して反転表示を移動させ、 
設定グループ(コンフオート)を選択します。 

2選択したグループ名を確認し、区3を押すと、 
選択したグループ内の最初の項目設定画面 〇 び 
表示されます。 


〇 エントランスヘルプ 


エントランスヘルフ。 

サトぐウ 


OFF 


ステアリンク、、コラム 


運転席への乗り降りを容易にするため、エントラ 
ンスヘルプ機能を備えています。この機能の設定 
を切り替えることびできます。 

ra または〇を押して反転表示部分を移動します。 

OFF 

エントランスヘルプ機能は作動しません。 

ステアリング]ラム 

ステアリングび上方に移動します。 

詳しくは (67 ページ)をご覧ください。 







マルチフアンクシヨンディスプレイ 
0 設定項目のキー対応 


キ-こタイが 


ON 


OFF 


各種設定の全項目の設定を、それぞれのキーごと 
に対応(記憶)させることびできます。日 N にすると、 
差し込んでいるキーに現在の設定び記憶されます。 

ra または〇を押して反転表示部分を移動します。 

ON 

差し込んでいるキーに設定を対応(記憶)させます。 


OFF 

異なるキーを使用してわ、設定は変わりません。 


B 後退時の助手席ドア S ラーの角度 


ミラ-チョウセイ 
リ ハ、、ー スキ、、アノトキ 


ON 


OFF 


車の後退時に、助手席側ドアミラーをあらかじめ 
設定した角度に調整する機能を切り替えることび 
でさます。 

■■または〇を押して反転表示部分を移動します。 

ON 

後退時に助手席ドア S ラーび設定された角度にな 
ります。 

OFF 

後退時に助手席ドア S ラーの角度は変わりません。 
詳しくは (94 ページ)をご覧ください。 


{な全のために 安全装備 
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快適. 
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マルチフアンクシヨンディスプレイ 


百 トリップコンピューター表示 


旦 



B ショートトリップメーター 

エンジンスイッチび1か2の位置のとさ表示され 
ます。 

卜 U ップコンピューター表示メイン画面(ショート 
トリップメーター)び表示されるまで、 IBB または 
BM を巧します。 

Q □ングトリップメーター 

1ショートトリップメーター 0 を表示させます。 

2 Ea を押し、□ングトリップメーター 0 を表示 
させます。 

ショートト U ップメーター 旦 は、エンジンを始動し 
たときを起点として情報を表示します （ "スタ-トカラ"）。 

□ングトリップメーター 13 は、トリップメーター 
をリセットしたとさを起点として情報を表示しま 
す（"リセットカラ"）。 

表示する情報項目はいずれち同じです。 

①走行距離 ( km ) 

③経過時間 ( h ) 

③ 平均速度 ( km / h ) 

④ 平均燃費 ( km / I ) 
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マルチフアンクションディスプレイ 

ショートトリップメーターのリセット 

エンジンスイッチを0の位置にしてから、または 
キーを抜さ取ってから約4時間経過すると、ショー 
トトリップメーターは自動的に U セットされます。 
手動でリセットするときは、ショートト U ップメー 
ターの表示中にリセットボタンを押して、「日 km 」 
を表示させます。 

□ングトリップメーターのリセット 

U セットボタンを押さない限り、 U セットされま 
せん。 

U セットするとさは、□ングトリップメーターの 
表示中にリセットボタンを押して、「日 km 」 を表 
示させます。 


0 走行可能距離 

1トリップコンピューター表示メイン画面 0 を表 
示させます。 

2区 a を押し、走行可能距離を表示させます。 

エンジンスイッチが2の位置のとさ表示されます。 
現在の燃料残量で走行可能なおよその距離を計算 
し、予測値として表示します。 


ま意！ 

走行可能距離は、現在までの平均燃費と残り燃料 
から計算した予測値です。今後の走行状況に応じ 
て大さく変動することがありますので、燃料計を 
確認し、早めに給油して<ださい。燃料残量の表示 
わ、実際の残量とは誤差を生じることびあります。 


知識 

残り燃料び少ないときは、" - R - km " と表示さ 
れることびあります。 

\ _ _ 
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マルチフアンクシヨンディスプレイ 


因 電話 



フ□ントアームレスト上段のル物入れ （2 日8ペー 
ジ)内のコネクターに携帯電話を接続して、電話の 
発信/受信び出来ます。 


ステアリングスイツチの操作 

着信時に®通話開始ボタンを押すと、電話を受 
けることびできます。^通話終了ボタンを押す 
と電話を切ることびできます。 

ステアリングスイツチで電話をかける 

メモリーしてある電話番号に電話をかけることび 
でさます。 

1電話画面表示中に、 eg または区 a を押して、電 
話をかける相手先のメモリー番号を選択します。 
2 ^通話開始ボタンを押すと、電話をかけるこ 
とびでさます。 

詳細については、別冊「マルチファンクシヨンコ 
ント□ーラー」の取扱説明書をお読みください。 










運拓するとを 


エンジンスイッチ 136 

エンジンの始動と停止 1 3 S 

オートマチックトランスミッション 139 
ノ くーキング□ックの解除 142 

オートマチック車の運転 143 

デファレンシャル□ック 147 

トランスファーケース 1已1 

オフ□ー ドでの走巧 1已4 

ランプ 161 

方向指示 16已 

非常点滅 ： CT 166 

ワイパー 167 


リアワイ パー 

へッ ドランプウオッシャー 

，駐車ブレーキ 

ブレーキ 

ABS 

BAS 

4 ETS 

ESP ® 

クルーズコントロール 
可変スピードリミッター 
パークト□ニック 
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エンジンスイッチ 


エンジンスイッチ 



①：キーを差し込む/抜き取る位置 
③：エンジンを停止したまま電気装備の一部を使 
用するとさの位置 

③ ：走行するときの位置 

すべての電気装備び使用でさます(ノ くーキング 
ランプを除<)。 

④ ：エンジンを始動する位置 

エンジンスイッチをいったん③の位置までま 
わして手を放せば、自動的にスターターびま 
わり、エンジンび始動します。 


A 警告 

ごく短時間でも、車か S 離れるとさはエンジンス 
イッチからキーを巧いてください。また、子供び 
乗車している場合は一緒に降ろしてください。い 
たずらか!5車の発進、乂災などの事故び発生ずる 
おそれがありまず。また、炎天下では車内び非常 
に高温になり、熱射病や脱水症状を起こずおそれ 
ちありまず。 

Vs^ 一 


ステアリング□ック 

エンジンスイッチからキーを抜くとステアリング 
び□ックされ、キーを差し込むとステアリングの 
□ックび解除されます。 






エンジンスイッチ 


注意!_ 

•走行中にエンジンを止めないでください。エン 
ジンブレーキび効かな<なります。また、ステ 
アリングの操作に非常に大さな力び必要になり 
ます。 

• エンジンスイッチに エマー ジェンシーキーを差 
し込むことはでさません。 

•バッテリーあびりを防止するために、駐車時 
は必ずエンジンスイツチからキーを抜いてく 
ださい。 


知識 

-セレクターレバーび la に入っていないときは 
キーを抜くことびでさません。 

• キーを抜かずに⑩の位置で長時間放置している 
と、キーびまわせな<なることびあります。こ 
のとさは、キーをいったん抜さ、再度差してか 
らまわしてください。 

• キーの発信部びカバーされていたり巧れている 
と、エンジンを始動でさなくなります。 


{な全のために 安全装備 


運乾ずる 
前に 


運転ずる 
とを 


快適- 
室内装備 
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点検と整備 
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エンジンの始動と停止 


エンジンの始動と停止 


エンジンを始動ずるとき 

1駐車ブレーキび確実に効いていることを確認し 
てください。 

2セレクターレバーび ra に入っていることを確 
認してください。 

3確実にブレーキペダルを踏みます。 

4アクセルペダルを踏まずにエンジンスイッチに 
キーを差し込み、③の位置までまわして手を放 
します。 


迂局！ 

-エンジンは、セレクターレバーび IJl に入って 
いるとさち始動でさますび、安全のため、必ず 
セレクターレバーを la に入れ、ブレーキぺダ 
J レを踏んで始動してください。 

• かしでわ車を動かすとさはエンジンを始動して 
ください。エンジンび停止していると、ブレー 
キやステア U ングの操作に非常に大さな力び必 
要になります。 


知識 

ランプやエアコンディショナーなど、バッテリー 
の負担になる装置のスイッチをオフにしておくと 
始動性び良くなります。 


エンジンを始動できないとき 

エンジンを始動でさないとさは、指定サービスェ 
場に連絡してください。 


知識_ 

•始動できないときは、いったんキーを⑩の位置 
まで戻してから再始動してください。 

-セレクターレバーが la かに入っているこ 
とを確認してください。 


エンジンを停止ずるとさ 

1車を完全に停止させます。 

2ブレーキペダルを踏んだまま、駐車ブレーキレ 
バーを確実に引き、セレクターレバーを la に 
入れます。 

3エンジンスイッチを⑩の位置にします。 

4 ブレーキ ペダルから足をゆっくり放します。 


迂局！ 

水温び高めのとさは、少しの間アイドリング状態 
でエンジンを冷却してから、エンジンを停止して 
ください。 


A 警告 

車を駐車ずるときは、トランスファーを （ N ) の位 
置にしないでください。 















オートマチックトランスミッション 


オートマチックトランスミッション 



マルチフアンクシヨンディスプレイにシフト位置 
び表示されます。 


151パーキング 

駐車およびエンジン始動/停止の位置 

旧リバース 

後退するとさの位置 

■ J 1 ニュートラル 

動力び伝わらない位置 

巧したり、けん弓 I されることで車を移動できます。 



メーターパネルのシフト位置表示 


ra ドライブ 

走行するとさの位置 
1速〜己速の範囲で自動的に変速します。 


知識 

エンジンスイッチび2の位置で、なおかつブレーキ 
ペダルを踏んでいないと、セレクターレバーを 
■ a から動かすことはでさません。 

V_^ 


[ 139 ] 




{な全のために 安全装備 


運輯ずる 
前に 


運転する 
とを 


快適. 
室内装備 


万-のとさ 


点検と整備 


ヴ—ビス K — 夕 こんなとさは 














才ートマチックトランスミツシヨン 



テイツプシフト 

1〇の位置で©または©の方向にセレクターレバー 
を動かすと、〇から〇のレンジを選択すること 
びでさます。 


A 警告 

シフトダウンによる急激なエンジンブレーキを効 
かせないでください。タイヤがスリップして車の 
コント□ールを失い、事故を起こずおそれびあり 
まず。 

>- * 


1速ギアに固定されます。 

1速〜2速の範囲で自動的に変速します。 
1速〜3速の範囲で自動的に変速します。 
1速〜4速の範囲で自動的に変速します。 







オートマチックトランスミッション 


知識 

-シフトインジケーターに表示される数字は選択 
したレンジを示しており、実際のギアを示すわ 
のではありません。 

•セレクターレバーを©側に押し続けると 、 m 
に入ります。また、©側に押し続けると、順次 
シフトダウンし、車速に応じてエンジンブレー 
キで減速されます。 

-シフトインジケーターの表示び|〇のときにセ 
レクターレバーを©の方向に押すと、車速やエ 
ンジン回転数に応じてシフトアップされます。 

•セレクターレバーを©の方向に押すと、車速 
やエンジン回転数に応じてシフトダウンされ 
ます。 

•セレクターレバーを©の方向に押して保持する 
と、そのとさ、加速や減速に最わ適したレンジ 
び選択され、シフトインジケーターに表示され 
ます。 

• トランスファーび" hHGH "( H ) の位置にあり、加 
速時にエンジンの許容回転数（レッドゾーン)を 
超えるよラなときは、自動的にシフトアップさ 
れます。 


ま意！ 

トランスファーび" L 日 VV "( L ) の位置のときはシフ 
トアップされないため、エンジンの許容回転数を 
超えないよラにしてください。 


{な全のために 安全装備 


運乾ずる 
前に 


運転ずる 
とを 


快適* 
室内装備 


万-のとさ 


点検と整備 


ヴ—ビス K — 夕 こんな户 
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パーキング□ックの解除 


パーキング□ックの解除 



オートマチックトランス S ッシヨンのセレクターレ 
バーを la の位置から動かせないとさは、 liTF の 
方法で動かすことびでさます。 

故障時に車をけん引されるとさなどにパーキング 
□ックを解除します。 


1ドライバーなどをシフト表示の ■ ra + マーク 
下に差し込み、矢印の方向に押します。 

2巧したままセレクタ~レバ~を la から動かし 
ます。 
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注意！ 

-この方法でセレクターレバーを動かせないとさ 
は、指定ヴービスエ場に連絡してください。 
•セレクターレバーを動かすことびでさたとさで 
わ、指定サービスエ場で点検を受けてください。 

_ ゾ 





オートマチック車の運転 


才ートマチック車の運転 


運転する前にオートマチック車の特性を理解し、 
正しい操作をしてください (26 ページ)。 

オートマチック車の特性 

クリープ現象：エンジンび回転しているときに、 
セレクターレバーを1〇か13に入れてブレーキぺ 
ダルから足を放すと、アクセルペダルを踏まな< 
ても車びゆっくりと動き出します。これをクリー 
プ現象といいます。 

キックダウン：走行中にアクセルペダルをいっぱ 
いに踏み込むと、自動的に低速ギアに切り替わり、 
エンジンの回転数び上びります。これをキックダ 
ウンといいます。これを利用すると、車を素早く 
加速させることびできます。 


発進 

1エンジンを始動します。 

2ブレーキペダルを踏んで、踏みしろや踏みごた 
えを確認します。 

3ブレーキペダルを踏んだまま、セレクターレバー 
を走行位置 ra に入れます。 

' A 警告 ^ 

アクセルペダルを踏んだ状態でセレクターレバー 
を操作しないでください。車が急発進ずるおそれ 
びありまず。 _^ 

4駐車ブレーキを解除します。 

己ブレーキペダルを徐々に戻して、アクセルぺダ 
ルをゆっくり踏み込みます。 


注意！ 

急な坂道で発進するとさは、駐車ブレーキを効か 
せたままブレーキペダルから足を放し、アクセル 
ペダルをゆっくりと踏んで、車び動さ出すのを確 
認してから駐車ブレーキを解除して発進してくだ 
さし、。 


{な全のために 安全装備 


運乾ずる 
前に 


運転ずる 
とを 


快適- 
室内装備 


万-のとさ 


点検と整備 


ヴ—ビス K — 夕 こんなとさは 










オートマチック車の運転 


通常走行 

通常はセレクターレバーを1〇にして走行します。 
アクセルペダルの踏み加減や車速に応じて、自聲 
的に変速び行なわれます。 


A 警告 

走行中はセレクターレバーを■堂に入れないで 
<ださい。エンジンブレーキが効かないため、 
事故の原因になったり、トランスミッションを 
損傷ずるおそれびありまず。 


知識 

•エンジンび冷えているときは、より高いエンジ 
ン回転数でシフトアップび行なわれます。 

-アクセルペダルを踏んでいるとさにブレーキぺ 
ダルを踏むと、エンジン回転びアイド U ング回 
転になるモデルびあります。 


素早く加速したいとき 

アクセルペダルをいっぱいに踏み込むと、キックタ 


ウンし、素早く加速します。 


坂道走行 
上り坂の走巧 

坂の勾配に応じてテイップシフトで低いギアのレン 
ジを選択しておくと、エンジン回転数の変化び少 
ない、なめらかな走行びでさます。 

下り坂の走巧 

下り坂を通常走行の位置 ra で走行すると、エン 
ジンブレーキび効かず、速度び出すざることがあ 
ります。このよラなときは、坂の勾配に応じてテ 
イップシフトで低いギアのレンジを選択し、エン 
ジンブレーキを効かせなびら走行します。 

エンジンブレーキ：走行中、アクセルペダルを戻 
したとさに発生するエンジン内部の抵巧をエンジ 
ンブレーキといいます。低速ギアのとさほど効さ 
び強くなります。 

' A 警告 ' 

-長い下り坂や急な下り坂ではぶ^ずエンジンブレー 
キを併用してください。ブレーキペダルを踏み 
続けたり、急ブレーキを繰り返ずと、ブレーキ 
び効かな< なるおそれびありまず。 

• シフトダウンによる急激なエンジンブレーキを 
効かせないで<ださい。タイヤがスリップして 
車のコント□ールを失い、事故を起こずおそれ 
びありまず。 
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オートマチック車の運転 


滑りやずい路面での操作 

デフアレンシャル□ックをオンにし （147 ページ)、 
急加速や急減速を避けた運転を/びけてください。 


A 警告 

シフトダウンによる急激なエンジンブレーキを効 
かせないで<ださい。タイヤがスリップして車の 
コント□ールを失い、事故を起こずおそれびあり 
まず。 


迂局！ 

シフトダウン操作を行なラとエンジンの許容回転 
数（レッドゾーン)び許容限度を超えるときは、セ 
レクターレバーを動かしてもシフトダウンされま 
せん。 

V_^ 


停車 

セレクターレバーを1〇に入れたままブレーキぺ 
ダルを踏みます。 

やむを得ず停車び長くなるとさは、駐車ブレーキ 
を確実に効かせ、セレクターレバーを la に入れ 
ます。 


A 警告 

停車中は空ぶかしをしないでください。万ーセレ 
クターレバーび|〇か13に入ると、車び急発進 
して重大な事故を起こずおそれびありまず。 


注意！ 

•急な上り坂での停車時、後退しよラとする車を 
アクセルペダルを踏むことにより停止状態を保 
たないでください。トランスミッションが損傷 
するおそれびあります。 

• 停車中はブレーキペダルを確実に踏み、クリー 
プ現象(26、 ] 43ページ)で車び動かないように 
してください。 

-車び完全に停止しないラちにセレクターレバー 
を la に入れないでください。トランスミッショ 
ンび損傷するおそれびあります。 


{な全のために 安全装備 


運乾ずる 
前に 


運転ずる 
とを 


快適- 
室内装備 


万-のとさ 


点検と整備 


ヴ—ビス K — 夕 こんな户 
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オートマチック車の運転 


駐車 


1 


ブレーキ ペダルを踏み込んだまま、 
キを確実に効かせます。 


駐車ブレー 


2セレクターレバーを 13 に入れます。 

3エンジンスイッチを0の位置にして、キー 
さます。 


4ブレーキペダルから足をゆっくり放します。 


A 警告 

•車を駐車ずるときは、トランスファーを （ N ) の 
位置にしないでください。 

-車を離れるときはセレクターレバーを la に入 
れ、必ず駐車ブレーキを効かせてください。セ 
レクターレバーを la に入れただけでは十分な 
ブレーキ効果び得られず、坂道などで車が動き 
出ずおそれびありまず。 


注意！ 

•急な坂道で駐車するとさは、駐車ブレーキを確 
実に効かせてください。さらに輪止めをしてく 
ださい。 

•短持間でわ車から離れるとさは、子供だけを車 
内に残さないでください。また、ウインドウや 
スライディングルーフを閉じ、ドアを施錠して 
ください。 


エマーシェンシー t —卜 

トランスミッションに異常び発生し、自動変速び 
でさな<なったとさは、自動的にエマージェンシー 
モードに切り替わることびあります。この場合、 
じ(下の方法でギアを2速とリノくースに入れること 
びでさるよラになり、走行でさる場合びあります。 
安全な場所まで移動して指定サービスエ場に連絡 
してください。 

エマージェンシーモードでの走巧 

1安全な場所に停車し、セレクターレバーを la 
に入れます。 

2エンジンを停止し、約]日秒間待ちます。 

3エンジンを始動します。 

4前進時は1〇に、後退時は ra にセレクターレ 
バーを操作します。 

ra に入れると 2 速ギア、 ra に入れるとリバ~ 
スに固定されます。 


ま意！ 

• 2速や U バースに変速でさなかったり、変速で 
さても走行でさないとさは、指定サービスエ場 
に連絡してください。 

•エマージェンシーモードで走行するとさは、動 
力性能が大さく制限されます。十分に注意して 
走行し、指定サービスエ場で点検を受けてくだ 
さし、。 
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デフアレンシャル□ツク 


デフアレンシャル□ツク 



デフアレンシャル□ックは、オフ□ードや雪道走 
行時、あるいは脱輪などで片輪び空転し車び動け 
なくなった場合などに、脱出を容易にする緊急時 
の装置です。 

スイツチはインストルメントノ くネルにあります。 


①センターデフアレンシャル□ックスイッチ 
③ U アアクスルデフアレンシャル□ックスイッチ 

③ フ□ントアクスルデフアレンシャル□ックスイ 
ッチ 

④ 表示な(黄） 

⑥作動表示灯(ホ） 

デフアレンシャル□ックは、センター- ► u アアク 
スルーフ□ントアクスルの順序でのみ、スイッチ 
をオンにすることびでさます。 

デフアレンシャル□ックをオンにすると、 A 目 S 、 
目 AS 、 ESP び解除されます。 


{な全のために 安全装備 


運乾ずる 
前に 


運転ずる 
とを 


快適- 
室内装備 


万-のとさ 


点検と整備 


ヴ—ビス K — 夕 こんなとさは 










デフアレンシャル□ツク 



前輪の片側び空転しているとさ後輪の片側び空転しているとさ 


デファレンシャル□ックの機能 

デフアレンシャル□ックは、センターデフ、リア 
デフ、フ□ントデフを□ックすることにより、空 
転した車輪(外の車輪に駆動力を伝える機能です。 

じ TF のときにスイッチを操作して、デファレンシャ 
ル□ックをオンにしてください。 

•岩石路や脱輪時など、片輪び宙に浮さ、走行で 
さなくなった場合 

•片輪び雪上にあり、他の車輪びアスファルト上 
などで脱出でさなくなった場合 
脱出後は、ただちにデフアレンシャル□ックを解 
除して < ださい。 



前後輪の片側び空転しているとさ 


デフアレンシャル□ックの使いかた 


前輪の片側び空転しているとさ 

センターデフアレンシャル□ックをオンにします。 
後側の2輪に駆動力び伝わります。 

後輪の片側が空転しているとさ 

センターデフアレンシャル□ックと U アアクスル 
デフアレンシャル□ックをオンにします。空転し 
ていない他の3輪(前側の2輪と後輪の片輪)に駆動 
力び伝わります。 


前後輪の片側び空転しているとさ 

すべてのデフアレンシャル□ック（センターデフア 
レンシャル□ック、 U アアクスルデフアレンシャル 
□ック、フ□ントアクスルデフアレンシャル□ッ 
ク）をオンにします。空転していない他の2輪(前輪 
の片側と後輪の片側)に駆動力び伝わります。 


























































デフアレンシャル□ツク 


デフアレンシャル□ックをオンにずる 

車輪び空転していないとさに、車輪を直進状態に 
してから、デフアレンシャル□ックのスイッチを 
押します。 

スイッチの下側の表示灯と ra ESP 表示灯び点灯 
します。 


デファレンシャル□ックび機械的に作動すると、 
A 目 S 、 目 AS 、 ESP び解除され、スイッチ上側の作 
動表示灯と画 IA 目 S 警告なわ点灯し、マルチファ 
ンクションディスプレイに " A 目 S A シヨウテ''巧セン□ッ 
クカ'' サドウシテイの"と表示されます。 


知識 

スイッチを押してから機械的に作動するまでは、 
若干の時間差びあります。_ 


※上記の内容は取扱説明書作成時点のわので、予 
告なく変更されることびあります。 


デファレンシャル□ックを解除ずる 

車輪を直進状態にしてから、デファレンシャル □ 
ックのスイッチを押します。スイッチ下側の表示 
灯び消灯します。 

デファレンシャル□ックび機械的に解除されると、 
スイッチ上側の作動表示灯と ra 、 画！び消灯し、 
マルチファンクシヨンディスプレイの表示び消え 
ます。 


{な全のために 安全装備 


運乾ずる 
前に 


運転ずる 
とを 


快適- 
室内装備 


万-のとさ 


点検と整備 


ヴ—ビス K — 夕 こんなとさは 






デフアレンシャル□ツク 


知識 

•デファレンシャル□ックは、□ックするときと 
は逆の順序で解除されます。 

• リアアクスルのデファレンシャル□ックを解除 
すると、フ□ントアクスルデファレンシャル □ 
ックび自動的に解除されます。 

• センターデファレンシャル□ックを解除する 
と、すべてのデフアレンシャル□ックび自動的 
に解除されます。 


-スイッチを押してから機械的に解除されるまで 
には、若干の時間差びあります。 



ノ 

注意！ 

\ 


• デフアレンシャル □ ックをオンにするとさは、 
速度を歩く程度まで落としてください。 


• デファレンシャル□ックをオンにするときは、 
必ず車輪び空転していないことを確認してくだ 
さい。車輪び空転しているときにオンにすると、 
車び思わめ方向に飛び出すおそれびあります。 

-デファレンシャル□ックは緊急時の脱出などに 
使用した後はただちに解除してください。駆動 
装置を損傷するおそれびあります。 

• デファレンシャル □ ックを解除しても作動表示 
巧び消灯しないとさは、ステアリングを大さく 
切らないでください。駆動装置を損傷するおそ 
れびあります。 
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• 車を 一 軸シャシーダイナモ上で動かすときは、 
必ず駐車ブレーキを確実に効かせ、短時間であ 
つても駆動アクスル(外を持ち上げるか、プロ 
ペラシャフトを外してください。このとき、セン 
ターデフアレンシャル□ックを必ずオンにして 
ください。トランスファーケースを損傷するお 
それびあります。 


A 警告 

• 緊急時の脱出 LU 外は、雪道や凍結路でデフアレ 
ンシャル□ックを使用しないでください。また 
デフアレンシャル□ックをオンにしたときは、 
急発進をしないでください。車の向さび急に変 
わり事故につなびるおそれびありまず。 

• デフアレンシャル□ックをオンにしたまま舗装 
道路や固い路面を走巧しないでください。差動 
機構び □ ックされて左ち前輪が等速で回転ずる 
ので旋回時でも直進しようとずる力び強く作用 
し、急激に直進状態に戻るとさがあり、事故に 
つながるおそれびありまず。 














トランスファーケース 


トランスファーケース 



急勾配の走行や渡'巧持、トレーラーをけん引する 
とさなど、強い駆動力を必要とする場合は、トラ 
ンスファーを" L 日 VV" にします。 

" LOW "( L ) :オフ□-ド走行用で、 "HIGH"(H) に 
比べて速度び約 1/2 になります。 
" HUGH " ( H ) :一般道路走行用です。 



トランスファーケースの操作 


"川 GH "( H ) から" LOW "( L ) にずる 

1 車を停止してエンジンび回転しているとき、ま 
たは走行速度び約 4 日 km/hii (下のときにセレ 
クタ~レバ~を1^1に入れます。 

2 トランスファーケーススイッチの" L 日 W" を押し 
ます。シフトが完了すると、トランスファーケー 
スインジケーターに (L) と表示されます。 
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トランスファーケース 



" LOW "( L ) か 5" hnGH "( H ) にずる 

1車を停止してエンジンび回転しているとさ、ま 
たは走行速度び約7日 km/h じ(下のときにセレク 
夕~レパ~を Igi に入れます。 

2トランスファーケーススイツチの" HIGH" を押 
します。シフトび完了すると、トランスファー 
ケースインジケーターに (H) と表示されます。 


江局！ 

•マルチファンクシヨンディスプレイに "TC シフト 
シ''ヨウケンミタシテイナイ"などと表示された場合は、シ 
フトび行なわれていません。シフト操作をやり 
直して < ださい。 

•マルチファンクシヨンディスプレイに "TC 1 \ 
Iュ-トラル"と表示されたり、トランスファーケー 
スインジケーターに (N) と表示された場合は、卜 
ランスファーびニュートラルになつています。 
シフト操作をやり直してください。 

• マルチファンクシヨンディスプレイに"トランスファケ- 
ス シュウ IJ ヒツヨウ"と表示された場合は、システムが 
故障しています。ただちに指定サービスエ場 
で点検を受けてください。 










トランスファーケース 



けん引されるとさ 

けん引されるとさは、駆動装置の損傷を避けるた 
め、トランスファーをニュートラルにします。 

ニュートラルにずるとき 

1エンジンを停止します。 

2駐車ブレーキを確実に効かせます。 

3 ブレーキ ペダルを踏みます。 

4エンジンスイッチを2の位置にします。 

己セレクターレバーを堂に入れます。 

6トランスファーケーススイッチの" L 日 W" を4秒 
じ(上押します。トランスファーケースインジケー 
ターに (N) と表示されます。 


"LOW" または" HUGH" に戻ずとき 

1エンジンを停止します。 

2駐車ブレーキを確実に効かせます。 

3 ブレーキ ペダルを踏みます。 

4エンジンスイッチを2の位置にします。 

己セレクターレバーを堂に入れます。 

6トランスファーケーススイッチの" L 日 VV" または 
"HIGH" を4秒じ(上押します。トランスファーケー 
スインジケーターに （L) または （H) と表示され、 
駆動アクスルび接続されます。 


A 警告 

車を駐車ずるときは、トランスファーを （N) の位 
置にしないでください。オートマチックトランス 
ミッ シヨ ンのセレクターレノ f 一が ra の位置でち 
駆動アクスルが固定されないため、車が動さ出し、 
事故の原因になるおそれびありまず。 


知識 

トランスファーび (N) の位置にあり、駐車ブレーキ 
び解除された状態で運転席ドアを開くと、警告音 
び鳴り、マルチファンクシヨンディスプレイに 
"TC A こユ-トラル"と表示されます。 
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オフ□ードでの走行 


オフ□ー ドでの走巧 


自分の車の特性や操縦性を知ることにより、安全 
に目的地に到達することびでさます。悪路走行の 
前に練習走行をされることをお勧めします。 

オフ□ー ドを走行する前に Li (下の文章をよくお読 
み < ださい。 

1オフ□ー ド走行に入る前に、トランスファーを 
"LOW" 位置にしてください （ 1己]ページ)。 

2荷物は確実に収納または固定してください 
(7 己、76ぺージ)。 

3状況の把握でさない地形や路面では、最大限に 
ま意して走行してくださし、走行する前に、車か 
ら降りて危険びないことを確認してください。 

4低速でスムーズに走行し、常にホイールび地面 
に接していることを確認してください。 

己坂道はできるだけまっすぐに登り、まっすぐに 
降りて < ださい。 

6登りはじめと終わりはなだらかな斜面を選択し 
て走行してください。 

7下り坂では、走行中にエンジンを停止させたり、 
セレクターレバーを la に入れないでくださし、 

8やむを得ず渡巧するとさは、走行前にあらかじ 
め水深や地形を確認してください。 

9走行中に車をジャンプさせないでください。車 
体や駆動装置を損傷するおそれびあります。 


10高低差のある段差を乗り越える場合は、左ち両 
輪で乗り越えてください。車体や駆動装置を損 
傷するおそれびあります。 

11岩、穴、木の切り株、溝など、大さな障害物を避 
けて走行してください。 

12ドアウインドウとスランディングルーフは常に 
閉じておいて < ださい。 

13できるだけわだちの跡から外れないように走行 
してください。 

14ブレーキに泥巧れびないか点検してくださし、。 
また砂や±埃などびブレーキに入り込んでない 
か確認してください。緊急時に十分なブレーキ 
力び得られないおそれびあります。 

15オフ□ー ドを走行するときは、クルーズコント 
□ールを使用しないでください。 

16環境に配慮して走行し、自然破壊をしないでく 
ださい。 



オフ□ードでの走行 


オフ□ー ドを走^?ずる前に 

タイヤ：溝の深さと空気圧を点検してください 
(2 己7ページ)。損傷びないか点検し、小石などの 
異物び挟まっている場合は取り除いてください。バ 
ルブキャップび紛失している場合は、取りつけて 
ください。 

ホイール： U ムび歪んでいたりホイールに損傷び 
ある場合は、走行前に交換してください。 

車載工具：ジャッキび正常に動くか点検してくだ 
さい。万一のためにホイールナットキー、けん引 
用ケーブル、折りたたみ式スコップを車に積んで 
おいて < ださい。 

エンジンオイル：マルチフアンクシヨンディスプレ 
イでエンジンオイルレベルを点検し、"エンシ''ンオイル 
レ/ V' ルセイシ''ヨウ"と表示されることを確認してくださ 
い。このメッセージび表示されたときは、オフ□一 
ドの急坂を走行する場合でも、エンジンオイルの 
循環び確実に行なわれます。エンジンオイル量び 
少ないとさは必ず補給してください (2 已日ページ)。 


上り坂の運転 

•±手や斜面では、まっすぐに走行してくださし、。 
最大登坂能力は80%です。 

•急勾配に差しかかったときは、トランスファーを 
"LOW" 位置にしてください （ 1己]ページ)。 

• 必要に応じてデファレンシャル□ックをオンに 
してください （1 47ページ)。 

•急斜面を走行しているとさは、車を旋回させな 
いでください。車び横転するおそれびあります。 
急勾配で登りきれない場合は、後退して降りてく 
ださい。ミ夫して、セレクターレバーを la に入れ 
て後退しないでください。 

-斜面を斜めに走行しないでください。車び横転す 
るおそれびあります。斜面を斜めに走行する必要 
びあり、万一横転しそラになった場合は、ただち 
に斜面の下り側へステアリングを切り、姿勢を立 
て直してください。 

操作 

1トランスファーを" L 日 W" 位置にしてください。 

2必要に応じてデファレンシャル□ックをオンに 
してください。 

3上り坂の勾配に合わせてオートマチックトランス 
ミッシヨンの変速範囲を選択してください。 

4エンジンを高回転までまわさないよラに走行し 
てください。 
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オフ□ードでの走行 



山間地の運転 

山間地では、ゆるやかにアクセルペダルを踏み 
ホイールび駆動力を保っていることを確認してく 
ださい。 

操作 

1トランスファーを" L 日 W" 位置にしてください。 

2必要に応じてデファレンシャル□ックをオンに 
してください。 

3上り坂の勾配に合わせてオートマチックトラン 
スミッシヨンの変速範囲を選択してください。 

4エンジンを高回転までまわさないよラにして低 
速で走行してください。 


頂上付近での運転 

急な勾配を登り切る前にアクセルをゆるめ、車の 
惰性を利用して登ってください。 

このよラに走行すれば、車び跳ねたりせず、駆動 
力を失ラことびありません。これは下り坂での速 
度び上びりすざるのを防止する効果わあります。 

操作 

1トランスファーを" L 日 W" 位置にしてください。 

2必要に応じてデファレンシャル□ックをオンに 
してください。 

3上り坂の勾配に合わせてオートマチックトラン 
スミッシヨンの変速範囲を選択してください。 

4エンジンを高回転までまわさないよラに走行し 
てください。 








オフ□ードでの走行 


下り坂の運転 

• フ□ントホイールび斜面に対してまっすぐ下り 
方向を向くよラにして、低速で走行してくださ 
し^。斜面を斜めに走行すると、横滑りや横転、 
転覆のおそれびあります。 

• エンジンブレーキを効かせても減速でさないとさ 
は、注意深くブレーキペダルを踏んで速度を下げ 
てください。横滑りや横転を防ぐため、車び下り 
坂をまっすぐ下っているとさだけ、ブレーキぺダ 
ルを踏んでください。 

•デフアレンシャル□ックをオンにすると、 A 目 S 、 
目 AS 、 ESP び解除されます。これにより、一時 
的にフ□ントホイールび□ックできるよラにな 
り、めかるみなどでのグ U ップび容易になり 
ます。 

ただし、ホイールび□ックするため、車の操縦 
性に影響をおよぼすおそれびあります。 

. すべりやすい急な下り勾配を走行するとさは、 
エンジンブレーキを効果的に利用しなびら車を 
横滑りさせないよラに注意深<ブレーキペダル 
を踏み込んでください。 

•長い下り坂を走行した後は、必ずブレーキを点 
検してください。 


操作 

1トランスファーを" L 日 W " 位置にしてください。 

2必要に応じてデファレンシャル□ックをオンに 
してください。 

3ティップシフトで〇を選択してください。 

4エンジンを高回転までまわさないよラに走行し 
てください。 
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オフ□ードでの走行 



G 320 



G 320 Ion 呂 / G 500 Ion 呂 / G 己日 AMG Ion 呂 


渡ミ可ずるときの運転 

•やむを得ず渡'巧するとさは、走行前に水深と川 
底の状況を確認してください。 

•安全な場所でテスト走行をしてください。水深 
び已日 cm じ(上のところは絶対に走行しないでく 
ださい。 


•歩く速度で、水深の浅い場所を選択し、渡りま 
す。水に入るとさは速度を上げないでくださし、 
波び立ちエンジンや車体を損傷するおそれびあ 
ります。 

• 川の流れに対して直角または下流方向へ横断し 
てください。 

•水の中では、波び立たないよラにゆっくりと一 
定の速度を保って走行してください。水の中を 
走行しているとさは、シフト操作をしたり車や 
エンジンを停止させないでください。水の中は 
抵抗び大さいため、発進び困難になります。 

•渡河した後は、ブレーキの効さび悪くなります。 
ブレーキペダルを軽 < 数回踏んでブレーキパッ 
ドを乾かしてください。また、タイヤの溝を洗 
浄してください。 

操作 

1トランスファーを" L 日 W " 位置にしてください。 

2必要に応じてデファレンシャル□ックをオンに 
してください。 

3テイップシフトで I ■か M を選ネ尺して<ださい。 

4エンジンを高回転までまわさないよラに走行し 
てください。 






















オフ□ードでの走行 



障害物を乗り越えるときの運転 

•大さな石、木の切り株、その他の障害物を乗り 
越えるとさは、左ちいずれか一方の前輪で障害 
物の中央を乗り越えてください。後輪も同様に 
してください。障害物の端のほラを乗り越える 
と、横滑りするおそれがあります。 

•大さな障害物を乗り越えるとさは、ごく低速で 
走行してください。 

•障害物により車の底部や車体、駆動部を損傷さ 
せないよラに注意して < ださい。 


操作 

1トランスファーを" L 日 W" 位置にしてください。 

2必要に応じてデファレンシャル□ックをオンに 
してください。 

3テイップシフトで〇を選択してください。 

4エンジンを高回転までまわさないよラにして、 
ゆっくりと走行してください。 


砂上を走行ずるときの運転 

•やわらかい砂の上での走行は、スタック(立ち往 
生）しやすいため、特に注意して運転してください。 
•砂地では車び埋まらないよラ、やや速度を上げ 
て走行してくださし、 

-他の車び残した浅いわだちをなぞって走行する 
と、スタックや車の損傷を防ぐのに有効です。 

操作 

1トランスファーを" L 日 W" 位置にしてください。 

2デファレンシャル□ックをオンにしてください。 

3オフ□ー ドの状況に合わせてティップシフトで 
シフトレンジを選択してください。 

4エンジンを高回転までまわさないよラにして、 
やや速度を上げて走行してください。 
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オフ□ードでの走行 


わだちを走巧ずるときの運転 

•他の車のタイヤ跡(わだち)び深い場合は、車の底 
部び地面に接触し、ホイールび地面から離れて 
走行不能になることびあります。 

•このよラな状況では、必ず車の地上クリアラン 
スを確認してください。 

•でさるだけ深いわだちを避け、左ちどちらか一 
方の車輪をわだちの間に乗せて走行すれば、車 
の損傷を防ぐのに有効です。 

操作 

1トランスファーを" L 日 W" 位置にしてください。 

2必要に応じてデファレンシャル□ックをオンに 
してください。 

3テイップシフトで〇を選択してください。 

4エンジンを高回転までまわさないよラにして、 
ゆっくりと走行してください。 


オフ□ー ド走行後の手入れ 

オフ□ー ド走行後は、車を点検することをおすす 
めします。 


手順 

1トランスファーを" H に H" 位置にしてください。 

2ヘッドランプ/テールランプ、ライセンスプレー 
トランプを洗浄し、損傷びないか点検してくだ 
さい。 

3ホイール、ホイール八ウス、ボディ底部、タイ 
ヤをジェット水流で洗浄し、タイヤに挟まった 
異物を取り除いてください。 

4植物や枝などび車体や駆動部に挟まっていない 
か点検してください。これらび挟まっていると 
乂災の危険びあるほか、燃料系、ブレーキホース、 
アクスルジョイントとプ□ペラシャフトのカバー 
などを損傷するおそれびあります。 

己走行後は、車の底部、タイヤ、ボディ、ステア 
リング、駆動系、排気系などに損傷びないか点 
検してください。 

6めかるみ、砂の上、水の中を走行した後は、ブ 
レーキディスク、ホイール、ブレーキパッド、ア 
クスルジョイントを点検し、掃除してください。 

7オフ□ー ド走行後、強い振動を感じる場合は、 
ホイールの隙間などに異物びかみ込んでいない 
か点検してください。 

車の損傷は乗り/ Ca 地を悪化させ、事故の原因になり 

ます。指定サービスエ場で点検を受けてください。 


ランプ 


ランプ 



ランプスイッチをまわして、各位置に合わせます。 

mim すべてのランプび消な 

053周囲の明るさに応じて自動的に点灯/消灯 


gjfjg 車幅灯、テールランプ、ライセンスランプ 
Bia やスイッチなどの照明び点灯 

車幅灯などに加え、へッドランプが点灯 

キーを抜くか、エンジンスイッチび0の位置のとさ、 
パーキングランプを点灯することびでさます。 

ち側のパーキングランプび点灯 
B3 左側のパーキングランプび点灯 


[161： 


フォグランプ 

スイッチの位置び区囚または^のとさ、ランプス 
イッチを引くと、フ□ント、 U アのフォグランプ 
び点灯します。ランプスイッチを押すと、フォグ 
ランプび消なします。 

1段目：フ□ントフォグランプ点灯（表示な画！ 
び占'口） 

2 段 目：フ□ントフォグランプ+リアフォグラン 
プ点灯（表示灯画■と〇び点灯） 


注意！ 

•フォグランプは、霧などの悪天候で、十分な視 
界び確保でさないとさ(外には使用しないでく 
ださい。対向車や後続車の迷惑になります。 
•エンジンを止めた状態で、ランプを長時間点灯 
しないでください。パッテリーびあびるおそれ 
びあります。 


知識 

•パーキングランプは、暗びりでの駐車時に後続 
車などに車の存在を知らせるため、車幅巧とテー 
ルランプだけを点灯します。 

• パーキングランプじ(外のランプを点巧したま 
ま、キーを抜さ取り、運転席ドアを開くと、 
警告音び鳴り、 ''ブ JT う ケシテクタ''サイ!"と表示され 
ます。 


{な全のために 安全装備 


運乾ずる 
前に 


運転ずる 
とを 
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室内装備 
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ランプ 


ランプの自動点な機能 

ランプはオートで点灯/消灯することびできます。 

ランプスイッチを团田位置に合わせます。周囲び 
暗いとさ、エンジンスイッチを1の位置にすると、 
車幅灯、テールランプ、ライセンスランプび自動 
点灯します。エンジンを始動すると、上記に加え 
てへッドランプも自動点灯します。 


知識_ 

• トンネルなどの暗い場所や夜間の走行、悪天候 
のときなどに、ランプは自動的に点灯すること 
びあります。 

• フ□ントウインドウの上部中央には明るさを感 
知するセンサーびあります。このセンヴーは、 
レインセンヴーと同じ位置にあります （ 167ペー 
ジ)。センサー部にステッカーなどを貼付する 
と、自動点灯機能び働かなくなります。 


江局！ 

-ランプの点灯/消灯に関する責任は運転者にあ 
ります。ランプの自動点灯機能は運転者を支援 
する機能です。 

• ランプスイッチを团田の位置に合わせても、 
状況により、自動的に点灯しないことびありま 
す。このとさは、マニュアルでランプを点灯し 
てください。 

•ランプスイッチび团田の位置のとさは、フォ 
グランプを点灯することびできません。 

•ランプび自動的に点なしているときは、エンジ 
ンスイッチを0の位置に戻した状態でドアを開 
くと、警告音び鳴り、マルチフアンクシヨンデ 
ィスプレイに"才-トマチックランフ°オン！キ-ヲヌイテクタ''サイ!" 
と表示されます。このとさは、必ずキーを抜い 
てください。キーを抜かないと、車幅灯、テー 
ルランプ、ライセンスランプなどび点灯したまま 
になり、バッテリーびあびるおそれびあります。 

.対向車のライトにより、センサーが正常に作動 
しなくなり、自動点灯中のランプが消灯するこ 
とびあります。 

• ランプスイッチを团田から^に切り替えたと 
さにランプび一瞬暗くなる場合びありますの 
で、切り替え操作は停車中に行なってください。 
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ランプ 



へッドランプの下向き/上向きの切り替え 
下向き：コンビネーションスイッチを①の位置にす 
ると、ヘッドランプび下向きになります。 
上向き：コンビネーションスイッチを③の位置に 
すると、ヘッドランプび上向きになりま 
す。メーターパネル内の八イビーム表示 
灯昆 1 び点なします。 

パッシング：コンビネーションスイッチを③の方 
向に引いている間、ヘッドランプび 
上向さになり、メーターパネル内の 
八イビーム表示灯 昆1 が点灯します。 
コンビネーションスイッチから手を 
放すと①の位置に戻ります。 


汪局！ 

対向車びあるとさや市街地を走行するとさはへッ 
ドランプを上向きにしないでください。 


車がランプ消'灯遅延機能 

周囲び暗いとさ、エンジンを停止すると、車幅灯、 
テールランプ、ライセンスランプ、フォグランプ 
び点灯し、ドアやテールゲートを開いて閉じた後、 
一定の時間び経過すると消灯します。 

消灯するまでの時間は、最長6日秒までの範囲で 
1己秒間隔で設定することびでさます （1 2己ペー 
ジ)。日秒を選択するとランプは点灯しません。 


知識 

•ランプび消灯するまでの時間は、ドアまたは 
テールゲートを閉じてから消灯するまでのおよ 
その時間です。 

• エンジンスイッチを0の位置にしてからドアま 
たはテールゲートを閉じたままにするか、開い 
てそのままにしておくと、ランプは点灯してか 
ら約6日秒後に消灯します。 

•この機能は、エンジンスイッチを0の位置にして 
から約]日分(上経過すると働かなくなります。 
約1日分じ(内なら、ドアまたはテールゲートを開 
くたびにランプび点なします。 
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ランプ 



へッドランプ照射角度の調整 

柔員数び増えたり荷物を積載してへッドランプの 
照射角度び変わったとさに調整します。 

エンジンび回転しているとさに調整でさます。 

0 1名乗車時(運転席)または2名乗車時(運転席 

と助手席)。 

1〜已乗員数および荷物の積載量に応じて調整し 
ます。 


注意！ 

対向車に迷惑びかからないよラにま意しなびら調 
整してください。 

\ _ _ 
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方向指示 


方向指示 



コンビネーシヨンスイツチを上または下へ操作す 
るとちまたは左の方向指示灯び点滅します。 
メーターパネル内の方向指示表示灯 m わ点滅し 
ます。 


ステア U ングを戻すとコンビネーシヨンスイツチ 
は自動的に戻ります。戻らないときは手で戻して 
ください。 

短時間だけ方向指示灯を使用するとさは、コンビ 
ネーシヨンスイツチを手ごたえび感じられる位置 
にして手を放すと、方向指示灯び3回点滅します。 
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知識 

方向指示灯を使用しているとさに非常点滅灯ス 
イッチを押すと、非常点滅灯び優先されます。再 
度、非常点滅灯スイッチを押すと、方向指示灯に 
切り替わります。 
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非常点滅な 


非常点滅な 



故障などの非常時に、やむを得ず路上で停車する 
とさなどに使用します。 

非常点滅!なを使用ずる 

スイッチを押すとすべての方向指示なび点滅し、 
スイッチと、メーターパネル内の方向指示表示 
灯^も同時に点滅します。 

解除するとさは再度スイッチを押します。 


ま意！ 

-非常時じ(外は使用しないでください。 
•エンジンを停止して長時間使用すると、バッテ 
U 一びあびるおそれびあります。 


知識 

• 非常点滅なを使用しているときにコンビネーショ 
ンスイッチを左折またはち折方向に操作する 
と、その方向の方向指示灯の点滅に切り替わり 
ます。コンビネーションスイッチを中立の位置 
に戻すと、再び非常点滅灯に切り替わります。 

•エアバッグび作動すると、非常点滅なび自動的 
に点滅します。自動的に点滅した非常点滅巧を 
消灯するとさは、非常点滅なスイッチを押して、 
消灯させます。 








ワイパー 


ワイ パー 



エンジンスイッチび1か2の位置のとさにコンビ 
ネーシヨンスイッチをまわすと、じ(下のよラに作 
動します。 


0 :停止 

I : AUTO モード 

フ□ントウインドウのレインセンサーび感 
知した雨滴量や走行速度などに応じて、ワ 
ィパーの作動を自動的に切り替えます。 

II :低速モード 

III :高速モード 


知識_ 

レバーびII、 III の位置のときわ、停車時および 
低速走行時のワイパーの作動は、レインセンサー 
により自動調整されます。 


センサー 



レインセンヴー 

フ□ントウインドウの図の位置にレインセンサー 
びあります。 


注意！ 

レインセンヴー部にステッカーなどを貼付しない 
でください。レインセンサーび正しく機能しなく 
なります。 


知識 


AUT 日モードのとき、停車時にフ□ントドアを開 
くとワイパーは作動しません。ドアを閉じて、セ 
レクターレバーを1〇か13にすると、ワイパー 
は作動を再開します。 

' - * 
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ワイ n — 


ワイパーのティップ機能 

コンビネーシヨンスイッチを矢印①の方向に軽く 
押すと、ワイパーび]回だけ作動します（ウォッシ 
ヤー液は噴射しません)。これはフ□ントウインド 
ウび濡れているとさだけ使用してください。 

ウォッシヤーを噴射ずる 

エンジンスイッチび1か2の位置のとさ、コンビ 
ネーシヨンスイッチを矢印①の方向に押し続ける 
と、その間ウオッシャー液び噴射し、ワイパーち 
作動します。 


知識 

•停車中は、ボンネットび□ックされていないと 
ワイパーは作動しません。 

•ワイパーび作動しないとさは、別のモードを選 
択すると作動することびあります。 


. 冬季にはウオッシャー液の濃度にま意し、冬用 
の純正ウオッシャー液を使用してください。 


、 

ノ 

ま意！ 



• 停車持にワイパーやウォッシャーを作動させる 
とさは、周囲の歩行者に水しぶさびかからない 
よラにま意してください。 


•フ□ントウインドウを拭くときなどは、必ずコ 
ンビネーシヨンスイツチを0(停止)の位置にし 
てください。ワイパーび動さ、けびをするおそ 
れびあります。 


-フ□ントウインドウび乾いているときはワイ 
パーを使用しないでください。ウインドウの表 
面に細かい傷がつくおそれびあります。フ□ン 
トウインドウび巧れている場合は、必ずウォッ 
シャー液を噴射してから使用してください。 

•エンジンを停止するときは、必ずコンビネーシ 
ヨンスイッチを0の位置に戻してください。コ 
ンビネーシヨンスイッチび11〜 III の位置のまま 
エンジンスイッチを1の位置にすると、ワイパー 
び作動し、ウインドウび濡れていないとさは傷 
びつ < おそれびあります。 

•ウォッシャー液び出なくなったときは、ウォッ 
シャーの操作をしないでくださし、。ウォッシャー 
ポンプを損傷するおそれびあります。 

• 寒冷時にはワイパーびガラスに貼りつくことび 
あります。作動させる前に貼りついていないこ 
とを確認してください。貼りついたままワイ 
パーを操作すると、ワイパーブレードやモーター 
を損傷するおそれびあります。 

•雪などび付着しているとさは、雪などを取り除 
いてからワイパーを操作してください。作業の 
際には、安全のため、エンジンスイッチからキー 
を抜いてください。 











リアワイ パー 


リアヮィパー 



エンジンスイツチび1か2の位置のときリアワイパー 
とリアウインドウウオッシャーを操作できます。 


リアワイ パーの 操作 

スイッチの上側を押すと U アワイパーび間欠モー 
ドで作動し、スイッチの表示巧び点灯します。停 
止するとさは、再度スイッチの上側を押します。 


ウォツシヤーの操作 

スイッチの下側を押すとウォッシャー液び噴射さ 
れ、 U アワイパーび数回作動します。 


迂局！ 

•ウインドウび巧れているときは、必ずウォッ 
シャー液を噴射してから使用してください。ウ 
インドウの表面に細かい傷びつくおそれびあ 
ります。 

•ウォッシャー液び出なくなったときは、ウォッ 
シャーの操作をしなし^でくださし^。ウォッシ 
ャーポンプを損傷するおそれびあります。 

• 寒冷持にはワイパーびガラスに貼りつくことび 
あります。作動させる前に貼りついていないこ 
とを確認してください。貼りついたままワイ 
パーを操作すると、ワイパーブレードやモーター 
を損傷するおそれびあります。 

•雪などび付着しているとさは、雪などを取り除 
いてからワイパーを操作してください。作業の 
際には、安全のため、エンジンスイッチからキー 
を抜いてください。 



ノ 

知識 

N 


フ□ントワイパーび作動しているとさにセレク 
ターレバーを|〇に入れると、リアワイパーびじ ( 
下のよラに作動します。 

-フ□ントワイパーび間欠作動のとさ： 

◊間欠で作動します。 

• フ□ントワイパーび低速あるいは高速作動の 
とさ： 

◊低速で作動します。 

リアワイパースイッチの上側び巧されているとき 
は、フ□ントワイパーの作動に関係なく、 U アワ 
イパーは間欠モードで作動します。 
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へツドランプウオツシャー 


へツドランプウオツシヤー 



エンジンスイ ツチび2の位置のとさ作動します。 
スイツチを押すとノズルからウォツシャー液びへ 
ッドランプに向けて噴射されます。 


迂局！ 

• へッドランプウォッシャーを使用するときは、 
歩行者などにウォッシャー液びかからないよラ 
にま意して < ださい。 

•へッドランプは樹脂製レンズを使用しているの 
で、必ず純正の専用ウォッシャー液を使用して 
ください。レンズを損傷するおそれびあります。 

•ウォッシャー液び出なくなったときは、ヘッド 
ランプウォッシャーの操作をしなし" i でくださ 
し、。ウォッシャーポンプを損傷するおそれびあ 

_ ります。 _ • 


知識 

冬季にはウォッシャー液の濃度にま意し、冬用の 

純正ウォッシャー液を使用してください。 

_ 一 








駐車ブレーキ 


駐車ブレーキ 



駐車ブレーキを効かせるとさはレバーを引さます。 
解除するとさはレバーを少し引さ上げなびら、ノ 
ブを押し込んで、レバーを下げます。 


A 警告 

駐車ブレーキを効かせたまま走行しないでくださ 
し、。ブレーキが過熱して効かなくなったり、乂災 
び発生ずるおそれびありまず。 


迂局！ 

• 駐車ブレーキは車び完全に停止してから効かせ 
てください。 

•急な坂道に駐車するとさは、タイヤに輪止めを 
してください。 


知識 

駐車ブレーキを解除せずに走行すると、警告音が 
鳴り、マルチフアンクシヨンディスプレイに警告 
メッセージび表示されます。 
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ブレーキ 


ブレーキ 


A 警告 

• 長い下り坂や急な下り坂ではぶ^ずエンジンブ 
レーキを併用してください。エンジンブレーキ 
を併用しないでブレーキペダルを踏み続けた 
り、急ブレーキを繰り返ずと、ブレーキび効かな 
くなり停車できなくなるおそれびありまず。 

-ブレーキペダルの上に足を置いたまま運転しな 
いでください。ブレーキパッドび早く摩耗ずる 
だけでなく、ブレーキび過熱して効かなくなつ 
たり、义災び発生ずるおそれびありまず。 


迂局！ 

•ブレーキび過熱している状態では、ブレーキに 
水びかからないよラにしてください。ブレーキ 
ディスクを破損するおそれびあります。 

•水たまりの通過後や洗車直後は、ブレーキの効 
きが遅れたり、悪くなることびあります。この 
よラなとさは、後続車にま意しなびら低速で走 
行し、ブレーキの効さび回復するまでブレーキ 
ペダルを数回軽く踏んでください。 

• 必ず純正のブレーキパッドを使用してくださ 
し、純正じ(外のブレーキパッドを使用すると、 
ブレーキ特性び変わつて安全なブレーキ操作び 

_ でさなくなるおそれびあります。 _ 


知識 

バッテリーびあびったり、バッテリーの接続び断 

たれると、次にバッテリーを接続しても、エンジ 

ン始動後に、マルチフアンクシヨンディスプレイ 

に目 AS や ESP に関する警告メッセージび表示さ 

れたり、 A 目 S 警告灯び点なすることがあります。 

このとさはステアリングを左ちどちらかにいっぱ 

いまでまわし、次に反対方向にいっぱいまでまわ 

すと、警告メッセージと警告灯び消灯します。 

>- 


1®!ル-キ警告。 

匿エンジンスイッチを2の位置にすると点 
灯し(点灯しないとさは警告灯び故障しています)、 
エンジン始動後に消灯します。 

エンジン始動後わ駐車ブレーキを効かせていると 
きは、点灯したままになります。 

駐車ブレーキを解除しても消灯しないとさや、走 
行中に点灯する場合は、ブレーキ液量が低下して 
います。安全な場所に停車し、指定ヴービスエ場 
に連絡してください。 

※マルチフアンクシヨンディスプレイにブレーキ 
に関する警告メッセージが表示されたとさは 
(288 ぺージ)をご覧ください。 
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ABS 


ABS 


A 目 S (アンチ□ック-ブレーキング-システム）は、 
急ブレーキ時や滑りやすい路面でのブレーキ時な 
ど、車び不安定な状況になったとさに、タイヤの 
□ックを防ざ、ステア U ングでの車両の操縦を確 
保する装置です。 


A 警告 

• ABS はブレーキ操作を補助ずる装置で、無謀な 
運転か S の事故を防ぐちのではありません。 
ABS び適切に作動してち、車両操縦性や走行ち 
定性の確保、制動距離の短縮には限界がありま 
ず。また、タイヤのグリップび失われた状況で 
は効果を発揮しません。 

- A 巨 S 作動時の安全確保や危険回避については運 
転者に全責任びありまず。 
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注意！ 

- A 目 S は制動距離を短くする装置ではありませ 
ん。(下のように路面び滑りやすい状況では、 
A 目 S を装備していない車と比べ制動距離び長 
くなることびあります。 

◊新雪の積わった路面や凍結した路面 
◊砂利道などの荒れた路面 
◊段差や橋巧などの継ぎ目の通過時 
◊石だたみ路面のよラに摩擦係数び連続して変 
化する路面 

◊スノーチェーン装着時 
• 軽くブレーキペダルを踏み込んだだけでわ ABS 
び作動するときは、路面び滑りやすくなってい 
ます。十分注意して走行してくださし、 

• ブレーキペダルを数回に分けてこまかく踏むこ 
と（ポンピングブレーキ)は制動能力を低下させ 
る原因になります。ブレーキペダルは一定の力 
で確実に踏み込んで < ださい。 


{な全のために 安全装備 


運乾ずる 
前に 


運転ずる 
とを 


快適- 
室内装備 


万-のとさ 


点検と整備 


ヴ—ビス K — 夕 こんなとさは 










ABS 


ABS の作動 

A 目 S にはじ(下のよラな特性びあります。 

• A 目 S び作動すると、ブレーキペダルに脈動を感 
じたり車体び振動することびあります。そのま 
ま、ペダルを踏み続けてください。 

-エンジン始動後や発進直後にブレーキペダルを 
踏み込むと、ペダルびわずかに振動したりモー 
ターの音び聞こえますび、これは、システムび 
自己診断をしているとさの音で異常ではありま 
せん。 


知識 

バッテ U —の電圧び下びると、バッテ U —あびり 
を防ぐため一時的に A 目 S びオフになり、 A 目 S 警 
告灯が点なします。バッテ U —電圧び正常になる 
と、再びオンになり、警告灯び消灯します。 

V_ * 
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知識 

•デフアレンシャル□ックをオンにすると、 ABS 
び解除され、 A 目 S 警告灯び点灯します。また、 
マルチフアンクシヨンディスプレイに "A 巨 S /\ 
シヨウテ''巧セン□ックカ'' サドウシテイの"と表示されます。 

• A 目 S に異常があると、じ(下の装置に関する警 
告び表示されることびあります。すみやかに指 
定サービスエ場で点検を受けてください。 

◊ESP 
0 BAS 
04 ETS 

- A 目 S は速度び約 8km/h を超えると作動できる 
よラになります。 

- A 目 S は急激なエンジンブレーキなどでタイヤ 
びスリップするなどタイヤの性能の限界を越え 
たとさは効果を発揮しません。 

-バッテリー電圧び低下すると A 巨 S び一時的に 
機能を停止します。電圧び回復すると、機能ち 
元に戻ります。 






ABS 


ABS 警告'灯 

エンジンスイッチを 2 の位置にすると点 
灯し(点灯しないとさは警告灯び故障しています)、 
エンジン始動後に消なします。点灯しないとさや 
点灯後消灯しないとき、走行中に点灯したときは、 
A 目 S に異常びあります。 

通常のブレーキ時の制動能力は確保されますび、 
ABS 、 目 AS 、 ESP は作動しません。 

いつちより慎重に運転し、すみやかに指定ヴービ 
スエ場で点検を受けてください。 



※マルチフアンクシヨンディスプレイに A 目 S に関す 
る警告メッセージび表示されたとさは (287 ペー 
ジ)をご覧ください。 
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BAS 


BAS 


目 AS (ブレーキアシスト）は、緊急ブレーキの操作 
時に、短い時間で大さな制動力を確保するブ 
レーキの補助装置です。 

目 AS の操作は、通常のブレーキ操作と同じですび、 
ブレーキペダルを踏み込む速さなどをセンサーび 
感知して、緊急ブレーキと判断したとさに自動的 
に作動します。 

目 AS はブレーキペダルから足を放せば自動的に解 
除されます。 


※マルチフアンクシヨンディスプレイに目 AS に関す 
る警告メッセージび表示されたとさは (288 ペー 
ジ)をご覧ください。 


A 警告 

-巨 AS は緊急ブレーキの操作を補助ずる装置で、 
無謀な運転からの事故を防ぐものではありませ 
ん。 BAS び作動してち制動距離の短縮には限 
界びありまず。また、タイヤのグリップが失わ 
れた状況では効果を発揮しません。 

- BAS 作動時の安全確保や危険回避については 
運輯者に全責任びありまず。 
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知識 


-巨 AS に異常びあり、マルチフアンクションディス 
プレイに巨 AS に関する警告メッセージび表示 
されたとさでわ、通常のブレーキは作動します。 

• デフアレンシャル□ックをオンにすると、目 AS 
び解除されます。 

•デフアレンシャル□ックを解除しても、マルチ 
フアンクションディスプレイの " T レ-キアシストシヨウ 
テ''キ7セン!"の表示び消えないとさは、エンジンス 
イッチを一度 0 の位置まで戻し、エンジンを再 
始動します。 

• バッテリー電圧び低下すると目 AS び一時的に 
機能を停止します。電圧び回復すると機能わ元 
に戻ります。 








4 ETS 


4 ETS 


4ETS(4 エレクト□ニック.トラクシヨン•ヴポ ー 
卜）は、車輪の空転を感知してブレーキを制御し、 
滑りやすい路面での発進時や加速時の安定性を確 
保しようとするシステムです。 

速度び約6日 km/hii (下のときに作動します。 


知識 

A 目 S に不具合び生じたときは、 4ETS と ESP わ 
機能を停止します。 
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ESP 


ESP® 


ESP (エレクト□ニック-スタビ U ティ.プ□グ 
ラム）は、タイヤの空転や横滑りなどによって車び 
不安定な状況になったとさ、車の操縦性や安定性 
を確保しよラとするシステムです。 


A 警告 

- ESP は車両操縦性や走行安定性を高めるシステ 
ムで、無謀な運転か!5の事故を防ぐものではあ 
りません。 ESP び作動しても、車両操縦性や走 
行安定性の確保には限界がありまず。また、夕 
イヤのグリップが失われた状況では効果を発揮 
しません。 

- ESP 作動時の安全確保やち険回避については運 
転者に全責任がありまず。 


の 


ESP 表示'灯 

I エンジンスイッチを 2 の位置にすると点な 
し（点灯しないとさは表示灯び故障しています）、エ 
ンジン始動後に消灯します。発進時または走行中 
に点滅したとさは、 ESP び作動しています。 


マルチフアンクシヨンディスプレイに ESP に関す 
る警告メッセージび表示されたときは （289 ペー 
ジ)をご覧ください。 


江局！ 

A 目 S 警告灯画！び点灯しているときは、 ESP わ 
作動しません。指定ヴービスエ場で点検を受けて 
ください。 


A 警告 

ESP 表示'灯が点滅したときは、タイヤび空転して 
いるか、車びホ黄滑りしていまず。アクセルペダル 
を踏む力を少しゆるめてください。また、慎重に 
運転ずるととちに、 LU 下の操作は絶対に行なわな 
いよ5にして < ださい。 

•急八ンドル 
• 急ブレーキ 
• 急発進、急加速 
• 急激なエンジンブレーキ 

V_^ 


知識 

エンジンび回転している状態で、駐車場などのター 

ンテーブルで回転させたり、駐車場のらせん状の 

アプ□ーチを走行しているとさなどに、マルチファ 

ンクションディスプレイに ESP に関する警告メッ 

セージび表示され、 A 目 S 警告なび点灯すること 

びあります。このよラなときは、安全な場所に停 

車して、エンジンスイッチを 0 の位置に戻し、エ 

ンジンを再始動してください。 

L _ イ 













ESP 


解除 



通常走行 


ESP OFF スイッチ 


ESP 日 FF スイッチは、 ESP を解除するためのス 
イッチです。 

雪道や砂、砂利道などの上を走行するとさや、ス 
ノーチェーンを装着しているとさなどは、 ESP を 
解除したほラび走行しやすい場合びあります。 


ESP を解除ずる 

ESP 日 FF スイッチの上側を巧すと、 ESP の機能び 
解除されます。メーターパネルの ESP 表示灯び点 
巧したことを確認してください。 

ESP を待機状態にずる 

ESP び解除されているときに、 ESP 日 FF スイッチ 
の下側を押すと、 ESP び待機状態になります。メー 
ターパネルの ESP 表示灯び消灯したことを確認し 
てください。 


A 警告 

ESP OFF スイッチで ESP を解除したときは、 J ぶ 
ず路面の状況に応じた速度で慎重に運転ずるとと 
もに、 LU 下の操作は絶対に巧なわないようにして 
<ださい。 

•急八ンドル 
• 急ブレーキ 
-急発進、急加速 
• 急激なエンジンブレーキ 


知識 

エンジンを始動したとき、 ESP は常に待機状態に 
なります。_ 
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ESP 


注意！ 

• 車の車輪を上げてけん引されるときは、エンジ 
ンスイッチを 2 の位置にしないでください。 
ESP び作動し、接地している車輪のブレーキび 
作動します。 

•ESP び故障すると、マルチフアンクシヨンディ 
スプレイに警告び表示され、エンジンの出力び 
低下することびあります。走行び困難なとさは、 
すみやかに安全な場所に停車し、指定サービス 
工場に連絡してください。 
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知識 


•デフアレンシャル□ックをオンにすると、 ESP 
が解除されます。 

• デフアレンシャル□ックを解除しても、マルチフ 
アンクションディスプレイの "ESP シヨウテ''巧セン!" 
の表示び消えないときは、エンジンスイッチを一 
度 0 の位置まで戻し、エンジンを再始動します。 

• 指定サイズで4輪とち同じ銘柄のタイヤを装着 
しないと、 ESP び作動することびあります(走行 
中に ESP 表示灯び点滅したままになります)。 

• A 目 S に不具合び生じたとさは、 ESP わ停止し 
ます。 

•バッテリーびあびったり、バッテリーの接続び 
断たれると、次にバッテリーを接続してわ、エ 
ンジン始動後にマルチフアンクションディスプ 
レイに ESP に関する警告メッセージび表示され 
ることびあります。このとさはステアリングを 
左ちどちらかにいっぱいまでまわし、次に反対 
方向にいっぱいまでまわすと、警告メッセージ 
び消え、機能び回復します。 






クルーズコントロール 


クルーズコント〇—ル 


クルーズコント□ールは、アクセルペダルを踏ま 
なくても、設定した速度を自動的に維持して走行 


でさます。 

設定でさる速度は約3日 km/hliLb です。 


A 警告 

-車の走行速度や先行車との車間距離の確保など、 
クルーズコント□ール使用時の安全確保や危険 
回避については運転者に全責任がありまず。 

•lit 下のような場合はクルーズコント □ ールを使 
用しないでください。車のコント□ールを失い、 
事故を起こずおそれびありまず。 

◊急な下り坂、急カーブ、巧がりくねった道路 
◊加減速を繰り返ずような交通状況や交通量の 
多い道路 

◊降雨時や雪道、凍結路などの滑りやずい路面 


迁局！ 

クルーズコント□ールは、主に高速道路や自動車 
専用道路で使用することを想定したちのです。市 
街地では使用しないでください。 

V-. 一 


① 


⑥ 


⑤ 

可変スピードリミッター ( 184ぺージ)と同じレバー 

を使用します。 

] レノ（一の表示なび消灯しているとさに、クルー 
ズコント□ールの操作びでさます。表示灯び消 
灯していることを確認してください。表示灯び 
点灯しているときは、レバーを⑥の方向に押す 
と表示灯が消灯します。 

2希望の速度まで加速または減速します。 

3希望の速度に達したとき、レバーを①か③の方 
向に操作して手を放します。 

4クルーズコント□ールび設定されます。 

アクセルペダルから足を放すと、設定した速度 
を維持するよラに走行します。 



{な全のために 安全装備 


運乾ずる 
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クル ー ズ コントロー ル 


設定速度を上ばる 

レバーを①の方向に上げ続けると加速します。 
希望の速度になったら手を放します。 

手を放したとさの速度に設定されます。 

設定速度を下げる 

レバーを③の方向に下げ続けると減速します。 
希望の速度になったら手を放します。 

手を放したとさの速度に設定されます。 


知識 

-レバーを①か③の方向にごく短時間操作する 
と、 ]km/h 単位で速度の設定びでさます。 

-レバーを③の方向に下げて減速しているときに 
は、シフトダウンすることびあります。 


一時的に速度を上ばる 

追い越しなどで一時的に速度を上げるとさは、ア 
クセルペダルを踏んで速度を上げてください。ア 
クセルペダルから足を放すと、元の設定速度に戻 
ります。 


クルーズコント □ ールを解除ずる 

• レバーを③の方向に押します。 


次の操作をしたとさわ解除されます。 

-ブレーキペダルを踏んだとさ 
• レバーを⑥の方向に巧したとき 
レバーの表示灯が点灯し、可変スピード U ミツ 
ターを操作でさる状態に切り替わります。 


A 警告 

クルーズコント □ —ルはセレクターレバーを " ■ 
に入れても解除されまずが、走行中はセレクター 
レバーを IBl に入れないでください。エンジン 
ブレーキび効かないため、事故の原因になった 
り、トランスミッションを損傷ずるおそれがあ 
りまず。 







クル ー ズ コントロー ル 


解除前に設定していた速度に再設定ずる 

約3日 km/hLi (上の速度で走行しているときにレ 
バーを④の方向に引くと、解除前に設定していた 
速度に再設定されます。 


A 警告 


解除前に設定していた速度に再設定ずるとさは、 
周囲び安全な状況であることを確認してくださ 
い。走巧中の速度と設定速度に大きな差びあると、 
急加速して事故を起こずおそれびありまず。 



ノ 

知識 

\ 


エンジンスイッチを一度 0 か 1 の位置にすると、メ 
モリーに記憶された速度は消去され、その後はレ 
バーを④の方向に引いても、解除前に設定してい 
た速度に戻すことはでさません。 


江局！ 

•急な上り坂では、クルーズコント□ールび速度を 
維持するためにシフトダウンしますび、霞受定した 
速度を維持でさないことびあります。このよラな 
ときはアクセルを踏んで加速してください。 

•急な下り坂では、エンジンブレーキだけではク 
ルーズコント□ールび速度を維持でさないこと 
びあります。このよラなときは、ブレーキぺダ 
J レを踏んで減速してください。 

• 指定のサイズで4輪とち同じ銘柄のタイヤを装 
着しないと、クルーズコント□ールび誤作動す 
るおそれびあります。 

• マルチフアンクシヨンディスプレイにクルーズ 
コント□ールに関する警告メッセージび表示さ 
れたとさは (29 ] ページ)をご覧ください。 
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可変 スピー ドリ ミッター 


可変スピードリミッター 


車の走行速度を制限する装置です。任意の制限速 
度を設定すると、アクセルペダルを踏み込んでわ、 
その設定速度 liLb の速度にはなりません。 

設定節囲 

設定できる制限速度は3日 km/h から2 ] 日 km/h 
の間です。ただし、最高速度上に設定してわ、 
車の最高速度 iiLb の速度で走行することはでさま 
せん。 


※制限速度は車種により異なります。 


A 警告 

•走行時は法定速度を遵守してください。可変ス 
ピードリミッター使用時の安全確保やち険回避 
については運転者に全責任びありまず。 

• 運転を交代ずるとさは、ぶ^ず交代ずる運転者に、 
可変スピードリミッターの機能と設定した制限 
速度を伝えて < ださい。 

可変スピードリミッターの機能を知 S ずに運転 
ずると、アクセルペダルを踏んでち速度び上び 
5ず、事故を起こずおそれびありまず。 

• 可変スピードリミッターはブレーキペダルを踏 
んでも解除できません。 

-可変スピードリミッターは設定した制限速度 
LU 上に加速ずる尼、要のないとさに使用してく 
ださい。 


江局！ 

•急な下り坂などで惰性びつさ、可変スピード U 
ミッターび制限速度を維持でさないとさは、警 
告音び鳴り、マルチファンクシヨンディスプレ 
イに"リミット]Iの夕!"と表示され、可変スピード U 
ミッターインジケーターび点滅します。このと 
さはブレーキぺ夕Vレを踏んで減速してください。 

• マルチファンクシヨンディスプレイに可変ス 
ピードリミッターに関する警告メッセージび表 
示されたとさは (29 ] ページ)をご覧ください。 








可変 スピードリミッター 



制限速度を設定ずる 

クルーズコント□-ル （1 84ぺージ)と同じレバーを 
使用します。 

レノ く一の表示巧び点巧しているとさに可変スピー 
ド U ミッターを操作でさます。表示灯び消巧して 
いるときは、レバーを⑥の方向に押すと表示なび 
点灯します。 

停車中と走行中では設定ち法が異なります。 

停車中の設定方法(エンジン回転中） 

1レバーを④の方向に引くと、すでに制限速度び 


記憶されているとさは、その速度びメーターパ 
ネルのマルチファンクシヨンディスプレイに 
表示され、数秒後に表示が画面下に移ります。 


/ 

160 / 
V00" 


2レバーを①のち向に操作すると、制限速度び 
1日 km / h 単位で上びります 
レバーを③の方向に操作すると、制限速度び 
1日 km / h 単位で下びります 
レバーを③の方向に操作すると、制限速度び 
1 km / h 単位で上びります 
3希望する速度になったらレバーから手を放します。 


知識 


車をしばらく使用していなかったり、ノ（ッテリーの 
接続を外していたとさなどは、ディスプレイに任 
意の速度や "--- km / h " び表示されることびあり 
ます。 
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可変スピードリミッター 


走行中の設定方法 

約3日 km / hLi (上の速度で走行しているとさに、レ 
バーを①か③の方向に操作して手を放します。 
走行している速度によって操作後の制限速度び変 
わります。 

例えば、約4己 km / h で走行しているとき 
•レバーを①の方向に操作すると、制限速度び日日 
km / h に設定されます 

•レバーを③の方向に操作すると、制限速度び4日 
km / h に設定されます 

-レバーを④の方向に操作すると、すでに記憶され 
ている制限速度に設定されます 


迂局！ 

制限速度を設定するとさは、周囲の状況、特に後 
方の車などに注意しなびら操作してください。事 
故につなびるおそれびあります。 


走行中に制限速度を変える 

•レバーを①の方向に操作すると、制限速度び1日 
km / h 単位で上びります 

•レバーを③の方向に操作すると、制限速度が1日 
km / h 単位で下びります 

-レバーを④の方向に操作すると、制限速度び] 
km / h 単位で上びります 

希望する速度になったらレバーから手を放します。 




可変 スピー ドリ ミッター 


可変スピードリミッターを解除ずる 

• レバーを③の方向に押します。 

次の操作をしたとさわ解除されます。 

-アクセルペダルを踏んでキックダウンしたとさ 
-クルーズコント□ールに切り替えたとき 
.停車後、エンジンを停止したとさ 


知識_ 

設定されている制限速度より2日 km/hLU 上低い速 
度のときには、一時的にキックダウンしても可変 
スピードリミッターは解除されません。 

v _ * 


注意！ 

可変スピード U ミッターを解除してわ、制限速度 
はメモリーに記憶されています。レバーの表示灯 
び点灯しているときに、レバーを④のち向に引く 
と、この記憶されている制限速度び呼び出されま 
す。したびって、記憶されている制限速度び走行 
速度よりわ低い場合に記憶速度を呼び出すと、車 
はアクセルペダルを踏んでいてち減速します。 


記憶されている制限速度に再設定ずる 

記憶されている制限速度との差び約3日 km/h 仪内、 
あるいは記憶されている制限速度 liTF で走行中に 
レノく一を④の方向に引くと、記憶されている制限 
速度に再設定されます。 


知識 

走行速度び、記憶されている制限速度より約 
3日 km/hli (上高いときは再設定できません。この 
ときマルチフアンクシヨンディスプレイの制限速 
度表示び数回点滅します。 
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パークト□ニック 



パークト□ニックは、リアのバンパーにあるセン 
ヴーで障害物などを感知し、車と障害物とのおよ 
その距離を、インジケーターと警告音で運転者に 
知らせる装置です。 

エンジンスイッチび 2 の位置で、セレクターレバー 
の位置び ra のとさに作動します。 


汪局！ 

パークト□ニックは運転者を支援するシステムで 
す。運転者はパークト□ニックに頼らず、必ず周 
囲の状況を確認して<ださい。特に周辺に人や動 
物びいないことを確認してください。 

V_ * 



パークト□ニックセンサー 

リアバンパーの4個のセンサーび、車の周辺の障 
害物などを感知します。 

インジケーター 

インジケーターはテールゲート脇のち側上部にあ 
ります。パークト□ニックび作動すると、緑色の 
インジケーターび点灯します。 

インジケーターは、緑色/黄色/ホ色で表示され、 
バンパーのセンサーと障害物との距離を、点灯す 
る色と数で表示します。 



































































パークト□ニック 


• 障害物びセンサー感知範囲(約]己日〜]日日 cm ) 
に入ると、黄色の表示び]個点灯し警告音び断 
続的に鳴ります。障害物との距離びさらに短く 
なると、黄色の表示び2個点なします。 

-障害物びセンヴーの最短感知距離に近づくと、 
赤色の表示び点灯します。さらに最短感知距離 
(約己日 cm ) になると、上記の表示に加えて2個目 
の赤色の表示び点巧し、警告音び継続的に鳴り 
ます。 


注意！ 

-障害物との距離びセンサーの最短感知距離よ 
りも近くなると、センサーは障害物を感知でさ 
なかったり、正常に作動しなくなることびあ 
ります。 

• スペアタイヤカバーはリアバンパーより後ろに 
位置しているため、パークト□ニックび知らせ 
る距離よりち、実際の障害物との距離び短<な 
ります。十分注意してください。 

• 温度や湿度び高いとさや超音波や低周波を発生 
させる機器び車の近くにあるとき、またエンジ 
ンルームの温度び高いときは、パークト□ニッ 
クび正常に働かないことびあります。運転者は 
パークト□ニックに頼らず、必ず周囲の状況を 
確認してください。特に車の周辺に人や動物び 
いないことを確認してください。 
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0 75150 (cm) 


センサーの感知節囲 

リアノ くンパー：中央で約]己日 cm 〜己日 cm 

コーナーで 約]日 0 cm 〜己日 cm 


ま意！ 

-センサーは、約3日 cm じ(内にある障害物は感知 
でさません。 

•センサーに泥や氷、雨、水しぶきなどびついた 
状態のとさは正しく作動しないことびありま 
す。センサーに傷や損傷を与えないよラ注意し 
て、定期的に清掃 (266 ページ)をしてください。 
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パークト□ニック 


注意！ 

-センサーの周辺にアクセサリーなどを取りつけ 
ないでください。パークト□ニックび正常に作 
動せず、車を損傷したり事故につながるおそれ 
びあります。 

•針金や□ープなど細いわのや、植木鉢やトレー 
ラーシャフトなどセンヴーの上下にあるものに 
十分ま意してください。これらび至近距離(約 
3日 cm ) 内にあるとき、状況によっては、セン 
ヴーびこれらを感知せず、車や物を損傷するお 
それびあります。 

• センサーは雪などの超音波を吸収しやすいわの 
を感知しないことびあります。 

•電波を発するわのび近くにあるとさや、不整地 
などを走行しているときは、パークト□ニック 
び正しく機能しないことがあります。 

• 大型車の排気ブレーキや工事用のエアコンプレ 
ッヴーなどび近くにあると、超音波び乱され、 
パークト□ニックび正常に作動しないことがあ 
ります。 

•センヴーに傷びついていたり、泥や雪、氷、雨、 
水しぶきなどで巧れていると、パークト□ニック 
び正しく機能しないことびあります。このとき 
はセンサーを洗浄し、作動を確認してください。 
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•システムび故障しているときは、セレクターレ 
バーを13の位置に入れても、低い音び鳴り続 
けたり、インジケーターび点灯しなかったり、警 
告音び鳴らない状態になります。すみやかに指 
定サービスエ場で点検を受けてください。 









快適-き巧装備 


エアコンディショナー 
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カップホルダー 
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小物入れ 

灰皿 

20已 

収納ネット/アシストグリップ 

ライター 

207 

電源ソケット 

フ□ントアームレスト 

208 



{な全のために 安全装備 


運乾ずる 
前に 


運転ずる 
とを 


快適* 
室内装備 


万-のとき 点検と整備 ヴ—ビスデ—夕 こんな户 


0 12 3 4 
2 2 2 2 2 


[ 191 ] 




エアコンデイシヨナー 


エアコンディショナー 


エアコンディショナーは、温度設定や外気温度など 
に応じて、送風量や送風口の組み合わせなどを自 
動的に調整し、車内の温度や湿度を快適な状態に 
保ちます。 

エアコンディショナーはエンジンび回転している 
とさに作動します。 


迂局！ 

•皮膚の弱い人は、送風口に身体を近づけすざな 
いように注意して < ださい。 

•車内び高温になっているときは、エアコンデイ 
シヨナーを作動させる前に換気をしてください。 
• ボンネットの吸気口び雪や氷で覆われないよう 
にしてください。 


知識 

• エアコンディシヨナーの機能やモードのなかに 
は、併用できない組み合わせがあります。 

• ドアウインドウやスライディングルーフび開い 
ていると、温度設定を維持でさません。 

• 除湿された水分は車体下方に排水されます。 

-エンジン始動後は設定にかかわらず約3日秒間、 
足元に送風び行なわれます。 

•中央、サイドの送風口からの送風は、常に自動 
的に制御されています。 

• エアコンディショナーのフィルター類は定期的 
な交換び必要です。 


^ •エアコン デ ィショナーの 冷媒には、新冷媒 
1 R134a を使用しています。 

•地球環境を保護するため、フ□ンガスを大 
気放出することは法律で禁止されています。 
また、すべての自動車オーナーは、フ□ン 
ガスび適切に処理されるよラ努めなければ 
なりません 

•エアコンディショナーの冷媒の補充、交換、 
廃棄などは、必ず指定サービスエ場にご相 
談ください。 
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エアコンディショナー 
送風 □の 位置 
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エアコン デ イシ ヨナー 



中央送風 □ 


中央送風□の調整 

開くとき： ダイヤルをちにまわします。 
閉じるとき：ダイヤルを左にまわします。 
風向き調整：ノブを上下左ちに動かします。 



左側送風 □ ち側送風 □ 


ち側/左側送風□の調整 

開くとき： ダイヤルをちにまわします。 
閉じるとを：ダイヤルを左にまわします。 
風向さ調整：ノブを上下左ちに動かします。 


知識 

ダイヤルは中間位置を選択することもできます。 
^- 


[ 194 ] 







エアコンディショナー 



スイッチの名称 


① 

送風量調整ダイヤル 

197ぺージ 

③ 

送風温度調整ダイヤル(左側） 

196ぺージ 

③ 

送風温度調整ダイヤル(ち側） 

196ぺージ 

④ 

送風口選択ダイヤル 

196ぺージ 

⑥ 

U アデフォッガースイッチ 

197ぺージ 

⑥ 

AC 日 FF スイッチ 
/余熱ヒータースイッチ 

199ぺージ 

199ぺージ 


⑦ 

AUT 日スイッチ 

196ぺージ 

⑧ 

内気循環スイッチ 

198ぺージ 

⑨ 

デフ□スタースイッチ 

197ぺージ 
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エアコンデイシヨナー 


スイッチの使いかた 


AUTO 


AUTO スイッチ 

スイッチを押すとエアコンディショナー 


び作動し、送風口と送風量び自動で調整 
され、車内温度を一定に保ちます。 


■ 送風温度調整ダイヤル 

温度を調整するとさに使用します。 
ダイヤルをまわして温度を設定します。 
温度は運転席と助手席でそれぞれに設定 
でさます。 



送風□選択ダイヤル 

好みの送風口を選択することびでき 
ます。 

ダイヤルをまわして送風□を切り替 
えます。中間の位置に合わせること 


ちでさます。 


B 上半身に送風したいとき 
ra 上半身と足元に送風したいとき 
n :足元に送風したいとき 
n :中央と左ちから送風したいとき 


知識 

選択した送風口(外の送風口からわ、微量の送風 
び行なわれることがあります。 

V イ 







エアコン デ イシ ヨナー 


施 送風量調整ダイヤル 

送風量を6段階に切り替えることび 
できます。 

送風を強くずる：ダイヤルを時計回りにまわします。 
送風を弱くずる：ダイヤルを反時計回りにまわし 
ます。 


ダイヤルを 0 の位置にまわすと送風び止まります。 

デフ□スタースイッチ 

フ□ントウインドウとドアウインドウの曇 
りを取るときに使用します。 

使用ずる：スイッチを押します。 

スイッチの表示灯び点灯します。 

停止ずる：再度スイッチを押します。 

スイツチの表示灯び消灯します。 


知識 

•曇りび取れたら、すみやかに解除してください。 
•車外の湿度び高いとさなど、フ□ントウインド 
ウの外側び曇ることびあります。このときは、 
フ□ントウインドウに;令気び当たらないように 
調整すると、ウインドウの外側の曇りを軽減で 
さます。 


U アデフォッガースイッチ 

U アウインドウの曇りを取るときに使用 
します。 

エンジンスイッチび2の位置のとさに使用でさます。 

使用ずる：スイッチを押します。 

スイッチの表示灯び点灯します。 

停止ずる：再度スイッチを押します。 

スイッチの表示灯び消灯します。 

U アデフォッガーは、外気温度と走行速度に応じ 
て、約6〜 ] 7分後に自動的に停止します。 


注意！ 

-リアウインドウに雪や氷びついている場合は、 
それらを取り除いてからスイツチを入れてくだ 
さい。 

•消費電力が大さいため、曇りが取れたら早めに 
スイッチを切って < ださい。 


知識 

バッテリーの電圧び低くなると自動的に停止し、 
表示灯び点滅します。電圧び回復すると自動的に 
スイッチび入ります。 
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エアコン デ イシ ヨナー 

H 内気循環スイッチ 

トンネル内などで、外気を車内に入れたく 
ないとさに使用します。内気循環にすると、 
車内の空気び循環されます。 

内気循環にずる：スイッチを押します。 

スイッチの表示灯び点灯します。 
外気導入にずる：再度スイッチを押します。 

スイツチの表示灯び消灯します。 


内気循環は、一定の時間び経過すると、自動的に 
外気導入に切り替わります。 

-外気温度び已む(上のとさは約3日分後 
-外気温度が己むじ(下のとさは約己分後 
• AC 日 FF モードにしているときは約己分後 


知識 

• ドアウインドウとスライディングルーフび閉じ 
ているときに内気循環にすると、ウインドウの 
内側び曇りやすくなります。 

-外気温度び非常に高いとさは、自動的に内気循 
環に切り替わります（このとさは表示灯は点灯 
しません)。そして約3日分経過すると、一定の 
割合で外気導入を始めます。 

または^を押すと、自動的に外気導入に 
I 切り替ゎります。 __ 





エアコン デ イシ ヨナー 


•AC 。。 

REST 


AC OFF スイッチ 

冷房と除湿び行なわれないよラにするとさ 
に使用します。 


設定ずる：スイッチを押します。 

スイッチの表示灯び点灯します。 
解除ずる：再度スイッチを押します。 

スイツチの表示灯び消灯します。 


知識 

• ドアウインドウとスライディングルーフび閉じ 
ているとさに AC 日 FF モードにすると、ウイン 
ドウの内側び曇りやすくなります。 

•冷媒び減っていると、エアコンディショナーび 
自動的に停止し、冷房と除湿び行なわれなくな 
ります。このとさはスイッチの表示灯び点滅し 
ます。 


余熱ヒータースイッチ 

エンジン停止中に車内を暖房するとさに使 
用します。 

エンジンスイッチび0か1の位置のとさ、または 
キーび抜いてあるとさに使用でさます。温度の設 
定は手動で行なし^ます。 

使用ずる：スイッチを押します。 

スイッチの表示灯び点灯します。 

停止ずる：再度スイッチを押します。 

スイッチの表示灯び消なします。 

じ(下のとさは、余熱ヒーターび自動的に停止し 
ます。 

• エンジンスイッチを 2 の位置にしたとさ 
• 余熱ヒーターをオンにしてから約30分後 
•バッテ U —の電圧び低下したとさ 


知識 


送風量は自動的に調整されます。 

冷却水の温度び低いときは暖気の送風は行なわ 
れません。 
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エアコン デ イシ ヨナー 



送風□の風向きを調整ずる 

ノブを動かして調整します。 


リア送風 □ 

フ□ントアームレスト後部に後席用のリア送風口 
びあります。 


送風□を開< 

ダイヤルを上方にまわすと、風量び上びります。 

送風□を閉じる 

ダイヤルを下方にまわすと、風量び下びります。 
ダイヤルを止まるまで下方にまわすと送風び止ま 
ります。 
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ルーム ランプ 


ルームランプ 



ルームランプスイッチび中立の位置④になってい 
るときは自動点灯モードになります。 

周囲び暗いとさ、(下の操作をすると点灯/消灯 
します。 

•エンジンスイッチからキーを抜くと点灯し、設 
定した遅延持間後に消灯します （1] 8ページ)。 

• U モコン操作で解錠すると点灯し、約30秒後に 
消灯します。 

•G 32日は、ドアを開くとフ□ントルームランプ 
び点灯します。 

G 320 Ion 浸 、 G 500 long、G 己己 AMG 
long はフ□ントドアを開くとフ□ントルームラ 
ンプび点灯し、リアドアを開くとリアルームラ 
ンプび点灯します。 


◊エンジンスイッチび 2 の位置のときは、ドア 
を閉じるとただちに消灯します。ドアを開い 
たままのとさは約3日分後に消なします。 
◊エンジンスイッチび1の位置のとき、または 
キーび抜いてあるとさは、ドアを閉じると数 
秒後に消灯します。 

ドアを開いたままのときは約己分後に消灯し 
ます。 

•テールゲートを開くと、ラゲッジルームランプ 
び点灯します。 

◊テールゲートを開いたままのときは、約]日分 
後に消灯します。 

ルームランプスイッチの③側を押しているとき 
は、フ□ントルームランプは点灯しません。 

ルームランプスイッチの⑥側を押すと、フ□ント 
ルームランプび点灯します。 

エンジンスイッチび2の位置のとさ、ラゲッジルー 
ムランプスイッチ①を押すと、ラゲッジルームラ 
ンプび点灯/消灯します。 

読書なスイッチ③を押すと、読書灯び点灯/消な 
します。 

※スライディングルーフ非装備車はスイッチの形 
状などが異なります。 


{な全のために 安全装備 


運乾ずる 
前に 


運転ずる 
とを 


快適* 
室内装備 


万-のとき 点検と整備 ヴ—ビスデ—夕 こんなときは 









ルーム ランプ 


注意！ 

車を施錠したとさは、ルームランプび消灯するこ 
とを確認してください。 


知識 

スイッチび中立の位置④でも、周囲び明るいとき 
はルームランプび点なしないことびあります。 



リア ルーム ランプ 

リアルームランプは、リアシートの上方左ちにあ 
ります。 


① U アルームランプび点灯 
③ U アルームランプび消な 

③ G 32日は、ドアを開くと、フ□ントルームラン 
プとリアルームランプび点なします。 

G 320 long、G 己日日 longs G 55 AMG 
long は、 U アドアを開くと、 U アルームランプ 
び点灯します。 


汪局！ 

スイッチが①の位置で点灯しているときは、自動 
的に消灯しません。バッテリーあびりのおそれび 
ありますので、必ず消灯してください。 
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ルーム ランプ 



ラゲッジ ルーム ランプ 

テールゲートを開くと点なします。 

エンジンスイッチび 2 の位置のとさ、ラゲッジルー 
ムランプスイッチ① (2 日2ページ)を押すと、点灯/ 
消なします。 


長時間テールゲートを開いたままにするときは、 
バッテリーあびりを防ぐためにラゲッジルームラ 
ンプを消灯してください。 



ラゲツジルームランプの消な 

テールゲートの□ツクプレートを矢印の方向にし"' 
つぱいに下げると、ラゲツジルームランプび消な 
します。点灯させるときはドア八ンドルのキーシ 
リンダーを巧します。 


迂局！ 

テールゲートを閉じる前には、必ずドア八ンドル 
のキーシリンダーを押し、□ックプレートを元の 
位置(イラストの位置)に戻してくださし、□ック 
プレートび下方に□ックされた状態でテールゲー 
卜を閉じよラとすると、□ックプレートびボデ 
ィの□ック部に当たり、ボディやテールゲートの 
□ックを損傷するおそれびあります。 

v _^ 


{な全のために 安全装備 


運乾ずる 
前に 


運転ずる 
とを 


快適* 
室内装備 


万-のとき 点検と整備 ヴ—ビスデ—夕 こんなときは 

























サンバイザー 


サンバイザー 



直射日光などび眩しいとさに使用します。 

横からの光び眩しいとさは、ヴンバイヴーをフッ 
クからがして横にまわします。 


バニテイミラー 

カノ く一を開いて使用します。 

カノ く一を開くと照明び点灯します。 


注意！ 


注意！ 

ヴンバイヴーを横にまねすときは、バニティミラー 
のカバーを閉じてください。 ルーフ やバニティミ 
ラーを損傷するおそれびあります。 

眩惑を防ぐため、走行中はカバーを閉じてくだ 
さし、。 
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灰皿 


灰皿 



センターコンソールの灰皿 

フ□ントセンターコンソールにあります。 

開く ：カバーの上部を軽く押します。 
閉じる：カバーを前方に押して閉じます。 



取りがず： ノブを矢印の方向にスライドし、取り 
がします。灰皿び持ち上がり、取り 
外すことびでさます。 

取りつける：灰皿を押し込みます。 


迂局！ 

灰皿を取り外すとさは、必ずエンジンを停止し、 
駐車ブレーキを確実に効かせてください。 


{な全のために 安全装備 


運乾ずる 
前に 


運転ずる 
とを 


快適* 
室内装備 


万-のとき 点検と整備 ヴ—ビスデ—夕 こんな户 
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の皿 



リアドアの灰皿* 

左ちのリアドアにあります。 


開< :灰皿の上部を手前に引さます。 

閉じる：灰皿を押し込みます。 

取り外ず： 灰皿をいっぱいに開き、矢印の位置 
を押しなびら手前に引き出します。 
取りつける：灰皿底部を所定の位置に合わせ、矢 
印の位置を押しなびらはめ込みます。 


注意！ 

-吸いびらやマッチの火は確実に消してください。 
-紙くずなどの燃えやすい物は入れないでくだ 
さい。 

-使用後は確実にカバーを閉じてください。 

V_ ♦ 


* オプシヨンまたは仕様により装備び異なります 
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ライター 



フ□ントセンターコンソールにあります。 

エンジンスイッチび1か2の位置のとさ使用でさ 
ます。 

ライターを押し込んで元の位置に戻るのを待ち、 
抜いて使用します。 

使用後は灰皿で灰を落とし、元の位置に戻してく 
ださい。 


A 警告 

ライターは必ずノブの部分を持ってください。金 
属部を持つと乂傷をずるおそれびありまず。 

v 


迂局！ 

•安全のため、子供を乗せるとさはライターを抜 
き取ってください。 

-ライターを押し込んだ後、押さえ続けないでく 
ださい。ライターを損傷するおそれびあります。 

• 赤熱部に灰や異物び付着したまま使用しないで 
ください。火災び発生するおそれびあります。 

•ライターを改造したり、純正品じ(夕 I のライター 
を使用しないでください。ライターやセンター 
コンソールを損傷したり、乂災び発生するおそ 
れびあります。 

•ライターが戻らなくなったとさは、エンジンス 
イッチを0の位置にするか、エンジンスイッチ 
からキーを抜いて、指定サービスエ場に連絡し 
てください。 

-アクセサリー電源としてライターソケットを使 
用するとさは、純正アクセサリーだけを使用し 
てください。 


{な全のために 安全装備 


運乾ずる 
前に 


運転ずる 
とを 


快適* 
室内装備 


万-のとき 点検と整備 ヴ—ビスデ—夕 こんなときは 














フ□ント アーム レスト 



フ□ントアームレストの小物入れ 

レバー1を押して持ち上げると、上段のル物入れ 
び開さます。 

レバー2を押して持ち上げると、下段のル物入れ 
び開さます。 


フ□ントアームレスト 


A 警告 

走行中は/ぶずフ□ントアームレストを閉じてくだ 
さい。急ブレーキ時や万一の衝突時に収納物が飛 
び出して、乗員びけがをずるおそれびありまず。 

V_ * 


江局！ 

フ□ントアームレストび閉じなくなるよラな大き 
な物をル物入れに入れないでください。アームレ 
ストや収納物び損傷するおそれびあります。 

v __ 


知識 

上段のノ」\物入れには携帯電話を接続することびで 
さます (2 日9ぺージ)。 

V__ 












フ□ント アーム レスト 



携帯電話の接続 

フ□ントアームレスト上部のル物入れ内のコネク 
ターに携帯電話を接続して、電話の発信/受信び 
でさます。 

電話機能については、別冊「マルチファンクシヨ 
ンコント□ーラー」の取扱説明書をご覧ください。 

携帯電話を取りつける 

1携帯電話ホルダーを下方に押し、ホルダーを開 
さます。 

2携帯電話の外部端子をコネクターに接続します。 
3ホルダーを下方に押し、携帯電話を固定します。 



携帯電話を取りがず 

1携帯電話ホルダーを下方に押し、ホルダーを開 
さます。 

2携帯電話をコネクターから取り外します。 


江局!_ 

携帯電話のサイズや形状びホルダーに合わないと 
さや、コネクターに接続でさないとさは、携帯電 
話を無理に取りつけないで<ださい。携帯電話や 
ホルダー、フ□ントアームレストを損傷するおそ 
れびあります。 


{な全のために 安全装備 


運乾ずる 
前に 


運転ずる 
とを 


快適* 
室内装備 


万-のとき 点検と整備 ヴ—ビスデ—夕 こんなときは 















カップホルダー 



グ□ーブボックスのカノ く一の裏側にあります。 


迁局！ 

•火傷防止のため、熱い飲み物を置かないでくだ 
さい。 

-サイズに合ったカップを置いてください。 

• 走行中は使用しないでください。 


[ 210 ] 











グ□ーブボックス 


グ〇—ブボックス 



開 < :八ンドルを弓 I いて開さます。 

閉じる：カバーを押して□ックさせます。 


グ□ー ブボックスの施錠 

キーシ U ンダーにエマージェンシーキーを 差し込 
んで解錠/施錠することびでさます。 


巧军錠ずる：キーを垂直方向にまわします。 
施錠ずる：キーを水平方向にまわします。 


迂局！ 

•走行中は、グ□ーブボックスのカバーを開いた 
ままにしないでください。急ブレーキ時や万一 
の衝突時に乗員びけびをしたり、収納物び飛び 
出すおそれびあります。 

• 貴重品はグ□ーブボックス内に保管しないでく 
ださい。 


知識 

• 駐車場などでキーを預ける場合に、グ□ーブボ 
ックスを開けられた<ないとさは、グ□ーブボ 
ックスを施錠してください。その際は、エマー 
ジェンシーキーをキー本体から取り外し、携帯 
してください。 

• エンジンスイッチび1か2の位置のときにグ□一 
ブボックスを開<と、グ□ーブボックスランプ 
び点灯します。 


{な全のために 安全装備 


運乾ずる 
前に 


運転ずる 
とを 


快適* 
室内装備 


万-のとき 点検と整備 ヴ—ビスデ—夕 こんなときは 



















小物入れ 


ル物入れ 



センターコンソールの\物入れ 

使用するときは、カバーを後方に引きます。 
カップホルダーとして使用することちでさます。 


ラゲッジルームのル物入れ* 

使用するときはカバーを開きます。 


* オプシヨンまたは仕様により装備び異なります [21 












収納ネット/アシストグリップ 


収納ネット 



助手席側の足元に新聞や雑誌などを収納でさるネ 
ットを備えています。 


迂局！ 

•収納ネットには、重い物や固い物、ビンや吿、 
割れやすい物、鋭利な形状の物を入れないで< 
ださい。 

•収納物びネットからはみ出さないよラにしてく 
ださい。 


アシストグリップ 


フ□ントとリアのサイドウインドウ上部にアシス 
トグリップびあります。コーナリング時の姿勢保 
持などに使用します。 

リアのアシストグリップには、コートフックび装 
備されています。 


迂局！ 

•アシストグリップにぶらさびったり、必要じ(上 
の大さな荷重をかけないでください。アシスト 
グリップび破損することびあります。 

• 運転者は運転中にアシストグリップを使用しな 
いで <ださい。 

•コートフックを使用するとさは、衣服び運転者 
の視界の妨げにならないよラにしてください。 


{な全のために 


安全装備 


運乾ずる 
前に 


運転ずる 
とを 


快適* 
室内装備 


万-のとさ 


点検と整備 


ヴ—ビスア—夕 




























電源ソケット 



U アのセンターコンソールにあります。 
電気製品などの電源として使用します。 
使用するとさはカバーを上方に開さます。 


注意！ 

-必ず DC ] 2 V 、最大消費電流]己 A 仪下(最大消 
費電力] 80 WLU 下)の規格に合った電気製品を 
使用してください。規格外の製品や規格(上の 
大さな容量の製品を使用するとヒューズび切れ 
たり、乂災び発生するおそれびあります。 

• ソケット内に指などを入れたり、ライターを差 
し込まないでください。感電したり、ショート 
するおそれびあります。 

-エンジンび回転していないときは長時間使用し 
ないでください。バッテ U —びあびるおそれび 
あります。 

•電源ソケットを使用しないとさはカバーを閉じ 
てください。異物び入ったり、水びかかると故 
障の原因になることびあります。 







万一のとを 


事故-故障のとさ 

216 

スペアタイヤ 

非常信号用具 

217 

タイヤ交換 

停止表示板/車載工具/救急セット/ 


才ーバーヒートしたとさ 

ジャッキ （G 320) 

218 

バッテリー 

停止表示板/車載工具/救急セット/ 


ヒューズの交換 

ジヤツキ （G 320 long / G 已〇〇 long / 

G 已已 AMG long ) 

220 

電球の交換 

けん引されるとを 

223 
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{な全のために 安全装備 


運乾ずる 
前に 


運転ずる 
とを 


快適- 
室内装備 



点検と整備 


ヴ—ビス K — 夕 こんなとさは 


6 8 已 6 〇 3 
2 2 3 3 4 4 
2 2 2 2 2 2 



事故-故障のとさ 


事故 • 故障のとを 


A 警告 

燃料などび漏れている場合は、ずぐにエンジンを 
停止してください。また、車に乂気を近づけない 
ように注意してください。乂災や爆発び発生ずる 
おそれびありまず。 


事故び起きたとき 

(下の処置をとってください。 

•続発事故を防ぐため、交通の妨げにならない安 
全な場所に車を停車し、エンジンを停止してく 
ださい。 

.負傷者び いると さは、消防署に救急車の出動を 
要請するととわに、負傷者の救護を行なってく 
ださい。ただし、頭部に傷を負っている場合は 
負傷者をむやみに動かさないでください。 
•警察に連絡してください。事故が発生した場所 
や事故状況、負傷者の有無や負傷状態などを報 
告してください。 

•相手の方の氏名や住所、電話番号などを確認し 
てください。 

• 保険会社に連絡してください。 


路上で故障したとき 

安全な場所に停車し、非常点滅巧を点滅させてくだ 
さい。高速道路や自動車専用道路では、車の後方 
に停止表示板を置くことび法律で義務づけられて 
います。追突のおそれびあるため、乗員は車内に残 
らず、ただちに安全な場所に避難してください。 

車び動かな<なったとさ 

セレクターレバーを la に入れ、同乗者や付近の 
人に救援を求めて、安全な場所まで車を押して移 
動して < ださい。 


迂局！ 

踏切内で動けなくなったとさは、ただちに踏切の 
非常ボタンを押してください。緊急を要するとき 
は非常信号用具を使用してください。 

V_ * 








非常信号用具 


非常信号用具 


懐中電灯びドアポケット内に装備されています。 


知識 

•新車時は電池の自然放電を防ぐため、電池の間 
に紙び挟まれています。使用するとさは紙を取 
り除いて < ださい。 

• 懐中電灯び十分な明るさで点灯することを定期 
的に点検してください。 


{な全のために 安全装備 


運乾ずる 
前に 


運転ずる 
とを 


快適* 
室内装備 



点検と整備 


ヴ—ビス K — 夕 こんな户 
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停止表示板/車載工具/救急セツト/ジャッキ （G 320) 


停止表示板/車載工具/救急セツト/ジャッキ （G 320) 



停止表示板/車載工具 

停止表示板と車載工具は、ラゲツジルーム左側の 
ル物入れに収納されています。 


救急セット 

救急セツトは、ラゲツジルームち側のル物入れに 
収納されています。 
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停止表示板/車載工具/救急セツト/ジャッキ （G 320) 



ジャッキ 

ジヤツキは助手席の下に収納されています。 


ジャッキを取り外ずとき 

17イナスドライパーなどで、カパーを止めるピン 
の凸部を取り外します。 

2ピンの凹部を抜き取り、カバーを外します。 

3ジャッキホルダーからジャッキを取り外します。 



ジャッキを収納ずるとき 

1図のよラにジャッキをジャッキホルダーに取り 
つけてから、カバーを被せます。 

2カバーにピンの凹部を取りつけてから、凸部を 
はめ込みます。 


{な全のために 安全装備 


運乾ずる 
前に 


運転ずる 
とを 


快適- 
室内装備 



点検と整備 


ヴ—ビス K — 夕 こんな户 
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停止表示板/車載工具/救急セツト/ジャッキ （G 320 long / G 已〇〇 long / G 曰曰 AMG long ) 


停止表示板/車載工具/救急セット/ジャツキ （G 320 long / G 已〇〇 long / G 已已 AMG long ) 



停止表示板 

停止表示板は、左側 U アシートの下に収納されて 
います。 

使用するときは、リアシートを前方に倒してから 
(62 ページ)、 U アシート下のストラップのバック 
ルを押し、ストラップをゆるめて取り外します。 
戻すとさは、停止表示板をストラップで固定し、 
ストラップをいっぱいに引いて締めます。 


車載工具 

車載工具は、 U アシート中央部のフ□ア下に収納 
されています。 

使用するとさはカバーを上方に取り外します。 


に 20] 










停止表示板/車載工具/救急セツト/ジャッキ （G 320 long / G 已〇〇 long / G 曰曰 AMG long ) 



救急セット 

救急セットは、左側 U アシート下のル物入れに収 
納されています。 

使用するときは、左側リアシートを前方に折りた 
たみ (62 ページ)、ル物入れのカバーを開さます。 



ジャッキ 

ジャッキは、ち側の U アシート下の工具入れに収 
納されています。 

使用するときは、ち側リアシートを前方に折りた 
たんでから (62 ページ)、工具入れのカバーを開さ、 
ストラップのバックルを押し、ストラップをゆる 
めて外します。戻すときは、ジャッキをストラッ 
プで固定し、ストラップをいっぱいに引いて締め 
ます。 


に 21] 
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停止表示板/車載工具/救急セツト/ジャッキ （G 320 long / G 已〇〇 long / G 曰曰 AMG long ) 



停止表示板の組み立てかた 

使用するとさは、図の順序で組み立てます。 


※停止表示板は車種により異なることがあります。 
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けん引されるとさ 


1□ープをけん引フックにかけます。 

2車間距離び已 m じ(内になるよラに□ープを結び 
ます。 

3 □ープの中央に白い布 (3 日 cm 四方 iiLb ) をつけ 
ます。 

4セレクターレバーを堂に入れます。 


U アけん引フック 

けん弓 I フックは前後ノ くンノ く一の左下にあります。 




フ□ントけん引フック 


迁局！ 

•けん引されるときは、専門業者に依頼して車両 
運搬車で移送してください。 

•やむを得ず、他車にけん引されるときはじ(降に 
記載する説明に従ってください。 


けん引されるとを 


快適* 
室内装備 



点検と整備 
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けん引されるとさ 


エンジン/トランスミッション/電気系統が故障し 
ているとさ 

トランスミッションの位置を！ ¢1 に、トランスファー 
の位置を ( N ) にしてください。 

トランスファーケースび故障しているとさ 

前後のアクスルからプ□ペラシャフトを外してく 
ださい。 

フ□ントアクスルが損傷しているとき 

フ□ントアクスルを持ち上げ、リアアクスルと卜 
ランスファーケース間のプ□ペラシャフトを外し 
てください。 

リアアクスルが損傷しているとき 

リアアクスルを持ち上げ、必ずフ□ントアクスル 
にホイール□ーラーを取りつけてけん引してくだ 
さい。ホイール□ーラーを取りつけないと、フロ 
ントアクスルの直進性び失われます。 


注意！ 

けん引□ープを使用してけん引されるときは、じ ( 

下の点に注意してください。 

-□ープは両車ともでさるだけ同じ側につないで 
ください。 

•□ープの長さは己 m じ(内とし、□ープの中央に 
白し^布 (3 日 cm X 3日 cm じ(上)をつけて2台の車 
び□ープでつなびれていることを周囲に日月示 
してください。 

-□ープに無理な力や衝撃びかからないよラにして 
ください。 

-けん引フックじ(外には□ープをかけないでくだ 
さし、。 

•走行中、□ープをたるませないよラに車間距離 
と前車のブレーキランプにを意してください。 

• ワイヤー□ープやチェーンを使用しないでくだ 
さい。車に傷をつけるおそれびあります。 




けん引されるとさ 


注意！ 

•一般道では3日 km / hli (下の速度で、距離は 
己日 kmiil 内に限り、けん引走行することびで 
さます。距離び己日 km を超えるときは、必ず 
車両陸送用トレーラーなどを利用してくださ 
し^。トランスミッションを損傷するおそれび 
あります。 

-エンジンを止めた状態でけん引走行するとさで 
ち、エンジンスイッチからキーを抜かないでく 
ださい。ステア U ング□ックび作動し、ステア 
リング操作びでさなくなります。 

•エンジンびかかっていないと、ブレーキ倍力装 
置やパワーステア U ングび作動しません。ステ 
アリングをまわすとさやブレーキペダルを踏み 
込むとさに非常に大さな力び必要になります。 

• 車速感応ドア□ックを設定した状態でけん引さ 
れると、タイヤび回転したときにドアび施錠さ 
れ、車外に閉め出されるおそれびあります。車 
速感応ドア□ックを日 FF にしてください （12] 
ぺ_ジ)。 

•車輪を上げてけん引されるときは、エンジンス 
イッチを 2 の位置にしないでください。 ESP び 
作動し、接地している車輪のブレーキび作動し 
ます。 


• 駆動輪び柔らかい地面やめかるみの中に埋まっ 
て動かなくなった車を引さ出すとさは、慎重に 
行なってください。積載物びあるとさは特に注 
意してください。 

.車を急激に引き出したり、斜めに引き出さない 
でください。車体を損傷するおそれびあります。 

-トレーラーをけん引している場合は、絶対に卜 
レーラーを接続したまま車を引き出さないでく 
ださし、この場合は車の後部のトレー つ ーカッ 
プリングで引っ張り、できるだけ走行してきた 
わだちに添って後方へ引さ出してください。 
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スペアタイヤ 


スペアタイヤ 



スペアタイヤを取り外ずとき 

1専用の□ックキーでスペアタイヤの外周カバー 
の□ックを外します。 

2外周カバーを矢印の方向に広げて外します。 

3後部カバーを手前に引いて外します。 

4スペアタイヤを固定しているナット （3 本)をゆ 
るめ、タイヤホルダーからスペアタイヤを外し 
ます。 


迁局！ 

スペアタイヤの外周カノ く一や後部カノ く一を外すと 
さは、必ず手袋などを着用してください。素手で 
作業するとけがをするおそれびあります。 



知識_ 

□ックキーは車内の安全で取り出しやすい場所に 
保管してください。 

>- - 


タイヤを収納ずるとき 

1タイヤをタイヤホルダーにかけ、ナットをねじ 
込んで固定します。 
















スペアタイヤ 



2後部カバーの凸部をタイヤホルダーの凹部に合 
わせ、後部カバーを取りつけます。 

3外周カバーの□ックを下に向けて、外周カバー 
を後部カバーに被さるよラに取りつけます。 

4 □ックキーを押し込みなびらまわし、外周力 
バーを□ックします。 



迂局！ 

•スペアタイヤの溝び摩耗限度になったら、ただ 
ちに新品と交換してください。 

•摩耗具合にかかわらず、6年を経過したスペア 
タイヤは新品と交換してください。 

•安全上の理由から、スペアタイヤび確実に固定 
されているかどラか定期的に点検してくださ 
し、スペアタイヤは必ずタイヤホルダーに取り 
つけ、外周カバーおよび後部カバーを被せて< 
ださい。 

•外周カバーを取りつけるとさは、必ず外周力 
ノ（一び後部カノ（一に被さっていることを確認 
してください。後部カバーび脱落するおそれ 
があります。 

-□ックキーを紛失しないよラに注意してくだ 
さし、 
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タイヤ交換 


タイヤ交換 


パンクしたときは、スペアタイヤに交換します。 
タイヤ交換は、十分に安全を確保できる、地面び匡 
く水平な場所で行なつてください。 


A 警告 

•パンクしたタイヤで走行しないでください。車 
のコント□ールを失い、事故を起こずおそれび 
ありまず。また、タイヤび異常に過熱し、义災 
が発生ずるおそれびありまず。 

•路上でタイヤ交換をずるときは、車の後方に十 
分注意しなびら停止表示板を置さ、非常点滅'灯 
を点滅させて < ださい。 


注意！ 

• ジャッキアップする前に人や荷物を車から降ろ 
してください。 

• 車速感応ドア□ックを設定した状態で車を押し 
たり、タイヤ交換などで車を持ち上げるとさは、 
エンジンスイッチを0の位置にしてください。 
ホイールび回転すると車が自動的に施錠され、 
車外に閉め出されるおそれびあります。 

•タイヤ交換をするとさは、必ず手袋を着用して 
ください。素手で作業を行なラとけびをするお 
それびあります。 


スペアタイヤに交換ずる 

1安全な場所に停車後、駐車ブレーキを確実に効 
かせてからセレクターレバーを la に入れ、ス 
テアリングを直進位置にして、エンジンを止め 
ます。 

エンジンスイッチからキーを抜さ、ステアリン 
グび □ ックされたことを確認してください。 

2ジャッキ、スペアタイヤ、ホイールレンチを準 
備します。 

3交換するタイヤの対角線の位置にあるタイヤの 
前後に輪止めをします。 

やむを得ず傾斜地でタイヤ交換をするときは、 
じ(下のよラに輪止めをします。 

•前輪のいずれかを交換するとさは、左ちの後 
輪の下り側に輪止めをします。 

•後輪のいずれかを交換するとさは、左ちの前 
輪の下り側に輪止めをします。 


知識 

輪止めは装備されていません。タイヤストツノ 又一か、 
適当な大ささの木片か石を、上記の手順に従って 
使用してください。 

V_ J 










タイヤ交換 



4ホイールレンチで、交換するタイヤのホイール 
ボルトに本)を約]回転ほどゆるめます。この 
時点では、ホイールボルトを取り外しません。 


迁局！ 

ホイールレンチを使用するとさ、ホイールレンチ 
びホイールボルトから外れると、けびをしたり、 
ボルトを損傷することびあります。じ(下の点に注意 
してください。 

-ホイールレンチを確実に差し込んでください。 

• 足で踏んでまわさないでください。 

•両手で握り、ホイール側に押しつけるよラにし 
なびらまねして < ださい。 



已車載工具から3分割のジャッキレバーを取り出 
し]本に組み立てます。 
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タイヤ交換 



ジャッキレバー 


U リースボルト 


6車内からジャッキを取り出し（2]9、22]ぺ一 
ジ）、図のよラにジャッキレバーをソケットの 
奥まで差し込み、ちにまわして固定します。 

7ジャッキレバーを上下に動かし、ジャッキレバー 
び上昇するか確認して < ださい。 

もし上昇しない場合は、ジャッキレノ く一をリリー 
スボルトに差し込み、 時計回り（ち）にまわして 
から、再度、ジャッキレバーをソケットに差し 
込み、上昇するか確認して<ださい。 



8ジャッキを車軸チューブの下に置さます。 


ま意！ 

• ジャッキアップする前に人や荷物を車から降ろ 
してください。 

-ジャッキアームび正しく車軸チューブの下に置 
かれていることを確認してください。 
•ジャッキは側面から見て、垂直になるよラにし 
てください。 

•ジャッキの底面び、確実に路面に接地するよラ 
にしてください。 



















タイヤ交換 



9ジャッキレバーを上下に動かし、タイヤび地面 
から離れるまでジャッキアップします。 


A 警告 

車が車載のジャッキだけで支えられているとき 
は、絶巧に車の下に入ったり、手や足を入れない 
でください。ジャッキが外れると、車に挟まれて 
致命的なけびをずるおそれびありまず。ジャッキ 
は車を一時的に持ち上げるときだけに使用してく 
ださい。 


迂局！ 

車を持ち上げているとさは、エンジンを始動した 
り、駐車ブレーキを解除しないでください。車び 
落下するおそれびあります。 



10ホイールボルトを取り外して、タイヤを外します。 


迂局！ 

-ホイールボルトに砂や泥び付着しないようにま 
意してください。 

•タイヤを地面に置くときは、ホイールの外側を 
下にしないでくださし、下にして置くと、ホイー 
ルに傷びつくおそれびあります。 

•ホイールを取り外したとさは、ホイールの内側 
を十分に清掃し、点検をしてください。リムの 
凹みや巧びりは空気圧減少の原因になり、タイ 
ヤを損傷するおそれびあります。 
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タイヤ交換 



11スペアタイヤをホイール八ブに挿入しホイール 
ボルトを差し込み、ホイールの位置ミ夫めを行な 
います。 


迁局！ 

-ホイールボルトに損傷や鐘びあるとさは交換し 
てください。また、ネジ山にはミ夫してオイルや 
グリスを塗布しないでください。ボルトびゆる 
むおそれびあります。 

•ホイール八ブのネジ山に傷びついたとさは、す 
ぐに修理してください。 


に 32] 



12すべてのホイールボルトを差し込み、軽く締め 
つけます。 


知識 

スペアタイヤび回転方向の指定されたタイヤの場 
合、取りつける位置によって、回転方向び逆向さ 
になってしまラことびあります。応急的な走行に 
は支障ありませんび、すみやかに標準タイヤに戻 
してください。 











タイヤ交換 


]3ジャッキレバーをソケットから外して、リリー ] 己ホイールボルトを図の順序で何度かにわけて締 
スボルトに取りつけます。 めつけます。 

] 4ジャッキレノ（一を反時計回りにゆっくりまわし 

て車を下げ、ジャッキを外します。 締めつけトルク： 13 kg - m (130 Nm ) 

_ タイヤ交換後は、ただちに指定サービスエ場など 

注意！ 

リリースボルトは、車を下げるときに、]〜2回 
転だけゆるめてください。ゆるめすざると内部か 
ら液び漏れるおそれびあります。 


に 33] 


で締めつけトルクを確認してください。 

16タイヤの空気圧を点検します。 

] 7外したタイヤ、ジャッキ、工具を収納します。 
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タイヤ交換 


A 警告 

ジャッキアップした状態でホイールボルトを強く 
締めつけないでください。締めつける勢いでジャ 
ッキが外れるおそれびありまず。 
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江局！ 

ホイールレンチを使用するとさ、ホイールレンチ 
びホイールボルトから外れると、けびをしたり、 
ボルトを損傷することびあります。じ(下の点にま 
意してください。 

-ホイールレンチを確実に差し込んでください。 

• 足で踏んでまわさないでください。 

•両手で握り、ホイール側に押しつけるよラにし 
なびらまねして < ださい。 

また、ホイールレンチにパイプを継ぎ足してまわ 
すなど、必要(上にホイールボルトを締めつけな 
いでください。ホイールボルトやネジ山を損傷す 
るおそれびあります。 _^ 







才ーバーヒートしたとさ 


才ーバーヒートしたとき 


オーバーヒートしたときは、 LU 下のような症状び 
あ5われまず 

• 冷却水温度画面 （1 日己ページ)のバーグラフびち 
端を示す。 

•マルチフアンクシヨンディスプレイに"レイキャクスイ 
エングンヲテイシシテクタ''サイ"と表示されたとき。 

• エンジンルームから蒸気び出ている。 


A 警告 

-エンジンルームから蒸気び出ているときや冷却 
水が吹き出しているときは、ただちにエンジン 
を停止し、冷えるまで車か S 離れてください。 
エンジンルームの中に漏れた液体が発乂して乂 
災が発生ずるおそれがありまず。 

•水温び下びるまで、絶巧にボンネットやリザー 
ブタンクのキャップを開かないで<ださい。高 
温の蒸気や熱湯が吹さ出して乂傷をずるおそれ 
びありまず。 


江局！ 

-オーノくーヒートした状態で走行したり、冷却水び 
吹き出している状態でエンジンをかけたままに 
すると、エンジンを損傷するおそれびあります。 
•才ーバーヒートしたとさは必ず指定ヴービスエ 
場で点検を受けてください。 


オーバーヒートしたときは、 LU 下のように処置して 
<ださい 

1ただちに安全な場所に車を停車します。 

2エンジンをアイドリング状態で冷却します。 
エンジンフアンび停止しているとさ、冷却水び 
吹き出しているときは、エンジンを停止して冷 
却して < ださい。 

3エンジンび十分に冷えてから、冷却水量、水漏 
れ、エンジンフアンなどを点検します。 

4冷却水び不足していたら補給します (249 ペー 
ジ)。 


迂局！ 

冷却水は、エンジンび熱いとさに補給しないでく 
ださい。エンジンび損傷するおそれびあります。 

V__ 
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バツテリー 


バツテ リー 


バッテ リーは リアシー 卜中央部のフ□ア下にあり 
ます。 

バッテリーびあびったときは、エンジンルーム内 
のバッテ U —端子にブースターケーブルを接続し 
ます。 


※マルチフアンクシヨンディスプレイにバッテリー 
に関する警告メッセージび表示されたとさは 
(293 ぺージ)をご覧ください。 


A 警告 

•バッテリーの液量び "MIN " マーク LU 下の状態 
で使用しないでください。バッテリー液が少な 
いとバッテリーの劣化び促進され、寿命び縮ま 
ったり、爆発ずる原因となりまず。ただちにバッ 
テリー液を補巧してください。 

• バッテリーを接続ずるときは、決してバッテリー 
をのぞさ込まないでください。 万一、爆発した 
場合にけがをずるおそれがありまず。 

•絶巧に®と©を間違えて接続したり、 ® と©の 
端子を接触させないでください。万一、爆発し 
た場合にけがをずるおそれびありまず。 

•たばこなどの乂気を近づけないでください。バ 
ッテリーか5は可燃性のガスが発生しているた 
め、爆発ずるおそれがありまず。 

•バッテリー液は希硫酸でず。絶巧に触れないで 
ください。万一、目に入ったときは、ずぐに流水 
で十分に洗眼し、医師の診断を受けてください。 

Vs ___ J 


注意！ 


•バッテリーの接続を外すときは、©側のバッテ 
U -ケーつ'、 レを先に外してください。また、バッ 
テリーを接続するとさは®を先に接続します。 

•バッテリーケーブルを外すときは、エンジンスイ 
ッチを 0 の位置にし、すべての電気装備のスイッ 
チびオフになっていることを確認してくださし、 

•充電器で充電するとさは、バッテリーからバッ 
テリ -な一つ'、 レを外してください。 

•エンジン回転中は、絶対にバッテリーケーブル 
をゆるめたり外さないでください。オルタネー 
ターや他の電気装備を損傷するおそれびあり 
ます。 

•バッテリーケーブルは、ゆるまないよラ確実に 
締めっけて < ださい。 

•バッテリーからバッテリーケーブルを外すと、 
ラジオなどのメモ U —び消去されます。各装置 
の取り扱いに従いリセットしてください。不明 
な点は指定サービスエ場におたずねください。 

•車を長期間にわたって使用しないときや、主に 
短距離の走行に使用するとさは、バッテリーの 
点検を通常よりも頻繁に行なってください。 

•ランプびいっもより暗くなったときは、バッテ 
U —の電圧び低下しています。指定サービスエ 
場でバッテリーを点検してください。 


9 環境保護のため、使用済みのバッテ U —は、新 
しいバッテリーをお買い求めになった販売店 
で廃棄処分をお願いしてください。 
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バツテリー 


バ ッ テリ 一びあがつたとき 

じ(下のよラなとさはバッテ U —の電圧び低下して 
います。 

•スターターびまわらない。まわっても回転が弱 
く、エンジンび始動しない。 

• ランプびいつわより暗い。 

バッテ U —の電圧び低下し、エンジンの始動び困 
難なとさは、ブースターケーブルを使用して他車 
のバッテリーを電源として始動することびでさま 
す。容量の大さい太めのブースターケーブルを使 
用してください。 


A 警告 

• ブースターケーブルでエンジンを始動ずると 
き、バッテリーの取り扱いやブースターケーブ 
ルの接続を誤ると、バッテリーが爆発してけび 
をしたり、車の電装部品を損傷ずるおそれがあ 
りまず。 

-ブースターケーブルを使用して始動していると 
きは、決してバッテリーをのぞき込まないでく 
ださい。万一、爆発した場合にけびをずるおそ 
れびありまず。 
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バッテリー 



始動の方法 

1バッテリー電圧び同じ （12V) で、バッテリー容 
量び同程度の救援車を用意します。 

2救援車のエンジンを停止します。 

3両車の電気装備をすべてオフにします(エンジ 
ンスイッチを 0 の位置にします)。 

4自車の®ターミナルカバーを開さます。 

已救援車のバッテ U —の®端子と自車の®端子を 
ホ色ブースターケーブルで接続します。 

先に救援車のバッテ U —の®端子を接続してく 
ださい。 

6救援車のエンジンを始動し、アイドリング状態 
にします。 


7自車のエンジンを始動します。 


注意！ 

•電気回路を守るため、エンジンを始動したら、 
ただちにヒーターやデフ ォッ ガーなどの電気装 
備を作動させてください。ただし、ランプは点 
巧させないでください。 

• 救援車の取扱説明書わよくお読みください。 


8取りつけたとさと逆の順序でケーブルを取り外 
します。 

9必要のない電気装備を停止します。 










バッテリー 


注意！ 

• 急速充電器などを接続してエンジンを始動しな 
いでください。車の電気装備を損傷します。 

• 触媒装置の損傷を避けるため、(下の点にま意 
してください。 

〇「巧しびけ」や下り勾配を利用してエンジン 
を始動しないでください。 

◊エンジンが暖まっているときは、ブースター 
ケーブルでエンジンを始動しないでください。 
◊エンジン始動を2〜3回試みてち始動できな 
いとさは、時間をおいてから、再度始動して 
ください。それでち始動しないとさは指定 
ヴービスエ場へ連絡してください。 

•ブースターケーブルは、十分な容量（太さ）の 
な一つ) レを使用してください。 

◊ケーブル部分や絶縁部分び損傷しているちの 
は使用しないでください。 

◊ケーブルびラジェター;令却フアンやVベルト 
などに巻き込まれないよラにしてください。 


知識 

•放電したバッテリー液は、約一]日でで凍結し 
ます。凍結しているとさは、火気を近づけずに 
バッテリー全体を暖め(己日む(下)、バッテリー 
液を解凍してからエンジンを始動してください。 
•バッテリーびあびったり、バッテリーの接続び 
一時的に断たれると、次にバッテリーを接続し 
てエンジンを始動したとさに、マルチファンク 
シヨンディスプレイに警告メッセージび表示さ 
れることびあります。このとさは、じ(下の手順 
で再設定してください。 

1安全な場所に停車し、エンジンを始動し 
ます。 

2ステアリングをいずれかに止まるまでまわ 
し、次に反対側へ止まるまでまわします。 


VRLA バッテリー 

バッテリーのケースび黒色で、 上面に VRLA - 
目 ATTER 丫のラベルびある場合は、バッテリー液 
のレベル点検や補充はでさません。点検について 
は指定サービスエ場におたずねください。 
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ヒューズの交換 



ランプ類び点灯しないとさや、電気装備が作動し 
ないとさはヒューズび切れていることび考えられ 
ます。 

ヒューズの交換は、指定サービスエ場で行なラこ 
とをお勧めします。 


迂局！ 

電気系統の作業を行なラときは、ノくッテリーのマ 
イナス端子を外してください。 



ヒューズボックスの位置 

ヒューズボックスは3箇所にあります。 

ヒューズボックス①は、センターコンソールち側 
後部にあります。助手席シートを最前部まで動か 
し、スクリューをゆるめ、カバーを取り外します。 


江局！ 

ヒューズボックス①のヒューズの交換は指定ヴー 
ビスエ場で行なってください。 _ 


ヒューズボックス③は、ランプスイッチの横にあ 
ります。 

カバーを矢印の方向に取り外します。 











ヒユースの 交換 



ヒューズボックス③は、グ□ーブボックス下部の 
カバー内にあります。 


迂局！ 

ヒューズボックス③のヒューズの交換は指定ヴー 

ビスエ場で行なつてください。 

' - - 



ヒューズボックス⑤を開くとき 

1ビス1をゆるめ、カバー1を取り外します。 
2ビス2をゆるめ、カバー2を取り外します。 
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ヒューズの交換 



3ヒューズボックスは、交換作業を容易にするた 
め引さ出すことびでさます。引さ出すとさはビ 
ス3を外します。 


ヒューズの交換 

1エンジンスイッチからキーを抜いてください。 

2ヒューズリムーバーなどを使用して、該当ヒュ 
ーズを取り外します。 

3ヒューズび切れていたら同じ容量のヒューズと 
交換します。 

詳しくはヒューズー覧 (271 ぺージ)をご覧くださし、。 


迂局！ 

• 規定より大さい容量のヒューズを使用したり、 
ヒューズの改造、ヒューズ(外の物による代用 
をしないでください。乂災び発生するおそれが 
あります。 

-ヒューズボックスの中には湿気び入らないよラ 
にしてください。 

•ヒューズを交換してもすぐに切れたり、電気装 
備び作動しないとさは、他に原因びあります。 
指定ヴービスエ場で点検を受けてください。 

-ヒューズび切れていないのに、ランプ類び点灯 
しなかったり、電気装備び作動しないとさは、 
電球切れや故障び考えられます。指定サービス 
工場で点検を受けてください。 






電球の交換 


電球の交換 


電球を交換するとさは、規格に合った同容量の電 
球と交換してください。 

LED やキセノンランプの交換は、必ず指定ヴービ 
スエ場で行なってください。その他の電球の交換 
わ、指定サービスエ場で交換作業を行なラことを 
おすすめします。 

マルチフアンクシヨンディスプレイの警告表示 

主要なランプ類のいずれかの電球び切れたときは、 
マルチフアンクシヨンディスプレイに故障/警告 
メッセージび表示されます (29] ページ)。すみや 
かに電球を交換してください。 

方向指示灯の電球び切れたとさは、マルチフアン 
クシヨンディスプレイの故障/警告メッセージに 
加えて、メーターパネル内の方向指示表示灯の点 
減と音の間隔び短くなります。 


ま意！ 

•指定(外の電球を使用しないでください。過熱 
してレンズを損傷したり、故障の原因になるこ 
とがあります。 

•八□ゲンランプび熱くなっているときは、電球 
に触れたり、電球を取り外さないでください。 
八□ゲンランプには圧力のかかったガスび封入 
されているので、破裂するおそれびあります。 

•八□ゲンランプを交換するとさは、手袋などを 
着用し、直接手で電球に触れないよラにしてく 
ださい。八□ゲンランプは高温になるため、電 
球の表面に油などび付着すると切れやすくなり 
ます。触れたときは、薄めた中性洗剤を含ませ 
た柔らかい布で電球をよく拭いてください。 


知識 

ドア S ラーの 方向指示なと八イマウン トブレーキ 
ランプは、すべての LED び切れたとさにマルチフ 
アンクシヨンディスプレイに故障/警告メッセー 
ジび表示されます。 


※電球一覧は (27 日ぺージ)をご覧くださし、 
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メンテナンス 


メンテナンス 


車の性能を十分に発揮させ、安全かつ快適に運転 
するためには、指定サービスエ場で点検整備を受 
ける必要びあります。指定ヴービスエ場では liTF 
のよラな点検を行ないます。 

-ダイムラー-クライスラー社指定の点検整備 
ダイムラー*クライスラー社の指示による点検整 
備項目びあります。これらはメンテナンスイン 
ジケーターの表示に応じて実施します。 

• 1年および2年点検整備 
] 年、2年点検整備は、車検時を含め、法律で定 
められ実施するちのです。次の点検整備時期を 
示すステッカーびフ□ントウインドウに貼付して 
あります。詳しくは指定サービスエ場におたず 
ね < ださい。 

メンテナンスインジケーター 

メーカー指定点検整備の時期を知らせる目安とし 
て、メンテナンスインジケーターび装備されてい 
ます （1 日6ページ)。 


整備手帳 

車には整備手帳び備えてあります。点検整備で実 
施された作業は整備手帳で確認してください。 

日常点検 

長距離走行前や洗車時、燃料補給時など、お客様 
び曰常、車をご使用される中で、お客様ご自身の 
判断で実施していただく点検です。 

点検項目は整備手帳に記載されています。 

点検を実施したときに異常が発見された場合は、 
すみやかに点検を受けてください。 



エンジン ルーム 


エンジンルーム 


エンジンルーム内の各所を点検をするとさはじ(下 
の事項を厳守してください。 


A 警告 

• イグニッシヨンシステムに手を触れないでくだ 
さい。高電圧び発生しているため、感電ずるお 
それがありまず。 

•エンジンスイッチからキーを抜いても、冷却水 
の温度が高いとさはエンジンフアンが自動のに 
回転ずることびありまず。エンジンフアンの回 
車5部には身体や物を近づけないでください。 


エンジンルーム内の手入れ 

手作業でおいてください。乂傷や感電をしないよ 
ラに注意してください。 

エンジンルームには多くの電気装備びあり、水分 
や湿気を嫌います。水をかけたり、スチーム洗浄 
をしないで <ださい。 


ま意！ 

• ェンジンや補器類の熱や動さに十分ま意してく 
ださい。火傷やけびをするおそれびあります。 

• ラジェターに手を触れなし^でくださし、乂傷や 
けびをするおそれびあります。 

• 作業は安全な場所を選んで行なってください。 

• 適切な工具を使用して < ださい。 

• 部品や工具をェンジンルーム内（ェンジンの上 
など）に置かないでください。中に落とすおそ 
れびあります。 

• 油脂類(オイルなど)やフルード類(ブレーキ液、 
バッテリー液、冷却水など)は、十分注意して取 
り扱ってください。万一、目に入った場合は、 
すぐに流水で十分に洗い、医師の診断を受けて 
ください。 

• 油脂類やフルード類び皮膚に付着したときは、 
すぐに石けんで洗い流してください。放置す 
ると皮膚に障害を起こすおそれがあります。 

•油脂類やフルード類の容器は、子供の手び届く 
ところや火気の近くに保管しないでください。 


9 環境保護のため、油脂類やフルード類の交換 
および廃棄は、指定サービスエ場で行なって 
ください。 
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冷却水 


冷却水 



冷却水は U ヴーブタンクで点検と補給を行ない 
ます。 


冷却水量を点検ずる 

点検は水平な場所で行ないます。 

冷却水び;令えている状態で、 U ヴーブタンク本体 
の白と黒の境目(矢印) まで あれば適量です。水温び 
高いとさは約]己 mm ほど高くなります。 


※マルチフアンクシヨンディスプレイに冷却水に 
関する警告メッセージび表示されたとさは (29 日 
ページ)をご覧ください。 


A 警告 

•水温び高いときは、絶対にリザーブタンクのキ 
ャップを開かないでください。高温の蒸気や熱 
湯び吹き出して、乂傷をずるおそれびありまず。 
• 不凍液をエンジンルームにこぼさないようにし 
てください。不凍液び熱くなつたエンジンに付着 
ずると、発乂して乂傷をずるおそれがありまず。 











冷却水 


冷却水を補給ずる 

冷却水び不足している場合は、冷却水び冷えてい 
るときにリヴーブタンクに補給します。 

1リヴーブタンクのキャップをゆっくり反時計回 
りにまわします。約]回転までまわして、圧力を 
抜さます。 

2キャップを反時計回りにゆっくりまわして取り 
外します。 

3レベルに注意して冷却水を補給します。 

通常は軟水(水道水)に純正の不凍液を混ぜて使 
用します。 

車を使用する地域(最低気温)によって濃度を変 
えます。 


不凍液の濃度 


凍結温度 

不凍液混合率 

-37む 

約己日％ 

一4己む 

約己己％ 


迂局！ 

•冷却水には必ず不凍液を湿ぜてください。不凍 
液には防鐘の効果ちあります。 

• 不凍液の濃度を己日％から己己％の間にしてくだ 
さい。冷却性能び低下するので濃度を己己％じ ( 
上にはしないでください。 

• 指定(外の不凍液や不適当な水を使用しないで 
ください。鐘や腐食などの原因になります。 

•不凍液は塗装面を損傷させます。ボディに付着 
したときは、すぐに水で洗い流してください。 

•冷却水の減りかたび著しいとさは、指定ヴービ 
スエ場で点検を受けてください。 


冷却水の交換時期 

冷却水は時間の経過ととわに劣化しますので、整 
備手帳に従って定期的に交換してください。 

詳しくは指定ヴービスエ場におたずねください。 
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エンジンオイル 


エンジンオイル 



G 己00 Ion 呂のイ列 


エンジンオイル量を点検ずる 

1水平な場所に車を停車します。 

2エンジンを回転させ、エンジンオイルを温めます。 
3エンジンを停止して、已分ほど待ちます。 

4オイルレベルゲージを抜さ取り、付着している 
オイルを拭さ取ってから、再度差し込みます。 


己再度オイルレベルゲージを抜さ取り、付着した 
エンジンオイルの量と';ちれ具合を点検します。 
付着したオイルびオイルレベルゲージの上限 
( max ) と下限 ( min ) の間にあれば正常です。 


上限 蜂 

下限 
レベル ゲージ 



6エンジンオイル量が下限じ(下のときは、フィラー 
キャップを開いて、指定のエンジンオイルを補 
給します。 


知識 

オイルレベルゲージの上限と下限の間は約2 U ッ 
トルです。 

V_ _ 


※マルチフアンクシヨンディスプレイにエンジン 
オイルに関する警告メッセージび表示されたと 
きは (292 ページ)をご覧ください。 













エンジンオイル 


A 警告 

エンジンオイルをエンジンルーム内にこぼさない 
でください。エンジンが熱いとさにオイルび付着 
ずると、発乂して乂傷をずるおそれびありまず。 

v _ 


知識 

慣らし運転中のエンジンオイル消費量は多少多く 
なることびあります。また、頻繁にエンジン回転数 
を上げて走行すると、エンジンオイル消費量は増 
加します。 

_ * 


注意！ 

-必ず指定のエンジンオイルを使用してくださ 
し、指定じ(外のエンジンオイルを使用して故障 
び発生した場合は、保証び適用されないことが 
あります。 

• 種類の異なるエンジンオイルを湿ぜないでくだ 
さい。エンジンオイルの特性び発揮されません。 

-エンジンオイルびエンジンルーム内に付着した 
とさは完全に拭き取ってください。 

• エンジンオイル量び多すざると故障の原因にな 
ることびあります。 

•エンジンオイルの減りかたび著しいとさは、指 
定ヴービスエ場で点検を受けてください。 


使用ずるエンジンオイル 

指定のエンジンオイルを使用してください。詳し 
くは指定サービスエ場におたずねください。 
グレードと粘度は、下図を参考にして、使用する 
場所の外気温度に合わせて選択してください。 



エンジンオイル交換の時期 

エンジンオイルおよびフィルターは定期的な交換 
び必要です。交換時期はメンテナンスインジケー 
ターを目安としてください。ただし、交換時期は 
使用状況によって異なりますので、詳しくは指定 
サービスエ場におたずねください。 
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ブレーキ 液 


ブレーキ液 



ブレーキ液量を点検ずる 

ブレーキ液 U ヴーブタンクのレベルマークで点検 
します。ブレーキ液量び上限 ( MAX ) と下限 ( MIN ) 
の間にあれば正常です。 


※マルチフアンクシヨンディスプレイにブレーキ液 
に関する警告メッセージび表示されたとさは 
(288 ぺージ)をご覧ください。 


ブレーキ 液の交換 

定期的に交換してください。詳しくは指定ヴービ 
スエ場におたずねください。 


A 警告 

•必ず指定のブレーキ液を使用してください。指 
定 LU 外のブレーキ液を使用したり、他の銘柄を 
混ぜると、ブレーキの効さ具合やブレーキシス 
テムに悪影響を与え、安全なブレーキ操作がで 
さな<なるおそれびありまず。 

•ブレーキ液を補給ずるときは、上限 （ MAX ) を 
超えないように補給してください。あふれたブ 
レーキ液び熱くなったエンジンに付着ずると、 
発乂して乂傷をずるおそれびありまず。 

• マルチフアンクシヨンディスプレイにブレーキ 
液に関ずる警告メッセージが表示された場合、 
むやみにブレーキ液の補給はしないでくださ 
し、。補給によって故障び解消ずることはありま 
せん。安全な場所に停車し、指定サービスエ場 
に連絡してください。 







ブレーキ液 


注意！ 

•ブレーキ液の減りかたび著しいとさは、指定 
ヴービスエ場で点検を受けてください。 

•ブレーキ液の補給や交換は、指定ヴービスエ場 
で行なってください。 

•補給のとさは、ゴミや水びリヴーブタンクの中 
に入らないようにしてください。たとえ小さな 
ゴ S でち、ブレーキび効かな<なるおそれびあ 
ります。 

• 補給はエンジンび冷えているとさに行なってく 
ださい。排気系などにブレーキ液び付着すると、 
火災び発生するおそれびあります。 

•ブレーキ液量の上限を超えて補給すると、走行 
中に漏れて塗装面を損傷するおそれびありま 
す。ボディに付着したとさは、すみやかに水で 
洗い流してください。 

-ブレーキ液は使用している間に大気中の湿気を 
吸収して劣化します。劣化した状態で使用する 
と、苛酷な条件下ではベーパー□ックび発生す 
るおそれびあります。 


ペーパー□ック：長い下り坂や急な下り坂などで 
ブレーキペダルを踏み続けると、ブレーキ液び 
沸騰してブレーキパイプ内に気泡び発生し、ブレー 
キペダルを踏んでち圧力び伝わらず、ブレーキび 
効かな<なる現象のことです。 
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{な全のために 安全装備 


運乾ずる 
前に 


運転ずる 
とを 


快適- 
室内装備 


万-のとさ 



ヴ—ビス K — 夕 こんなとさは 






ウオッシヤー液 


ウオツシヤー液 



ワイパーウォッシャーのリヴーブタンクはヘッド 
ランプウォッシャーと兼用です。 

ウォッシャー液を補給ずる 

U ヴーブタンクのキャップを開いて行ないます。 

※マルチフアンクシヨンディスプレイにウオツシャー 
液に関する警告メッセージび表示されたとさは 
(292 ページ)をご覧ください。 


使用ずるウォッシャー液 

純正の専用ウオッシャー液を水に混ぜて使用し 
ます。 


A 警告 

ウォッシャー液は可燃性でず。乂気を近づけたり、 
近くで喫煙をしないでください。また、エンジン 
が熱 < なつているとさには補給しないで < ださし、。 

\_ J 


迂局！ 

• ウォッシャー液は、リヴーブタンクに補給する前 
に別の容器で適正な混合比に湿ぜてください。 

-粗悪なウォッシャー液や石けん水を使用する 
と、塗装面を損傷するおそれびあります。 

•ウォッシャー液び出なくなったときは、ウォ 
ッシャーの操作をしないでください。ウォッ 
シャーポンプを損傷するおそれびあります。 

•へッドランプには樹脂製レンズを使用していま 
すので、必ず純正の専用ウォッシャー液を使用 
してください。専用じ(外のウォッシャー液を使 

_ 用すると、レンズを損傷するおそれびあります。 


知識 

ウォッシャー液には夏用とを用の2種類びありま 
す。夏用には油膜の付着を防ぐ効果びあり、を用 
には凍結温度を下げる効果びあります。 












タイヤとホイール 


タイヤとホイール 


タイヤとホイールは必ず純正品および承認されて 
いる製品を使用してください。詳しくは指定ヴー 
ビスエ場におたずねください。 

タイヤの点検 

1タイヤ接地部のたわみ状態(別冊 r 整備手帳」）を 
見て、空気圧び適当であるか点検します。 

2タイヤに大さな傷びないか、くざや石などびさ 
さったり、かみ込んでいないか点検します。 

3タイヤび偏摩耗を起こしたり極端にすり減って 
いないか点検します。スリップサイン（別冊 
「整備手帳」参照)び現われているとさは、新し 
いタイヤに交換します。 


A 警告 

•タイヤの摩耗には十分に注意し、スリップサイ 
ン(別冊「整備手帳」参照)が現われた5、ずぐ 
に交換してください。タイヤの溝の深さび 
3mmLU 下になると著し<滑りやず<なり、事 
故につなびるおそれがありまず。 

•必ず規定の空気圧を守ってください。燃料給油 
フラップの裏側に、規定のタイヤ空気圧を記載 
したラベルび貼付してありまず (2 已7ぺージ)。 

• 空気圧の低いタイヤで走行しないでください。 
タイヤび過熱して破裂したり、乂災を起こずお 
それがありまず。 

-ホイールボルトはホイールに適合した純正品だ 
けを使用してください。純正品 LU 外のホイール 
ボルトを使用ずると、ホイールび脱落して事故 
を起こずおそれびありまず。 

•再生タイヤを装着した場合、安全性の保証はで 
さません。 
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タイヤとホイール 


注意！ 

•タイヤに空気を入れてわ、すぐに空気圧び低下 
するとさは、パンクやホイールの損傷、タイヤ 
バルブからの空気漏れなどのおそれびありま 
す。ただちに指定サービスエ場で点検を受けて 
ください。 

•タイヤのトレッドびひどくすり減ったり、損傷 
しているときは交換してください。 

•ホイールやタイヤの選択を誤ると、車全体のバ 
ランスび悪<なり、安全性に影響するおそれび 
あります。 

-回転方向び指定されているタイヤは、タイヤの 
側面に記された、回転ち向の矢印に従って装着 
してください。 

•路面の段差などを乗り越えるとさは、速度を落 
とし、ま意して走行してください。タイヤやホ 
イールを損傷するおそれびあります。 

• 純正品または承認されている製品仪外のタイヤ 
やホイールを装着すると、道路運送車両法違反 
になることびあります。 

•装着するタイヤは指定されたサイズ、および4 
輪とわ同じ銘柄のちのにしてください。サイズ 
や銘柄び異なるタイヤを組み合わせて装着する 
と、操縦性に悪影響をおよぼし、事故を起こす 
おそれびあります。 

•摩耗具合にかかわらず、6年(上経過したタイ 
ヤは新品のタイヤと交換してください。 


知識 

•新品タイヤを装着したとさは、走行距離び約 
1日日 km を超えるまでは速度を控えて運転する 
ことをお勧めします。 

• 日頃からタイヤの空気圧を点検してください。 
特に重い荷物を積んで高速走行するとさなどは 
必ず行なってくださし、 

•タイヤび温まっているとさの空気圧は、冷えて 
いるとさよりも約0.3 k 浸/ cm 2 ほど高くなりま 
す。空気圧はタイヤび冷えているとさに調整し 
てください。規定の空気圧は (2 已7ページ)また 
は整備手帳の別紙「点検整備項目」に記載され 
ています。 


9 定期的にタイヤの空気圧を点検してください。 
タイヤの空気圧び低いと、燃料を余計に消費 
します。 






タイヤとホイール 


LUFTDRUCK PRESSURE PRESSION PRESION 



タイヤ空気圧ラベル 

タイヤ空気圧ラベルは燃料給油フラップ裏側に貼 
付されています。ラベルはシンボル表記になって 
います。乗車人数と荷物の量に応じて、前輪と後 
輪の空気圧を調整して < ださい。 

単位は 「 bar （ = k 浸 / cm う」と 「 psi 」 で示してい 
ます。たとえば、「2.日 bar 」 は「約2.0 kg / cm 2 」 
になります。 


注意！ 

必ず法定速度を守って走行してください。 


※タイヤ空気圧ラベルは車種により異なることび 
あります。 


に57; 


A 警告 

• 空気圧の低いタイヤで走行しないでください。 
タイヤが過熱して破裂したり、乂災を起こずお 
それびありまず。 

•タイヤに空気を入れずぎないでください。空気 
を入れずぎたタイヤは、路上の破片や凹みなど 
により損傷を受けたりパンクしやずくなりまず。 
また、車両操縦性に影響をおよぼずおそれびあ 
りまず。必ず規定の空気圧を守ってください。 


知識 

-曰頃からタイヤの空気圧を点検してください。 
特に重い荷物を積んで高速走行するとさなどは 
必ず点検を行なってください。 

• 走行直後や炎天下のよラにタイヤ自体び高温に 
なっているときは、約日. 3 bar ほど空気圧び高 
くなります。空気圧はタイヤび;令えているとき 
に測定してください。 


9 定期的にタイヤの空気圧を点検してください。 
タイヤの空気圧び低いと、燃料を余計に消費 
します。 
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タイヤとホイール 



タイヤ □ーテーシヨン 

タイヤの摩耗具合は、走行距離や運転方法、路面 
状況によって大きく異なります。己，日日日〜 
]aOOOkm を目安に摩耗具合を点検し、偏摩耗の 
兆候びはっきりした時点でタイヤ□ーテーシヨン 
を行なってくださし、。 


江局！ 

• タイヤ□ーテーシヨンを行なった後は、ホイー 
ルボルトの締めつけトルク] 3kg-m(l 3日 Nm) 
を確認してください。 


-必ず純正のホイールボルトを使用してください。 



ノ 

知識 

N 


•タイヤ□ーテーシヨンを適切に行なうと、タイ 
ヤの摩耗を均一化することびでさます。その結 
果、タイヤの寿命を延ばすことびでさます。 


•タイヤ□ーテーシヨンは、前後の位置を入れ替 
えて < ださい。 

• タイヤ□ーテーシヨンを行なった後は、タイヤ 
空気圧を調整してください。 




























寒冷時の取り扱い 


寒冷時の取り扱い 


寒冷時には、通常とは異なった取り扱いび必要で 
す。必ず(下の注意事項を守ってください。 

冷却水/バッテリー 

指定ヴービスエ場で、；令却水の不凍液の濃度び適 
正であること、バッテ U —の液量や充電状態に不 
足がないことを点検してください。 

ウォッシャー液 

ウォッシャー液には、夏用と冬用びあります。冬用 
の純正ウォッシャー液を使用してください。 

ウィンタータイヤ/スノーチェーン 

積雪地域では、ウィンタータイヤ、スノーチェー 
ンび必要です (27 已ページ)。 

スノーチェーンは、ダイムラー•クライスラー社 
の指定品を使用してください。取り扱いについて 
は、スノーチェーンに添付されている取扱説明書 
に従ってください。 

冬季の手入れ 

凍結防止剤びまかれた道路を走行したとさは、早 
めに下回りの洗車をしてください。凍結防止剤び 
付着したまま放置すると、腐食の原因になります。 
凍結防止用の塩類をま<地方の場合、 ] 年に一度 
ボディ下回りの防鐘処理をすることをおすすめし 
ます。 


積雪 

ボディやウインドウに雪び積もったときはすべて 

取り除いてください。走行中に雪び落ちて視界を 

妨げるおそれびあります。 

ドアやテールゲートの凍系吉 

ドアやテールゲートび凍結しているとさはじ(下の 

よラな方法で走行する前に解凍するか、氷を取り 

除いて < ださい。 

•氷を取り除くときは、樹脂製のへらなどを使用 
し、ボディやウインドウび損傷しないよラにま 
意してください。 

• ドアやテールゲートび凍結して開かないとさは、 
開口部周囲にめるま湯をかけ、解凍してから開い 
てください。また、ドアやテールゲートのキーシ 
リンダーにはめるま湯びかからないよラにしてく 
ださい。 

•再凍結を防止するため、余分な水分はされいに 
拭さ取ってください。 

• 凍結したまま無理にドアやテールゲートを開こ 
ラとすると、周囲の防水シールを損傷するおそ 
れびあります。 
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寒冷時の取り扱い 


ボディ下側の着氷 

-走行前にボディ下部やフェンダーの内側を点検 
してください。ブレーキ関連部品やステアリン 
グ関連部品、サスペンションなどに雪や氷塊び 
付着していたり凍結していると、ボディを損傷 
したり、ステアリングびまわせなくなって事故 
を起こすおそれびあります。 

また、フェンダーの内側に雪び詰まって固まっ 
ていると、ボディを損傷したり、ステアリング 
びまわせな<なって事故を起こすおそれびあり 
ます。 

•雪や氷塊び付着しているときは、めるま湯をかけ 
るなどして、部品やボディを損傷しないよラに注 
意しなびら、雪や氷塊を取り除いてください。 

-走行中にわ、はね上げた雪や水しぶきび凍結し、 
氷となってボディ下部やフェンダーの内側に付 
着し、ステア U ング操作びでさなくなるおそれ 
びあります。休憩時わこまめに点検し、雪や氷 
塊び付着しているとさは、大さくなる前に取り 
除いて < ださい。 

ワイパーなどの凍結 

ワイパーやドアウインドウ、スライディングルー 

フ*などび凍結しているとさに、無理に動かすと 

モーターを損傷することびあります。周囲にめる 

ま湯をかけるなどして、必ず解凍してから操作し 

てください。 


* オプシヨンまたは仕様により装備び異なります 


柔車前に 

靴底などに付着した雪や氷を落としてから乗車し 
てください。ペダルを操作するとさに滑ったり、 
車内の湿度び高くなってウインドウの内側び曇り 
やす < なります。 

雪道を走巧ずるとき 

雪道や凍結路面ではタイヤび非常に滑りやすく 
なっています。十分な車間距離を確保し、いつも 
より控えめな速度で慎重に走行してください。 
安全な走行と操縦性を確保するため、(下のま意 
事項を守ってください。 

• ウィンタータイヤまたはスノーチェーンを必ず 
使用してください。 

•急八ンドル、急ブレーキ、急加速などを避けて 
ください。 

•ブレーキに付着した雪や水滴び凍結し、ブレー 
キの効さび悪<なるおそれびあります。後続の 
車に十分注意し、とさどさブレーキペダルを操 
作してブレーキの効さ具合を確認してください。 


寒冷時の取り扱い 


雪道で動けないとさ 

雪道で動けなくなったとさは、先にマフラー（排 
気ガスの出 □) と車の周囲から雪を取り除いてく 
ださい。排気ガスび車内に侵入してくるおそれび 
あります。 


A 警告 

マフラー などが雪に埋もれた状態でエンジンを回転 
させていると、排気ガスが車内に入り一酸 f ヒ炭素中 

毒を起こしたり、中毒死ずるおそれびありまず。 

\ _ * 


駐車ずるとき 

寒冷時や積雪地での駐車時は(下の点に注意して 

ください。 

-駐車ブレーキび凍結するおそれびある場合は、 
駐車 ブレーキを 使用せず、セレクタ ーレバーを 
■ a に入れ、確実に輪止めをしてください。 

-できるだけ風下や建物の壁、日光の当たる方向 
にエンジンルームを向けて駐車し、エンジンが 
冷えすざないよラに/こ\びけてください。 

•軒下や樹木の陰には駐車しないでください。雪 
やつららび落ちてさてボディを損傷するおそれ 
びあります。 

•エンジンを毛布でカバーしたり、フ□ントグリ 
ルの内側に段ボールや新聞紙などを挟まないで 
ください。放置したままエンジンを始動すると、 
乂災や故障の原因になります。 


ウィンタータイヤ 

雪道や凍結路を走行するときは、ウィンタータイ 
ヤの装着をおすすめします。 

装着するウインタータイヤは、指定されたサイズ 
で4輪とも同じ銘柄のものにしてください （27 己 
ぺージ)。 


迂局！ 

-回転方向び指定されているウィンタータイヤ 
は、タイヤの側面に記された、回転方向の矢印 
に従って装着してください。 

•ウィンタータイヤの装着持に、スペアタイヤを 
装着すると、車両安定性や制動性能び大さく低 
下するので注意してください。 

•スペアタイヤは応急的に使用し、でさるだけ早 
くウィンタータイヤに戻してください。 

-ウィンタータイヤの溝の深さび 4 mm じ(下になっ 
たとさは、必ず新品と交換してください。 

•ウィンタータイヤを装着していても、雪道や凍 
結路面では、クルーズコント□ールは使用しな 
いで <ださい。 

• ウィンタータイヤを外した繳ま、タイヤ/ホイー 
) レを乾燥した冷暗所で保管してください。 


{な全のために 安全装備 
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寒冷時の取り扱い 


スノーチェーン 

ウィンタータイヤでも走行び困難なときは、スノー 

チェーンを装着してください。 

•スノーチェーンは、ダイムラー•クライスラー 
社の指定品を使用してください。取り扱いにつ 
いては、スノーチェーンに添付されている取扱 
説明書に従ってください。 

• スノーチェーンは4輪すべてに装着することをお 
すすめします。 

• スノーチェーン装着時は約3日 km / hii (下の速度 
で走行してくださし、 

•スノーチェーン装着時は、 ESP を日 FF にしたほ 
ラび走行しやすい場合びあります。 

※ウィンタータイヤ、スノーチェーンについて、 
詳しくは指定ヴービスエ場におたずねください。 


迂局!_ 

• G 己己 AMG Ion 浸は、標準タイヤにスノーチェー 
ンを装着しないでください。 

•指定品じ(外のスノーチェーンを装着すると、夕 
イヤから外れたり、車体に接触するおそれびあ 
ります。 

•スノーチェーンの脱着は、周囲の交通を妨げな 
し、、安全で平坦な場所で行なってください。路 
面に雪や凍結びなくなったときは、スノー チェー 
ンを外して ください。 




日常の手入れ 


曰常の手入れ 


定期的に手入れをすることで、いつまでも車を美 
しく保つことびできます。ダイムラー*クライス 
ラー社の純正カーケア用品のご使用をおすすめし 
ます。詳しくは指定サービスエ場におたずねくだ 
さし、 


A 警告 

•一部の合成クリーナーなどには、揮発性有機溶 
剤や可燃性物質び含まれているおそれびありま 
ず。カーケア用品を使用ずるときは、必ず添付 
の取り扱い上の注意を読み、指示に従ってくだ 
さい。 

-車内でカーケア用品を使用ずるときはドアウイ 
ンドウを開き、十分に換気してくださし、。有機溶 
剤による中毒を起こしたり、静電気び可燃性ガ 
スに引乂して乂災を起こずおそれびありまず。 

•車の手入れをずるときに、ガソリンやシンナー 
などを使用しないでください。中養を起こした 
り、気化ガスに引乂して乂災を起こずおそれび 
ありまず。 

•カーケア用品は、子供の手び届くところや乂気 
の近くに置いたり保管しないでください。 


外装 

• 走行後は、ボディに付着したほこりを毛ばたさ 
などで払い落としてください。 

-少なくとも月に]度は洗車してください。 

•飛び石により塗装面に傷びつくと、鐘の原因に 
なります。純正タッチアップペイントで早めに 
補修してください。 

•保管や駐車は、風通しの良い車庫や屋根のある 
場所をおすすめします。 

•泥や虫の死びい、鳥のふん、樹液、油脂類、お 
よびガソリンなどび付着したとさは、すみやか 
に拭さ取ってください。とくに、鳥のふんは塗 
装面を損傷しやすいので、でさるだけ早く水で 
洗い流してください。 

•凍結防止剤び散布してある道路の走行後は、す 
みやかに洗車し、ボディ下側やフェンダー内を 
洗い流してください。 


迂局!_ 

純正カーケア用品の使用方法については、必ず添 
付の取扱説明書をお読みください。 

V_^ 
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日常の手入れ 


洗車 

1ボディ全体に低圧で水をかけ、ほこりなどを洗 
い流します。 

2水に純正カーシャンプーを混ぜた洗ミき液を用意 
し、車全体にかけます。外気取り入れ口付近で 
は少量にし、ダクト内に洗ミき液び残らないよラ 
に注意して < ださい。 

3スポンジやセーム皮などを使用して、十分な量 
の水で洗い流します。 

4洗車後は、すみやかに水滴を拭さ取ります。 


迂局!_ 

水び凍るよラな寒いとさや直射曰光び強く当たる 
場所、走行直後でボンネットび熱くなっているよ 
ラなときは洗車をしないでください。 


•虫の死びいなどは、洗車前に純正インセクトリ 
ムーノ く 一で 取り除いてください。 

•コールタールやアスファルトの巧れは、純正ター 
ル U ムーバーで拭さ取ってください。乾いてし 
まラと落としにくくなるので、早めに処理して 
ください。 

•へッドランプを含むランプ類は樹脂製レンズで 
す。流水または水と純正カーシヤンプーを湿ぜ 
た洗浄液で洗い流してください。有機溶剤や強 
アルカ U 洗剤などを使用したり、強くこすると 
細かい傷をつけることびあります。 


自動洗車機の使用 

自動洗車機で洗車するときは(下の点に気をつけ 
てください。 

•車の巧れびひどいときは、自動洗車機で洗車す 
る前に水洗いをしてください。 

. 自動洗車機び車のサイズに合っているかを確認 
してください。 

-洗車前にドアミラーを格納してください。 

•回転ブラシの硬さによっては、細かな傷びつき、 
塗装面の光ミ尺び失われたり、劣化を早めるおそ 
れびあ0ます。 


高圧式スプレーガンの使用 

• 高圧式スプレーガンのノズルは、車から十分離 
して使用してください。 

• 高圧式スプレーガンのノズルをウインドウガラス 
接合面やボディパネルの継ぎ目部分などに近づ 
けないでください。水圧び高いため、車内に水 
び侵入したり、防水シールや塗装を損傷するこ 
とびあります。 

• 高圧式スプレーガンのノズルをタイヤに向けない 
でください。水圧び高いため、タイヤび損傷す 
るおそれびあります。 




日常の手入れ 


塗装面 

塗装面の手入れには、(下の純正カーケア用品を 
使用してください。手入れ方法などは、添付の取 
扱説明書をお読みください。 

•ペイント保護剤 

塗装面に被膜をつくり、ボディの光ミ尺を守ります。 
•ペイントポリッシュ 
光ミ尺を失った塗装面の巧れを落とします。 

-スポットクリーナ 

腐食の原因となる鳥のふんや樹脂などの頑固な 
巧れを除去します。 

• タッチアップペイント 

塗装面にでさた小さな傷の応急補修に使用し 
ます。 


迂局！ 

直射日光が強く当たる場所や走行直後でボンネッ 

卜び熱くなっているよラなとさに、塗装面の手入 

れをすると、塗装面を損傷するおそれびあります。 

V - J 


知識 

誤って傷をつけたり、誤った手入れにより鐘など 
び発生したとさは、指定サービスエ場で補修する 
ことをおすすめします。 

V. __ 


苗オプシヨンまたは仕様により装備び異なります 
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ホイール 

-めるま湯に純正カーシヤンプーを混ぜた洗浄液 
で洗い流してください。 

•落ちにくい巧れのとさは、純正アルミホイール 
クリーナを使用します。 


江局！ 

走行直後は、ブレーキディスクやホイールに直接 
水などをかけないでください。ブレーキディスク 
び熱いとさに急激に冷やすと、ディスクを損傷す 
るおそれびあります。 


ウインドウ/スライディングルーフ*ガラス 

ガラスの室内面には、曇り止め配合の純正インテ 
リアガラスクリーナを使用します。室外面の巧れ 
びひどいときは、純正ウインドウクリーナを使用 
します。 


迂局！ 

リアウインドウに、極細の熱線やアンテナ線びプ 
U ントされている車種びあります。ガラスの室内 
面を清掃するとさは、柔らかい布を使用し、熱線 
やアンテナ線に沿って拭さ取り、傷をつけないよ 
ラにま意してください。 

\ _ / 
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日常の手入れ 
車巧 

•プラスチックやゴム部分は、純正カーシヤンプー 
を湿ぜた洗浄液または純正プラスチックク U — 
ナで拭さ取ります。 

•ステアリングやセレクターレバー、メーターパ 
ネルなどは、純正カーシヤンプーを混ぜた洗浄 
液で拭さ取ります。 

ファブリック 

• ブラシなどでほこりを払い落とします。 

•巧れびひどいとさは、純正ク□スクリーナを使 
用し、染みおさには純正スポット U ムーバーを 
使用します。 


ベロアー 

水分や熱によって毛足び寝てしまラと巧れたよラ 
に見えます。このよラなとさは軽く湿らせたブラ 
シで整えます。 

本革 

汚れを落としてから、純正レヴーケアフォームを 
使用します。使用方法については指定サービスェ 
場におたずねください。 


人工皮革 

純正 カーシ ヤン プーを 使用します。 


アルカンタラ/ヌバックレザー 

柔らかい布で軽く乾拭さするか、布を軽く湿らせ 
て拭さ取ってください。 


迂局！ 

アルカンタラ/ヌバックレヴーには手入れ用品な 
どを使用しないでください。また、強い力で乾拭 
さしないでください。シートび色落ちしたり、表 
面に傷をつけるおそれびあります。 

V_^ 


パークト□ニックセンヴー 

-リアバンパーにあるセンサーを清掃します。 
•されいな水、または水に純正カーシヤンプーを 
湿ぜた洗浄液で洗つてください。 


知識 

他にち純正カーケア用品びあります。詳しくは指 
定サービスエ場におたずねください 

v _ * 






サービスデータ 


純正部品/純正アクセサリー 
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純正部品/純正アクセサリー 


純正部品/純正アクセサリー 


ダイムラー*クライスラー社では、点検や整備に必 
要な純正部品を豊富に用意しています。メルセデ 
ス-ベンツ純正部品は厳格な基準により品質管理さ 
れております。点検や整備、修理のとさは必ず純正 
部品を使用してください。 

アクセヴ U —についてち、ダイムラー•クライス 
ラー社またはダイムラー*クライスラー曰本株式 
会社び指定する製品だけを使用して < ださい。 


A 警告 

どんな場合でも、ブレーキ関連部品などの重要保 
安部品や走行系統に使用ずる部品に、純正部品 LU 
外の物を使用しないでください。事故やけびの原 
因になりまず。 

V_^ 


知識 

純正部品(外の部品を使用したとさは、該当箇所 

だけでなく関連箇所に不具合び生じても、保証を 

適用できないことびあります。 

\ _ * 


9 ダイムラー*クライスラー社では、資源の有 
効利用を促進するため、リサイクル部品を積 
極的に導入しています。 


江局！ 

•エアバッグやシートベルトテンシヨナ ー、 イン 
ストルメントパネル、センターコンソール、セ 
ンターピラーのフ□アパネル付近には、エアバ 
ッグやシートベルトテンシヨナーのセンサー類 
が取りつけられています。これらの部位にオー 
ディオなどを追加装備したり、修理や飯金作業 
などを行なラと、エアバッグやシートベルトテ 
ンシヨナーの作動に悪影響を与えるおそれびあ 
ります。詳しくは指定サービスエ場におたずね 
ください。 

• 車載無線機など電装アクセヴ U —を装着すると 
きは、必ず指定サービスエ場に相談してくださ 
し、装着方法などび適切でないと、車の電子制 
御部品に悪影響を与えるおそれびあります。ま 
た、電気配線を間違えると、乂災や故障の原因 
になります。 

-ウインドウに透明な吸盤を貼りつけないでくだ 
さい。透日月吸盤びレンズとして作用し、乂災が 
発生するおそれびあります。 










ビークルプレート 


①エンジン番号 

エンジンち側後部にエンジン番号び巧刻されて 
います。 

( D ニューカープレート 

運転席側のセンターピラーに表示されています。 
助手席側にはカラーコードび表示されています。 

③ ボディプレート 

エンジンルーム内の空気取り入れ口の下に表示 
されています。 

④ 車台番号 

ち側フ□ントホイールアーチ内のフレームに巧 
刻されています。 


純正部品を注文するとさに車台番号あるいはエン 
ジン番号び必要になる ことび あります。車台番号 
やエンジン番号を示すプレート類は図の箇所に取 
りつけられています。 
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電球一覧 


電球一覧 


電球(ランプ） 

ワット数(規格） 

へッドランプ 

60W / 己 0W(H4) 

フ□ントフォグランプ 

己已 W(H3) 

フ□ントノ くーキングランプ/車幅灯 

4W 

方向指示灯 

フ□ント 

21 W (黄色） 

U ア 

2] W (黄色） 

バックランプ 

21W 

ブレーキランプ 

21W 

U アパーキングランプ/テールランプ 

5W 

U アフォグランプ(ち側のみ） 

21W 

ライセンスランプ 

己 W 


ドアミラーのち向指示巧と八イマウントブレーキラン 
プには LED (発光ダイオード)び使用されています。 

※記載の内容は取扱説日月書作成時点のわので、予 
告なく変更されることびあります。 
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ヒューズボックス 1( センターコンソールち側後部） 

1 30A :オプション 

2 30A :オプション 

3 7.5A :テレビ 

4 20A :燃料ポンプ 

5 :未使用 

6 :未使用 

7 . 未使用 

8 7.5A: 盜難防止警報システム 

9 25A :盗難防止警報システム、リモートコントロール、ルームラ 

ンプ、バニティミラー照明、自動防眩ミラー、レインセン 
サー、スライディングルーフ 

10 20A :リアデフォ ッボー 

11 :未使用 

12 7.5 A: トランスミッションセンサー 

13 5A :オプション 

14 15A :リアウインドウウォッシャー 

15 10A :燃料給油フラップロック、タンクキャップリリース 

16 5A :オプション 

17 20A :マルチコントロールバックレスト 

18 20A :オプション 
19 15A :オプション 

20 10A :リアドアセントラルロッキング 

(A463 545 06 00 02.05.14) 


21 30A 


22 30A 

23 5A 

24 

25 30A 

26 7.5A 

27 40A 

28 30A 
29 15A 
30 40A 
31 20A 

32 30A 

33 30A 

34 7.5A 

35 

36 

37 15A 

38 40A 

39 40A 

40 30A 
41 7.5A 

42 7.5A 


リモートコントロール、ミラー調整、ドアミラーヒーター、 
フロントパワーウインドウ、リアパワーウインドウ、ステ 
アリング調整、サイドランプ 

リモートコントロール、ミラー 調整、 ドアミラーヒーター、 
フロントパワーウインドウ、サイドランプ 
ルームランプ、リア 読書 灯 
未使用 

ンートヒーター 

乗降用ランプ、イルミネーテッドステップカバー 
運転席シート調整、ステアリング調整 
電源ソケット 
オプション 

エアコンディショナー、ブロワーモーター 
スターター、 ステアリングロック 
リモートコントロール、リアパワーウインドウ 
リモートコントロール、リアパワーウインドウ 

電話 

未使用 

未使用 

デファレンシャルロック 
助手席 シート 調整 
トランスファーケース 

ESP 

エアコンディショナー、ブロワーモーター、ドアロックス 
イッチ、非常点滅灯、リアデフォッガー 
ステア リング調整、 エアバッグ警告灯、メーターパネル 

未使用 

ESP 

未使用 

ESP 

サウンドシステム 
リアシートヒーター 
エンジンファン、スターター 
エンジンファン、 燃料ポンプ 


ヒユースー臭 


ヒュースー覧 


ヒューズボックス2 (ライトスイッチ横) 


(A463 545 06 00 02.05.14) 

※記載の内容は取扱説明書作成時点のちので、予告なく変更さ 
れることびあります。 


A 、 A A A A 

o A o o o o 

1 5 2 2 2 2 

abcdefgh 


{な全のために 安全装備 


運乾ずる 
前に 


運転ずる 
とを 


快適* 
室内装備 


万-のとさ 


点検と整備 


ヴ—ビス hi 夕 


こんなとさは 











ホーン 
未使用 
電ミ舌 

エアバッグコントロールユニット、エアバッグ 警告 灯 
ワイ パー 

ライター、 グローブボックスランプ 
イグニッションコイル 

エアバッグコントロールユニット 、エアバッグ 警告 灯 
スイッチ 照明 
メーター パネル 
スターター 

エンジンエレクトロニクス 
エンジンエレクトロニクス 
トランスミッションエレクトロニクス 
デファレンシャルロック、パークトロニック 
スターター 
オプション 
ESP 

オプション 

未使用 

診断ソケット、へッドランプ 
へッドランプ 

ナヒゲーションシステム、ラシオ 
セカンダリーエアインジェクション 


ヒユー ス ー 覧 

ヒューズボックス3 (グ□ーブボックス下部) 


(A463 545 06 00 02.05.14) 


※記載の内容は取扱説明書作成時点のちので、予告なく変更さ 
れることびあります。 

ヒューズ配置表はヒューズボックス2の中にあり 
ます。仕様/装備などの違いにより、一部異なる 
ことびあります。 



AB 

334567890123456789012345 

444444445555555555666666 
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オイル-液類 


必ずダイムラー*クライスラー社の純正品または 
指定品のみを使用してください。 

詳しくは指定サービスエ場にお問い合わせくださし、。 



車種 

容量け） 

fa が 品目 

備考 

エンジンオイル 

G 320 

G 320 10 n 呂 
G 500 10 n 呂 

約8 .日 

承認オイル 

約8 .日 

(含、オイルフィルター） 


G 55 AMG 
long 

約 7.5 

オートマチック 
トランスミッションオイ J レ 

G 320 

G 320 long 

約8 .日 


約8 .日 

(工場を入時） 

G 已〇日 long 
G 已已 AMG 

10 n 旨 

約9 .日 

承認オイル 

パワーステア U ングオイル 

全車 

- 

純正ノのーステア IJ ングオイル 

- 

フ□ントアクスル 

全車 

- 

承認オイル 

八イポイドギアオイル 
SAE90、85W90 

IJ アアクスル 

全車 

- 

承認オイル 

八イポイドギアオイル 
SAE 90、 85W90 

ブレーキ液 

全車 

- 

純正ブレーキ液 

DOT 4 


※油脂類の正確な量はレベルゲージで確認して<ださい。 

※記載の内容は取扱説日月書作成時点のちのです。予告なく変更される場合びあります。 
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オイル-液類 


江局！ 

オートマチックトランスミッションオイルの交換 
や補給は必要ありません。むやみに交換すると卜 
ランスミッションを損傷することびあります。才 
イル漏れを見つけたり作動に異常を感じたとさ 
は、指定サービスエ場で点検を受けてください。 

V_ _ 



夕 


{な全のために 安全装備 


運乾ずる 
前に 


運転ずる 
とを 


快適- 
室内装備 


万-のとさ 


点検と整備 


こんなとさは 





















オイル-液類 



車種 

容量 (ぶ） 

指定 品目 

備考 

燃料 

全車 

約9 目 

無鉛プレミアムガソリン 

警告な点灯時の残量 
約2日 JZ 

冷却水 

G 320 

G 320 long 

約]1.己 

純正不凍液 

水に純正不凍液を混ぜて使 
用しまず。濃度にを意して 
<ださい。 

(249ぺージ） 

G 已日日10 n 呂 

G 己己 AMG 
long 

約] 2.0 

ウオツシヤー'/イタ 

全車 

約7.曰 

純正ウインドウウォッシャー液 
を用、夏用 

水に純正ウインドウウォ 
ッシャー液を混ぜて使用 

濃度にを意してください。 

バッテリー 

全車 

1 2V / 90 Ah、 1 2V / 95Ah、12V/] 00 Ah 

リアシート足元のフ□ア下 

エアコンディショナー 

全車 

R134a 

R-12 を使用しないこと 


注意！ 

• 必ず取扱説明書に記載の指定の燃料を使用してください。指定燃料は無鉛プレ S アムガソ U ンです。 

• 指定(外の燃料(高濃度アルコール含有燃料など)を使用すると、燃料系部品の腐食や損傷などによりエ 
ンジンび故障したり、火災び発生するおそれびあります。 

• 指定(外の燃料(高濃度アルコール含有燃料など)を使用して故障が発生した場合は、保証の適用外とな 
りますので、ご了承ください。 
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車種 

タイヤサイズ 

ホイール 

オフセット 

G 已5 AMG long 

265 / 60 R 1 8 

軽合金 8.5 JX 18 M + S 

48 mm 


※〇 320 / G 320 long / G 已日日 Ion 浸のウィンタータイヤやスノーチェーンについて、詳しくは指定ヴー 
ビスエ場におたずねください。 

※記載の内容は取扱説日月書作成時点のものです。予告なく変更されることがあります。 

詳しくは指定ヴービスエ場におたずねください。 
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タイヤとホイール 


標準タイヤ 


車種 

タイヤサイズ 

ホイール 

オフセット 

G 320 

G 320 Ion 呂 

265 / 70 R 16 

軽合金 7.5 JX 1目 

目 3 mm 

G 500 long 

265 / 60 R 18 

軽合金 7.5 JX 18 

63 mm 

G 55 AMG long 

265 / 55 R 1 8 

軽合金 9.5 JX 18 

已日 mm 


ウィンタータイヤ 


タイヤとホイール 


迂局！ 

• G 已己 AMG long は、標準タイヤにスノーチェーンを装着しないでください。 
•必ず純正品または承認されているタイヤを使用してください。 



夕 


{な全のために 安全装備 


運乾ずる 
前に 


運転する 
とを 


快適* 
室内装備 


万-のとさ 


点検と整備 


こんなとさは 





















タイヤとホイール/積載荷物の制限重量 


スペアタイヤ 


車種 

タイヤサイズ 

ホイール 

オフセット 

G 320 

G 320 Ion 呂 

265 / 70R 16 

軽合金 7.5JX 1 目 

目 3mm 

G 500 long 

G 55 AMG long 

26 已 / 60R 18 

軽合金 7.5JX 18 

目 3mm 


A 警告 

•G 己己 AMG long はスペアタイヤに交換したときは、ぶ^ず 80km/h じI下で走行してください。短い時間 
の使用にとどめ、できるだけ早く標準タイヤに戻してください。 

•G 己己 AMG long はスペアタイヤと標準タイヤのサイズび異なるため、スペアタイヤを装着した場合、 
走巧特性び大きく変化しまず。注意して走巧してください。 


積載荷物の制限重量 


車種 

ラゲツジ ルーム 

ルーフ 

G 320 

63 已 kg 

]50k 呂 

G 320 long 

750 kg 

200 kg 

G 已〇〇 long 

800kg 

200 kg 

G 已己 AMG long 

77 已 k 昼 

200 k 呂 


※ルーフラック積載荷物の制限重量には、ルーフラックやアタッチメントの重量わ含まれます。 


※記載の内容は取扱説日月書作成時点のちのです。予告なく変更されることびあります。 
詳しくは指定サービスエ場におたずねください。 
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こんなとをは 


トラブルの原因と巧応 
警告口 


278 故障/警告メッセージ 
284 


{な全のために 安全装備 


運乾ずる 
前に 


運転ずる 
とを 


快適* 
室内装備 


万-のとさ 


点検と整備 


ヴ—ビ r {デ—夕 



7 

8 
2 
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トラブルの原因と対応 


トラブル 原因 

盗難防止警報び突然作動しはじ 盗難防止警報システムび待機状態のと 
めた。 さに、運転席ドアまたはテールゲート 

をェ マージ王ンシーキーで 解錠し開い 
た。 


警告音び鳴った。 マルチフアンクシヨンデイスプレ 

イに警告/故障メッセージび表 
示されている 

駐車ブレーキを解除しないで走行 
している。 


ランプを消灯しないでエンジンス 
イッチからキーを抜さ、ドアを開 
いた。 

エンジンの回転び滑らかでなく、 iu 下の原因により、燃焼していな 

ミスファイヤも起さている。 い燃料び触媒に入っている。 

•イグニッシヨ ンケーつ '}レび損傷 
している。 

• エンジンエレクト□ニクスに異 
常びおる 
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巧応 


►キーの HI または ra を押してください。ま 
たはエンジンスイツチにキーを差し込んでく 
ださい。 


► 284ページからの警告/故障メッセージをご 
覧ください。 


► 駐車ブレーキを解除してください。 


► ランプスイッチを0にしてくださし、 


► 触媒び損傷するおそれびあります。 

► アクセルペダルを踏み過ざないでください。 

► ただちに指定サービスエ場で点検を受けてく 
ださい。 



トラブルの原因と対応 


トラブル 

原因 

巧応 

エンジンび始動しない。 

エンジンのエレクト□ニクス、ある 
いは燃料供給に異常びある可能性び 

►エンジンを再始動する前に、エンジンスイッ 
チを 0 の位置に戻してください。 

► 始動操作を繰り返してください （138 ページ)。 
ただしエンジン始動操作を長時間続けると、バ 
ッテ U —びあびるおそれびあります。 

► 何度始動を試みてちエンジンび始動しない場 
合は、指定サービスエ場に連絡してください。 


バッテ U — びあびっている可能性び 

► ブースターケーブルを使用して始動して<だ 
さい (237 ページ)。 

► 何度始動を試みてちエンジンび始動しない場合 
は、指定サービスエ場に連絡してください。 

冷却水の温度表示び+1 20° CiU 上を示 
している。 

冷却水の温度び高すざて、エンジンび 

;令却されていない。 

► すみやかに車を停止し、エンジンと;令却水を 
冷やしてください。 

► エンジンと冷却水び冷えてから、冷却水量を 
点検し、必要であれば;令却水を補給してくだ 
さい (249 ページ)。 


{な全のために 安全装備 


運乾ずる 
前に 


運転ずる 
とを 


快適. 
室内装備 


万-のとさ 


点検と整備 


ヴ—ビ r {デ—夕 
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トラブルの原因と対応 


トラブル 

原因 

巧応 

ガソ U ンび漏れている。 


►状況を問わず、エンジンを始動しないで<だ 
さい。 

► 指定サービスエ場に連絡してください。 

トランスミッションの作動に問題び 

トランスミッションオイルび減って 

いる。 

► 指定サービスエ場でトランスミッションの点 
検を受けてください。 

加速性能び悪化している。 

トランスミッションび変速しない。 

トランスミッションに異常びある。 

► エマージェンシーモードにして走行でさる場 
合びあります。 


► 車を停止してください。 

► セレクターレパーを■堂に入れます。 

► エンジンを停止します。 

►] 日秒!^ソ上待ってから、エンジンを再始動し 
ます。 

► 前進する場合はセレクターレバーを ID に入 
れます。 

後進する場合はセレクターレバーを lO に入 
れます。 

► ただちに指定サービスエ場でトランスミッシ 
ョンの点検を受けてください。 

エンジンスイッチびまわらない。 エンジンスイッチからキーを抜かずに ^エンジンスイッチからキーを抜さ、再度差し 

0 の位置で長時間放置していた可能性 込んでください。 

び赵る。 ►八'ッテ U —を点検し、必要であれば充電して 

<ださい。 

► ブースターケーブルを使用して始動して<だ 
さい (237 ページ)。 
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トラブルの原因と対応 


トラブル 原因 

U モコン操作で解錠/施錠でさない。キーの電池び消耗している。 

キーび故障している。 


キーのスイツチを押してち表示灯び点キーの電池び消耗している。 
灯しない。 

キーを紛失した。 


エマージエンシーキーを紛失した。 
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巧応 

►キーの電池を点検し、必要であれば交換して 
ください (53 ページ)。 

► エマージェンシーキーで運転席ドアを解錠/ 
施錠してください (64 ページ)。 

► エマージェンシーキーでテールゲートを解錠 
してください (69 ページ)。 

► 指定サービスエ場でキーの点検を受けて<だ 
さし、 

► キーの電池を交換してください (53 ページ)。 
電池は指定サービスエ場で入手でさます。 

► ただちに指定サービスエ場に連絡してくださ 
い。 

► ただちに自動車保険会社へキー紛失の事実を 
報告してください。 

► 必要であればキーシ U ンダーち交換して<だ 
さい。 

►新しいキーの入手については、指定サービス 
工場におたずねください。 

► ただちに指定サービスエ場に連絡して<ださ 
し、 

► ただちに自動車保険会社へキー紛失の事実を 
報告してください。 

► 必要であればキーシ U ンダーち交換してくだ 
さい。 

►新しいキーの入手については、指定サービス 
工場におたずねください。 


{な全のために 安全装備 


運乾する 
前に 


運転ずる 
とを 


快適. 
室内装備 


万-のとさ 


点検と舊備 


ヴ—ビ r {デ—夕 





トラブルの原因と対応 


トラブル 

原因 

巧応 

ワイパーの動さび妨害されている。 

ウインドウに落葉や雪などの障害物び 
付着している。 

►エンジンスイッチからキーを抜いて、障害物 
を取り除いてください。 

ワイパーび作動しない。 


► コンビネーションスイッチをまわして、別の 
モードを選択してください （1 67ページ)。 

► 最寄りの指定サービスエ場でワイパーの点検 
を受けてください。 

シートヒータースイッチの表示灯び点 
滅してし^る。 

多くの電気装備び使用されているため 
に電力の供給び不足し、シートヒータ 
■-び自動的に停止している。 

►電力び回復すると、シートヒーターは自動的 
に作動を開始します。 

エアコンディシヨナーの AC 日 FF スイ 
ッチを押してち表示灯び点灯しない 
か、または点滅する。 

エアコンディショナーの; 令媒び不足 
しているため、エアコンプレッサー 

び停止している。 

► ;令房/暖房は行なわれません。 

► 最寄りの指定サービスエ場でエアコンディシ 
ョナーの点検を受けてください。 

U アデフォッガーび短時間で停止し、 
表示灯び点滅する。 

多くの電気装備び使用されているため 
に電力の供給び不足し、 U アデフォッ 
ガーび自動的に停止している。 

►電力び回復すると、 U アデフォッガーは自動 
的に作動を開始します。 

助手席エアバッグオフ表示灯び点巧し 
ている。 

助手席にチヤイルドセーフティシート 
び装備されているため、助手席エアバ 
ッグび作動しない状態になっている。 



助手席にチヤイルドセーフティシート 
び装備されていない場合は、チヤイル 
ドセーフティシート検知システムび故 
障している。 

► 指定サービスエ場でチャイルドセーフティシー 
卜検知システムの点検を到ブてください。 
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トラブルの原因と対応 


トラブル 原因 

車び後退しているとさに警告音び聞こパークト□ニックセンサーび巧れてい 
える。 るか、付着物などびある。 

パークト□ニックび故障している。 


周囲に電波や高周波を発生する物びあ 
るため、パークト□ニックび停止して 
いる。 

車び後退しているときに警告音び聞パークト□ニックに異常びあり、機能 
こえるか、障害物び近づいてちパーび停止している。 

クト□ニックのインジケーターび点 
灯しない。 
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巧応 

► パークト□ニックセンサーを清掃してくださ 
しバ] 88ページ)。 

►再度、エンジンスイッチを2の位置にしてく 
ださい。 

► 正常に作動しないとさは、指定サービスエ場で 
パークト□ニックの点検を受けてください。 

►場所を変えて、パークト□ニックを使用して 
<ださい。 


► 指定サービスエ場でパークト□ニックの点検を 
受けてください。 


{な全のために 安全装備 


運乾ずる 
前に 


運転ずる 
とを 


快適. 
室内装備 


万-のとさ 


点検と整備 


ヴ—ビ r {デ—夕 




警告。 


警告口 

回 

回 

1S1 



原因 

巧応 

エンジン回転中に黄色の 
ESP 表示巧び点灯する。 

ESP び日 FF になっている。 

► ESP を日 N にしてください。 

事故のおそれびあります。 


デファレンシャル □ ツクスイツチび押 
されており、 ESP ととちに巨 AS と 

A 巨 S も解除されている。 

►デフアレンシャル□ックをオフにすると 
ESP 、 巨 AS 、 A 巨 S び復帰します。 

走行中に黄色の ESP 表示 
巧び点滅する。 

タイヤびグ U ツプを失っているか、車 
び横滑りをしているため、 ESP また 
は A 巨 S などび作動している。 

► 発進するとさにアクセルペダルを必要ソ上に 
踏み込まないでください。 

► 走行中はアクセルペタルをゆるめてください。 

► ESP を日 FF にしないでくださし^(雪道などで 
の走行を除く）。 

事故のおそれびあります。 

エンジン回転中に黄色の 
A 巨 S 警告巧び点なする。 

故障のため A 巨 S び解除されている。 

A 巨 S ととちに巨 AS 、 ESP 、4 ETS ち 
解除されている。 

► マルチフアンクシヨンディスプレイの表示に 
従ってください。 

► 十分ま意して走行を続けてください。 

► 通常のブレーキ時の制動能力は確保されます 
が、 A 巨 S 、 ESP 、 巨 AS 、4 ETS (ま作動しません。 
また、パークト□ニックやオートマチックトラン 
スミッシヨンも作動しない可能性びあります。 

► 指定ヴービスエ場で点検を受けてください。 
これらの注意を守らないと事故につなびるおそ 
れびあります。 


電圧低下のため A 巨 S び解除されてい 
る。バッテ U —び充電されていない可 
能性びある。 

► マルチフアンクシヨンディスプレイの表示に 
従ってください。 

► 不必要な電気装備は停止して<ださい。 

電圧び回復すると、 A 巨 S の機能び回復する場合 
びあります。 

デファレンシャル □ ックスイッチび押 
されている。 

►デフアレンシャル□ックをオフにすると、 

A 巨 S び復帰します。 
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警告。 


警告口 

画 


SRS 


SRS 


MM 


原因 

走行中に赤色のブレー駐車ブレーキを解除しないで走行して 
キ警告巧び点灯する。いる。 

IJ ヴーブ タンクの ブレーキ ミ夜量び不足 
している。 


エンジンスイッチを！ 
の位置にしてち、赤色 
のエアバッグシステム 
警告巧び点灯しない。 
走行中にエアバッグ警 
告灯び点滅または点な 
する 


乗員保護システムに異常びある。エア 
バッ グや シー トベルトテン シヨ ナーげ 
不意に作動したり、事故のとさに作動 
しない可能性びある。 


エンジンスイッチを 2 エアバッグシステム警告巧び故障して 
の位置にしてち、赤色いる。 

のエアバッグシステム 
警告灯び点灯しない。 


エンジンを始動するシートベルトを着用していない。 
と、赤色のシートべル 
卜警告灯び点灯し、警 
告音び鳴る。 


走行中に黄色の燃料残燃料の残量び少なくなつている。 
量警告灯び点灯する。 
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巧応 

► 駐車ブレーキを解除してください。 


► 走行を続けないでください 
► 指定サービスエ場に連絡してください。 

► マルチフアンクシヨンディスプレイの表示 
(288 ページ)に従ってください。 

ブレーキ液を補給しないでください。ブレーキ 
液を補給しても問題は解消しません。 

► 十分ま意して最寄りの指定サービスエ場まで 
走行してください。 


► 十分ミ主意して最寄りの指定サービスエ場まで 
走斤してください。 


► シートベルトを着用してくださし、 


► 最寄りのガソ U ンスタンドで給油してくださ 
し、 


{な全のために 安全装備 


運輯ずる 
前に 


運転ずる 
とを 


快適. 
室内装備 


万-のとさ 


点検と整備 


ヴ—ビ r {デ—夕 







警告。 


警告口 


原因 

巧応 

I5BM 

走行中に黄色のエンジ 
ン警告巧び点なする。 

に異常びあるため、エンジンびエ 
マージェンシーモードになってし''る。 

• インジェクションシステム 

• イグ ニッシ ョンシステム 

• 排気システム 

► すみやかに指定サービスエ場で点検を受けて 
<ださい。 



排出ガスの成分び基準値を超えたため 
に、エンジンびエマージェンシーモー 

ドになっている可能性びある。 




燃料タンクび空になっている。 

► 燃料の補給後、エンジン始動操作を3〜4回繰 
り返してください。エマージェンシーモード 
び解除されます。車の点検を受ける必要はあ 
りません。 
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故障/警告メッセージ 


ディスプレイ表示 

原因 

巧応 

ABS 

シヨウテ''巧セン□ックカ'' サドウ 

デフアレンシャル□ックびオンになつ 

ている。 

►デフアレンシャル□ックをオフにすると、 

A 巨 S び復帰します。 


ABS シ1クリヒツヨウ 

A 巨 S び故障している。 A 日 S は作動し 
ないび、ブレーキは通常通り作動する。 

► 十分を意して走行を続けてください。 

► すみやかに指定サービスエ場に連絡してくだ 

さい。 

事故のおそれびあります。 


シュウリヒツ3ウ 

イン;/、トタカ、、 ] シヨウテ''ス 

A 巨 S または A 巨 S 表示び故障してい 

ミ)。 

► 十分注意して走行を続けてください。 

► すみやかに指定サービスエ場に連絡してくだ 

さい。 

事故のおそれびあります。 


{な全のために 安全装備 


運輯ずる 
前に 


運転ずる 
とを 


快適. 
室内装備 


万-のとさ 


点検と整備 


ヴ—ビ r {デ—夕 
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故障/警告メッセージ 


ディスプレイ表示 

原因 

巧応 

BAS 

シヨウテ''巧セン□ックカ'' サドウ 

デフアレンシャル□ックびオンになつ 

ている。 

►デフアレンシャル□ックをオフにすると、 

巨 AS び復帰します。 


T レ-キアシストシ3ウテ''キ7セン！ 

デフアレンシャル□ックびオンになつ 
ている。 

►デフアレンシャル□ックをオフにすると、 

巨 AS び復帰します。 


ショウデ、キマセン！ 

デフアレンシャル□ックびまだオフに 

なつていない。 

►ステア U ングを一定方向に保持し、一定の速 
度で約3秒間走行してください。 

道路と交通の状況に注意してください。 


了'レ-キアシストシュウリヒツヨウ 

巨 AS び故障している。巨 AS は作動し 
ないび、ブレーキは通常通り作動する。 

► 十分ま意して走行を続けてください。 

► すみやかに指定サービスエ場に連絡してくだ 

さい。 

事故のおそれびあります。 


シュウリヒツ3ウ 

イン':/''ケ-タカ'' ] ショウテ''ス 

巨 AS または巨 AS 表示び故障している。 

► 十分を意して走行を続けてください。 

► すみやかに指定サービスエ場に連絡してくだ 

さい。 

事故のおそれびあります。 

画 

アレ-キ A 。 ッド 
シュウリヒツ3ウ 

ブレーキパッドの摩耗び限界に達して 

いる。 

► すみやかにブレーキパッドを交換してくださ 

し、 


アレーキオイル 
シュウリヒツ3ウ 

U ヴーブタンクのブレーキ液量び不足 

している。 

► すみやかに車を停止してください。 

► 走行しないでください。 

► 指定サービスエ場で点検を受けてください。 
ブレーキ液を補給しないでください。ブレーキ 
液を補給してち問題は解消しません。 
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故障/警告メッセージ 


ディスプレイ表示 

原因 

巧応 

ESP 

ショウテ、、キマセン 
□ックカ'' センタ外レテイル 

デファレンシャル □ ックスイッチび押 

されている。 

►デフアレンシャル□ックをオフにすると、 
ESP び復帰します。 


ショウデ、キマセン 
□ックカ'' 扑''ウ 

デファレンシャル□ックび機械的に作 
動している。 

►デフアレンシャル□ックをオフにすると、 
ESP び復帰します。 


ショウデ、キマセン！ 

デファレンシャル□ックびまだオフに 

なっていない。 

►ステア U ングを一定方向に保持し、一定の速 
度で約3秒間走行してください。 

道路と交通の状況に注意してください。 


ESP シヨウテ''キ7セン 

電力供給び断たれたため ESP 、 A 巨 S 、 

巨 AS び解除されている。システムを 

U セットする必要びある。 

► 通常のブレーキ時の制動能力は確保されます。 

► ESP を U セットしてください （130 ページ)。 

► U セットでさないとさは、ま意して走行を続 
け、指定サービスエ場に連絡してください。 

事故のおそれびあります。 



システムの自己診断び完了していない 
ため、一日寺白勺(こ ESP 、 A 巨 S 、 巨 AS わ'く 
作動しない状態になっている。 

► 約2日 km / hiU 上の速度で短距離を走行してく 
ださい。メッセージび消えます。 


ESP シュウリヒッョウ 

故障または電力供給び断たれたため 
ESP 、 A 日 S 、 日 AS び解除されている。 
ブレーキシステムは通常通り作動する。 

► 十分を意して走行を続けてください。 

► ただちに指定サービスエ場に連絡してください。 
事故のおそれびあります。 


ショウデ、キマセン！ 

ESP または ESP 表示び故障している。 

► 十分を意して走行を続けてください。 

► ただちに指定サービスエ場に連絡してください。 
事故のおそれびあります。 


{な全のために 安全装備 


運輯ずる 
前に 


運転ずる 
とを 


快適. 
室内装備 


万-のとさ 


点検と整備 


ヴ—ビ r {デ—夕 
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故障/警告メッセージ 


ディスプレイ表示 

原因 

巧応 


ウンテンセキシ-卜□ツク 

運転席のノ（ックレストび正しく□ック 

されていない。 


IBB 

► 運転席のバックレストを確実に□ックさせて 
ください(已6ページ)。 




シ''ョシュセキシ-卜□ツク 

助手席のノ（ックレストび正しく□ック 

されていない。 

► 助手席のバックレストを確実に□ックさせて 
ください(己6ページ)。 

画 

A °- キンク'' 7 レ-キ 
カイシ、、ョシテクダ、サイ！ 

駐車ブレーキを解除せずに走行して 

いる。 

► 駐車ブレーキを解除してください （17] ペー 
ジ)。 

国 

キノウ 

ショウテ、、キマセン 

電話び装備されていなし)状態でステア U 
ングの^または®を押している。 


1»1 

レイキャクスイ 

レへ、、ルうテンケンシテクタ、、サイ！ 

;令却水量び不足している。 

► ;令却水を補給してください (249 ページ)。 

► 通常よりち頻繁に;令却水を補給している場合 
は、指定サービスエ場で点検を受けてください。 


レイキャクスイ 

テイシャシテ jy ダンう テイシ！ 

V ベルトび切れている可能性びある。 

►ただちに車を停車し、 V ベルトを点検して 
<ださい。 

V ベルトび切れていると さ： 

• 走行しないでください。指定サービスエ 
場に連絡してください。 

V ベルトび切れていないとさ： 

-ただちに最寄りの指定サービスエ場ま 
で走行してください。 


レイキャクスイ 
シュウリヒツヨウ 

冷却ファンび故障している。 

► ;令却水温度表示に注意してください （10 己ペー 
ジ)。 

► 指定サービスエ場に連絡してください。 
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故障/警告メッセージ 


ディスプレイ表示 原因 



ヒタ"リ日-ヒムラン了う 
テンケンシテクダ、サイ！ 1) 

ラン了センサ 
シュウリヒツ3ウ 


ホ''ンネットカ'' アイテイな! 


トランクカ'' アイテイの! 


I ンシ''ン I ア7ィルタ- 
シユウリ ヒツ3ウ 

SRS シ方ム 
シュウリヒツ3ウ 


リミッタ、クル-ス '' ]ン阳-ル 
シュウリヒツ3ウ 


左へッドランプ（□ービーム)び切れて 
いる。 

ランプセンサーび故障している。自動 
的にランプび点灯する。 


ボンネツトび開いたまま走している。 


テールゲートび開し^たまま走行して 
いる。 

エンジンのエアフイルターび詰まって 
いる。清掃する必要びある。 

乗員保護システムび故障している。 
エアバッグとベルトテンシヨナーび不 
意に作動したり、事故のとさに作動し 
ないおそれびある。 

可変スピード U ミッターまたはクルー 
ズコント□ールび故障している。 


1) 他のランプび切れたとさは、この例 iU がのメッセージび表示されます。 

車がランプいずれかに異常び発生すると、その箇所と対応び表示されます。 
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巧応 

► すみやかに指定サービスエ場に連絡してくだ 
さい。 

► 各種設定の"ラン T スイッチング'、ヘッドラン T オフ"で 
’マニュアル"に切り替えてください。 

► ランプスイッチでランプを点灯/消灯してく 
ださい。 

► ボンネットを閉じて<ださい。 


► テールゲートを閉じてください。 


► すみやかに指定サービスエ場に連絡してくだ 
さい。 

► 十分注意して最寄りの指定サービスエ場まで 
走斤してください。 


► すみやかに指定サービスエ場で可変スピード 
U 三ッ ター またはクルーズコント□ールの点 
検を受けてください。 


{な全のために 安全装備 


運乾ずる 
前に 


運転ずる 
とを 


快適- 
室内装備 


万-のとさ 


点検と整備 


ヴ—ビ r {デ—夕 















故障/警告メッセージ 


ディスプレイ表示 

原因 

巧応 

^^3 

I ンシ''ンオイルレ/ V 'ル 
レへ、、ルうテンケンシテクタ、、サイ！ 

エンジンオイル量び不足している。 

► エンジンオイル量を点検し、必要であれば補 
給た己0ページ）してください。 


I ンシ''ンオイルレ/ V 'ル 
テイシヤシテ、 I ングンうテイシ 

エンジンオイル量び不足している。エ 
ンジンを損傷するおそれびありる。 

► エンジンを停止してください。 

► エンジンオイルを補給し、エンジンオイル量 
を点検してください。 


I ンシ''ンオイルレへ''ル 
オイルうヌイテクタ''サイ 

エンジンオイル量びを過ざる。エンジ 
ンや兰元触媒コンノ（一夕一を損傷する 

おそれびある。 

►オイルを抜いて<ださい。オイルを廃棄する 
とさは規則に従ってください。 


I ンシ''ンオイル 
シュウリヒツ非 

エンジンオイル量び限界まで下びって 

いる。 

► エンジンオイル量を点検し、必要であれば補 
給た曰0ページ）してください。 

► エンジンオイルを頻繁に補給している場合は、 
指定サービスエ場で、エンジンからオイルび 
漏れていないか点検を受けて < ださい。 



オイルに水び混じっている。 

► オイルを点検してください。 


I ンシ''ンオイルレへ''ル 
シュウリヒツ3ウ 

計測システムび故障している。 

► すみやかに指定サービスエ場に連絡してくだ 

さい。 


ウォッシヤ I キ 

レへ、、ルヲテンケンシテクタ、、サイ！ 

U ヴーブタンク内のウォッシャー液量 
び最低レベルまで減ってし''る。 

► ウォッシャー液を補給してください （2 曰4ぺ 
-ジ)。 


キ-う ] ウカンシテクタ''サイ！ 

キーび作動しな<なっている。 

► 指定サービスエ場に連絡してください。 
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故障/警告メッセージ 


ディスプレイ表示 原因 


eos 


〇 


回 


I 由 1 


E-call 

シュウリヒツ3ウ 

曰本仕様には設定びない機能ですび、 
メッセージび表おされることびあり 

ます。 

E-call A '' ツテリ- 
シュウリ ヒツ3ウ 

曰本仕様には設定びない機能ですび、 
メッセージび表示されることびあり 

ます。 

ネンリョウ 

わたシテクタ''サイ！ 

燃料残量び非常に少なくなっている。 

ドアカ'' アイテイな！ 

ドアび完全に閉じていない状態で走行 

してし''る。 

テ''ンアツテイカ 

A '' ッテリ-シ''ュウテ''ン 

バッテ U —の電圧び低下している。 

テ''ンアツテイカ 
テ、、：/ソゥヒンうわ 

バッテ U —の電圧び低下している。 

A '' ッテリ-/オルタネ-夕 
シュウリヒツ3ウ 

の原因によりバッテ U —び充電さ 

れていない。 


• オルタ ネーターの 故障 
- V ベルトの損傷 
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巧応 

► 指定サービスエ場で点検を受けて<ださい。 


► 指定サービスエ場で点検を受けて<ださい。 


► 最寄りのガソ U ンスタンドで燃料補給してく 
ださい。 

► ドアを閉じて < ださい。 


► エンジンを始動して<ださい。 


► 必要でない電気装備のスイッチを切ってくだ 
さい。 

►ただちに車を停め、 V ベルトを点検してくだ 
さい。 

V ベルトび切れていると さ： 

走行しないでください。指定サービスエ 
場に連絡してください。 

V ベルトび切れていないとさ： 

ただちに最寄りの指定サービスエ場まで走 
行してください。 


{な全のために 安全装備 


運輯ずる 
前に 


運転ずる 
とを 


快適. 
室内装備 


万-のとさ 


点検と整備 


ヴ—ビ r {デ—夕 












故障/警告メッセージ 


ディスプレイ表示 

原因 

巧応 

B 

シュウリヒツ3ウ 

イングケ-タカ'' ] シヨウテ''ス！ 

いくつかのシステム表示び故障してい 
る。システム自体び故障しているおそ 

れびある。 

► 指定サービスエ場に連絡してください。 

ESS 

シュウリヒツ3ウ 

イングケ-タカ'' ] シヨウテ''ス！ 

1つじ(上のエレクト□ニックシステム 

び情報を伝達でさない状態になってい 
る。1 ソ下のシステムび故障している可 
能性びある。 

-冷却水温度計 

• タコメーター 

• クルーズコント□ールまたは可 
変スピード U ミッターのインジ 

ケーター 

► 指定サービスエ場でエレクト□ニックシステ 
ムの点検を受けてください。 


TC シ外チュウグン 

エラーのため、 トランスファーケース 

のシフトび中断された。 

►再度、シフト操作を行なってください （1 己] 
ぺージ)。 


TC ' 刀トシ''ヨウケンミタシテイナイ 

トランスファーケースのシフト条件を 
満たしていない。 

►再度、シフト操作を行なってください （1 己] 
ぺージ)。 


TCil 二: L - トラル 

トランスファーケースびニュートラル 

位置になってし''る。 

►必要に応じて、トランスファーケースを 

HIGH または LOW にシフトしてください 
(1 己]ページ)。 


トランスで-ケ-ス 
シュウリヒツ3ウ 

トランスファーケースび故障している。 

► トランスファーケースのシフト操作を行なわ 

ないで <ださい。 

► すみやかに指定サービスエ場でトランスフ 
ァーケースの点検を受けてください。 
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故障/警告メッセージ 


注意！ 

• メーターパネルやマルチフアンクシヨンデイス 
プレイび故障した場合はメッセージは表示され 
ません。このとさは指定ヴービスエ場に連絡し 
てください。 

•表示される故障や不具合は、一部の限られた装 
備についてであり、また表示される内容わ限ら 
れています。この故障表示の機能は運転者を支 
援する装置です。発生した故障に対処して車の 
安全性を維持する責任は運転者にあります。 


知識 

故障/警告メッセージによっては警告音び鳴るこ 
とびあります。 

_ J 

※取扱説明書に記載の警告メッセージは、取扱説 
明書作成時点でのわのです。マルチフアンクシ 
ヨンディスプレイに表示されるメッセージや表 
記などは、予告なく変更されることがあります。 
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靈のために 安全装備 


運乾ずる 
前に 


運転ずる 
とを 


快適* 
室内装備 


万-のとさ 


点検と整備 


ヴ—ビ r {デ—夕 









NOTE 
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さ < 引 


B 

アーム レスト . 208 

アシストグ IJ ップ . 213 

ウインドウウオッシャー . 168、169 

ウォッシャー液 . 2曰4、274 

運転席エアバッグ . 38 

エアコンディショナー . 192 

ェアバッグ . 38 

エマージェンシーキー . 曰2 

エンジンび始動しないとき . 138 

エンジンの始動と停止 . 138 

エンジンオイル . 2已日、273 

エンジンオイル量警告表示 . 292 

エンジンオイル量の点検ち法 . 1日8、2曰日 

エンジンオイル量点検画面 . 108 

エンジンスイッチ . 136 

エンジンルーム . 15.247 

エントランスヘルプ機能 . 67、13日 

オーディオ . 访 IJ 冊) 

才ートマチック車の取り扱い . 26 

才ートマチックトランスミッション . 139 

オートマチックトランスミッションオイル . 273 

才ーノ くーヒートしたとさ . 23曰 

オ ドメーター . 104 

オフ□-ドでの走行 . 1曰4 


因 

外気温度表示 . 104 

懐中電灯 . 217 

カップホルダー . 210 

可変 スピー ドリミッ ター . 184 

寒冷時の取扱い . 2曰9 

キー . 48 

救急セット . 218.221 

クルーズコント□-ル . 181 

グ□-ブボックス . 211 

警告巧 . 99、284 

けん引されるとさ . 223 

けん引防止警報機能 . 86 

工具 . 218、22 日 

後退時の助手席ドアミラー . 94 

故障のとき . 216 

テ供を乗せるとき . 20 

ル物入れ . 212 
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サンバイヴー . 204 

シート位置の記憶 . 己8 

シートの調整 . 曰曰 

シートヒータ. . 59 

シートベルト . 33 

シートベルトテンシ ヨナー . 37 

事故のとき . 216 

車外ランプ消灯遅延機能 . 12 曰、 163 

車載工具 . 218、22日 

車速感応ドア□ック . 6 目、 128 

ジャッキ . 219.221 

収納ネット . 213 

純正部品 . 268 

純正アクセサリー . 268 

助手席エアバッグ . 38 

助手席エアバッグオフ表示巧 . 44 

水温表示 . 1日已 

ステアリング . 96 

ステア U ング調整 . 96 

スピードメーター . 98、1日4 

スペアタイヤ . 226.276 

スペアタイヤカバー . 226 

スライディングルーフ . 89 

セーフ ティスイッチ . 88 

セーフ ティネット . 71 

積載荷物の制限重量 . 276 

セレクターレバー . 139 

センターデフアレンシャル□ック . 147 

走行ずるとき . 21 



タイヤ . 27 曰、 25 曰 

タイヤ□—テーシヨン . 258 

タイヤ空気圧ラベル . 2 曰 7 

タイヤ交換 . 228 

タコメーター . 98 

チャイルドセーフティシート . 43 

チャイルドプルーフ□ック . 68 

駐車ブレーキ . 171 

駐停車ずるとき . 24 

定期点検 . (整備手帳) 

停止表示板 . 218、220、222 

ティップシフト . 140 

テールゲート . 69 

デファレンシャル□ック . 147 

点検整備 . 245 

電球一覧 . 270 

電球の交換 . 243 

電源ソケット . 214 

ピア . 63 

ドアミラー . 93 

ドアミラーの格納 . 9 己 

ドアミラーランプ . 67 

ドア□ックスイッチ . 6己 

盗難防止警報システム . 84 

読書巧 . 201 

時計 . 104 

トランスファーケース . 151 

トリップ コンピューター . 132 

トリップメーター . 104 
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Q 

慣らし運転 . 29 

日常の手入れ . 263 

荷物固定用リング . 76 

荷物を積むときは . 75 

燃料 . 19、274 

燃料給油口 . 82 

燃料計 . 98 

燃料残量警告灯 . 98、28已 


J\ 


パーキング□ックの解除 . 142 

パークト□ニック . 188 


灰皿 . 

バッテリー . 

バッテリーびあびったとさ •• 

バニテイミラー . 

パワーウインドウ . 

ビークルプレート . 

非常信号用具(懐中電灯)…… 
非常点滅灯 . 

ヒュ ー 人 —見 . 

ヒューズの交換 . 

フォグランプ . 

ブレーキ . 

ブレーキ液 . 

ブレーキ警告灯 . 

フ□ントシート . 

分割可倒式リアシート . 

へッ ドランプ . 

へッドランプウォッシャ—- 

へッドランプガード . 

へッドランプ照射角度の調整 
へツ ドレスト . 


. 20曰 

. 236.274 

. 237 

. 204 

. 88 

. 269 

. 217 

. 166 

. 271 

. 240 

. 161 

. 172 

. 252.273 

99、172、28己、288 

. 曰曰 

. 62 

. 161 

. 170 

. 80 

. 164 

. 己5、己7、61 


ベルトフ オース リミッター 


37 


ホイール- 
ち向指示な 
ボンネット 


ミ 00] 


25曰、27己 

. 16己 

. 78 
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マルチファンクシヨンステアリング . 101 

マルチファンクシヨンディスプレイ . 100 

万一のとき . 21己 

メーター パネル . 97 

メンテナンスインジケーター . 106 

モーシヨンセンサー . 87 



雪道を走行するときは . 

を熱ヒーター . 

4 輪駆動車 (4 WD ) の取り扱い 


260 
199 
- -28 



ライター . 207 

ラゲッジ ルーム . 71 

ラゲッジ ルームカバー . 74 

ラゲッジルームランプ . 203 

ランプスイッチ . 161 

リモコン機能 . 49 

U モコンの電池交換 . 53 

U アシート . 61 

リアシート ヒーター . 60 

リアシートへの乗降 . 56 

U アデフォ ッガー . 197 

リアフォグランプ . 161 

U アへッドレスト . 61 

U アルームランプ . 202 

U アワイパー . 169 

ルームミラー . 92 

ルーム ランプ . 201 

; 令却水 . 248、274 

冷却水温度画面 . 1日已 

□ケイターライティング . 曰日、 124 



ワイパー 


167 
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□ 

A 巨 S . 173 

回 

巨 AS . 176 

曰 

ESP . 178 

ESP OFF スイッチ . 179 

曰 

SRS エアバッグ . 38 

□ 

4 ETS . 177 
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" ESP ®" はダイムラー•クライスラー（株）の登録商標です。 

《この取扱説明書の内容は、2004年4月現在のものです。 


がまモデル 


G320 
G 320 long 
G 500 long 
G 55 AMG long 





総輸入元 

ダイムラー•クライスラー曰本が式を社 


干 106-8506 ま京都港区六本木 一 T 目 9 番 9 号六本木 ファーストビル 


環境保護のため、この取扱説明書は再生紙を使用致しました。 


MBJCSD 30840 -040400700 E 


